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絶倫ＤＴが女神さまと結婚すると







プロローグ







　昼間から何をしているんだろう、葵あおいはソファでゆったり座る夫の一いちノの瀬せ竜りゅうのジーンズをくつろげて、男根を引き抜いて舌先で舐めていた。

　竜のために、下着を新調して黒のベビードールのみをまとっている。

　時間を見れば昼の一時五分過ぎ。夜中とはわけが違って、誰か来るかもしれないのに葵はこの状況を作り出さないといけなかった。

　夫の困惑とも悦びともとれるせわしない息遣いにほっとしつつ、室内の明るさと自ら奉仕する行為に背徳感が満ちていく。

　後悔はないつもりだし、ここまで尽くさないといけないと思ったからやっている。

　舌先で丁寧に裏まで舐めると、ぴくんと男根が口の中でひくついた。そのままゆっくりとだが起き上がりそうになる。

「あっ……気持ちいいですか？」

「……葵がしてくれることなら、なんでも」

「そうですか？」

　竜が恥ずかしそうに言うので、葵はくすりと笑みを零した。たしかに結婚しなければ、こんな風にセックスを楽しむ仲でもないし、恋人同士でもなかった。竜とはただの幼馴染だ。

　なんでも嬉しいと言われると素直に嬉しいし、頑張っている甲斐がある。

　竜の為に、ラブグッズを買って実践さながらに練習した甲斐があった。竜には絶対に言えないことだが。

　口に含んで口内で舌先を動かすと、竜が切なげに呻く。

「うぁ……葵……ま……まって……くれないか」

「まだまだです。全然足りてませんよ」

「いや……うぁ……あぁ……」







[image: ]









　ふにゃんとした男根を必死に舌で扱いていくと、少しだけ立ち上がり葵はほっとした。

　自分に魅力がないせいと、これという性のテクニックもないせいで、竜が仕事を理由にセックスから永遠に逃げてしまいそうで怖かった。互いの年齢も二十六歳。葵の方は性欲ならあるし、テクニックを勉強すればするほど楽しいと思えていた。でもそれは葵ひとりだけである。

　上目で見つめると竜は恥ずかし気に顔を逸らして頬を染めた。

「やめ……葵……エロ過ぎて……はぁはぁ……」

　竜はだらしなくソファに身を預けて、葵の頭を押さえようとした。

　一瞬奥を突かれて苦しくなりつつ、葵は上目で見つめて答える。

「エロ過ぎですか？」

　そんなわけがないと、口内で抽送を早くし、必死に男根を咥えて更に力強く立たせようとする。まだ足りないとばかりに芯に力がこもらない。

　次第に唾液に塗れて男根がぐちょぐちょになり、葵の口もべっとりとしてきた。

　光が煌々とリビングルームに入る中、葵の恰好と行為だけが卑猥だ。

　一瞬、今誰か来たらどうしようかと考えそうになり、下着がじゅっと濡れる。

　途端に葵の身体もじんじんと熱を帯びてしまい、必死に手も使い男根を上下に動かす。

　すると、ぴくんと反応して力なく口内で立ち上がりそうになる。

　葵は舌先でなめまわし、上目で言った。

「あの……胸でするのは好きですか？」

「え？」

「胸で挟んで」

　葵が頬を赤らめて言うと、竜の顔が真っ赤になり同時に猛りが力強く立ち上がる。

「少し、します」

「ま、まて、まって」

（初めて……だけど。これくらいしないと。可愛いとか綺麗とか、美人とか言われないから）

　葵はそっと胸を露わにして、猛りにあてがう。すっと胸でなぞることしかできないが、身体に押し付けた。

「んっ」

　身体が触れ合うだけでも、葵にとってはひりひりするような感覚がして潤んだ眼差しを向けてしまう。

「まだ、頑張ります」

「はぁ……はぁ……もう……大丈夫だから」

　ソファに座らされて足を広げられると、下着をそっと剥ぎ取られる。やっとこの時が来たと葵は恍惚の表情で迎えてしまった。それまでどんなに自分で自分を慰めようとも、本物が体内に侵入したことは、まだ一度だけ。やりきれない気持ちでおもちゃを買い込み、練習して誤魔化した。新婚だというのに、葵は竜とひとつになるのは今日で二度目だった。

　もう、一緒に住んで半年になる。

　卑猥な恰好も、葵の胸を高鳴らせている一因に過ぎない。

「好きです。竜のこと」

「好きだよ、俺も、好きだよ。好きだ。好き。好き」

「ありがとう。その言葉、凄く聞きたかった」

　セックスの最中の告白は当てにならない、そんな情報が頭を掠めるものの嬉しさに満ちていた。結婚は済ませたが、面と向かって告白をされていなかったと思う。

　猛りが蜜口にあてがわれると、ゆっくりと侵入してきて今までに感じたことのない痛みを感じる。散々おもちゃで自分を嬲っておきながら、本物の熱は大きく、受け入れるのが辛かった。

　けれど、次第に身体が慣れてしまう。

「あっあぁ」

「葵の中……だあ」

「はい……。たっぷりください」

　やっと繋がれたのだから、子供が欲しいと葵は無意識に思ってしまった。

　けれど、竜は顔を真っ赤に染める。

「葵って……そういうこと言えるんだな」

「はい。竜だけ」

　ひくっと竜の顔が強張り、すぐに逸らされる。代わりに突きあげられて痛みと共に快楽が押し寄せてきた。

　隘路がまだ狭く、受け入れるのが辛いのだが、熱が最奥にぶつかりそうでぶつからない焦れた感じが、葵を悩ませる。

「あっあっ！」

　たわわな胸が揺れて、布が擦れるだけでもまた喘ぐ。身体中が研ぎ澄まされたように反応して、身体中が戦慄いた。

　切なくもどかしい思いがあるのは、葵が淫乱なだけだろう。そう自分に言い聞かせて腹の奥の切なさに耐え、はだけて見えた胸をいじられないことに我慢する。

「うっうっ……葵……葵……」

　葵は荒い息を吐き出しつつ、満足気な竜とどこか満たされない自分にズレを感じて、自分の性欲の強さを知ったような気がしてイヤイヤと首を振った。





第一話







　裏口から出ると建物の隙間から朝の心地よく力強い光が、美み田た葵の目を刺した。思わず瞑るが、細い路地裏を歩いて表に出ると日差しは心地良さに変わり、冬の寒さを凌ぐ温かさをもたらす。

　葵が空を仰ぐと雲ひとつない快晴で、思わず笑みがこぼれた。

「いい天気」

　一週間前に大雪が降って、辺り一面真っ白の世界に包まれたものの、もう雪も解けてすっかりアスファルトが顔を出している。あの時は心配した竜が一目散に駆けつけてきて、雪掻きをしてくれた。

　美田文房具の女店主になってもう二年。幼馴染の一ノ瀬竜はまなび文具の営業マンとして三日に一回のペースで顔を出す。

　けれどあの日だけは別で、心配で顔を出したと言われた。

　そのことに深い意味はないと思いつつ、竜の優しさに期待をしてしまう。

　父親は病気になって以来すっかり年老いていて、手伝ってはもらえるものの、風邪でも引いたら大変だと思っていた。

　母親は早々に他界し、父親が弱った為に女店主を引き受けたのだが、力仕事はさすがに男手が必要だと痛感している。

　都内郊外に店を構えているせいか、ろくな雪掻きの道具だって揃っていない。

　家には大きなスコップがひとつあるだけで、女性がひとりで道路や隣接する道まで綺麗にするのは一日がかりだろうと思って、考えるだけでもぐったりしていた。

　そこに竜は息を切らして現れて、着ていたモッズコートを脱ぐと、代わりに葵が持っていたスコップを取り上げて「俺がやるから、家にいろ。風邪引くだろう」とさっさと雪掻きを始めたのだ。

　黙々とやるので声もかけられず、葵は家に戻り竜の為に砂糖とミルクたっぷりのココアを淹れて待っていることに決めた。

　店舗の裏は家になっていて、居間と台所、風呂場があり、二階には葵の部屋や父の寝室がある。

　少し休んでいってもらおうと、居間を片付けていると竜から声を掛けられた。

「凄い雪だけど、すぐに終わらせる。そしたら仕事に戻るから、気にするな」

「そういえば、仕事は平気なんですか？」

「葵の家の方が心配だろ。気にするな」

「でも、仕事の邪魔したくないですし、適当なところで帰って平気ですから」

　額に汗を滲ませる竜が気掛かりで、葵はすぐにタオルを持ってきて竜に手渡す。

　竜はにこやかに受け取ると、ごしごしと顔を拭った。まるで夫婦みたいだと誤解しそうで葵はなんだか恥ずかしくなり、台所に引っ込んだ。

　ココアを淹れて持っていくと、竜が嬉しそうに受け取ってくれる。

「ありがとう。もう少しだから」

「もう平気です。あとは自分で出来ますから。仕事に戻らないと竜が困るでしょう？」

「俺？　ああ、まあ。こんな雪じゃ、内勤だと思うけど」

　竜はココアを飲みながら、頭をぽりぽり掻いている。せっかく整えた髪の毛は、汗と風で乱れてしまっていた。いつもなら、短く切り揃えて流しているのに。

　葵は申し訳なくて、思わず頭を下げた。

「ごめんなさい。汗ひどい」

「これ？　平気だよ」

　そう言われても、ジャケットを脱いで見えた背中は、シャツから汗がじっとり広がりびちょびちょだ。

「お父さんのシャツじゃ、ダメですよね」

「いいよ」

「本当？　待っててくれます？　そんな汗まみれで仕事に戻ったら、風邪を引きます」

　葵は踵を返してすぐにタンスに仕舞いこんだシャツを二階に取りに行くと、クリーニングに出したままの物を見つけてほっとし、階下に降りて店の入り口に立つ竜を呼んだ。

「お父さんのシャツ、着れると思うんです。ちょっと上がってください」

　手招きすると、竜は首を振った。

「ああ、やっぱりいいよ。なっ。だって悪いだろ。俺、じゃあ、仕事戻るから」

「え……」

　断られるとは思わず、葵が立ち尽くすと竜はさっさと出ていく。

　着ていたコートは店の中だ。

「コート……。風邪……引きます」

　寂しくなって呟くものの、嵐のように去っていったので追いかけることもできない。

　結局あの後、夜になってから竜がコートを取りに来た。

　あの雪の日ほど、男性がいて助かったと思うことはない。同時に日頃は助けてほしいような力仕事なんてない文具店でありながらも、時に男性の手も借りなくてはやっていけないこともあるのだと痛感したのだ。

　かといって、葵に彼氏はいない。それどころか彼氏が出来たこともなく、女友達の陰に隠れてひっそりと青春時代を過ごしていた。

　強いていえば、竜に恋をしていた。

　晴れた空を見ると、どうしているのかと思わず考えてしまうほど。

（やめやめ。さっさと発注書を見直して、仕事相手として竜と会わないと）

　ため息を吐きつつ、仕事へと意識を向ける。実家の個人商店を手伝いはじめてから出会いもさらに減り、男性と顔を合わせるのも竜くらいのもの。

　自分から婚活に行こうとか合コンに誘って欲しいとか、アクションを起こせるタイプでもない。ひとりでも日々安泰という毎日に落ち着きすら感じてしまう。

　シャッターを上げて、子供向けのガチャガチャを店先に出し、『大口案件承ります』という旗を立てて、準備はＯＫだ。

　これでも、かなり積極的に店の売り上げのことを考えている。

　個人商店でもやっていけるのは、小学校規定の文具を取り扱う店であり、さらにその伝手で何かある度に画用紙や模造紙など、細々したものを買ってもらうようにお願いしている為だ。

　他にも、ここでしか買えないキラキラした文房具、可愛い小物を積極的に置いて、小学生を惹きつける努力だってしてきた。

　そのおかげか、売り上げはやや上昇、平行線くらいは保てている。

　唯一の救いは近辺に百円ショップがないことだろう。父親の友人の店舗が隣に百円ショップが出来た途端に潰れたと聞き、戦々恐々としている。

　店に戻り棚からファイルを取り出して発注書に目を通すと、高めのシャーペンやボールペンも売れていることに気が付いた。

（ああ、一緒に来たお母さんが買ってるのかな）

　考え込んで、カウンターに肘を置いたときだった。

　ガラガラと音を立てて入り口が開いて、竜が入ってくる。

「おはよう。葵。今日はいい天気だな」

「そうですね。本当に気持ちいい。あの大雪が嘘みたいです」

「ああ、そうだな」

　照れたように頭を掻くので、葵は首を捻る。

「あのさ！　今回の発注だけど、俺から提案がある」

「なんですか？」

「大人が満足しそうなボールペンとかシャーペンとか、力入れないか」

「あ！　それなら今考えていたんです。意外と売れてるなあって」

「そうだろ？　葵のところ、子供のキャラ物ばかり頼むけど、きちんとしたボールペンとか機能性あるやつとかもちゃんと売れてる。だから、色を充実させたらもっと売れないか」

　竜は膨らんだ黒いバッグからカタログを出すと、ペラペラ捲ってカラフルなボールペンを指さした。パステルカラーで、春を感じる。

「これなんて他店じゃ結構売れてるし、人気なんだ」

「可愛い。でも、在庫抱えたくないし。悩みます」

　葵は首を唸りつつ、じっと商品を見つめた。

　文具店が軒並み店じまいしているのは知っているし、大型店と違って豊富な品揃えが吉と出るわけじゃない。ここじゃないとないもの、口コミで広がるような物を取り揃えないと意味がないのだ。他店で売れたから──ということは当てにならない。

　うーんと考えていると、竜がすぐに「だめか？」と返事を気にしてくれる。

　こんな風に気遣ってくれる必要はないはずなのに、竜は営業という職を忘れたように心配してくれるのだ。もっと強引に押し売りしても、問題ないはずだが。

「ごめんなさい。多分だけど、パステルカラーだと季節を感じてしまいそうな気がするんです。この色が好きという人ももちろんいるけれど、色で季節を感じることはよくあることですし、今買って来年の冬まで在庫を抱えるのは当たり前だから、この色だけ浮いてしまうかなって」

「なるほどな。確かに、それは言えてる。うーん。例えばどんなものがいいかな」

　竜が顔を上げて訊いてきた。

　それが分かれば苦労しないが、大雑把になら売上から予想がついている。例えば、通年で使えて、シンプルなデザインのもの。それでいて機能性があったり、高級感があったりするといいと思う。ただ、高級感があるものは、目に留まらない場合は損をすることが多いだろう。

「機能性がいいもの、ありますか？　最近新発売されて、色の展開も豊富なもの」

「主婦が好みそうなもの、だな。確か、新発売された物の中にミニサイズのボールペンがあった。それなんかどうだろう」

「ミニ？」

　首を傾げていると、すぐにカタログのページを捲られて、品物を見せられる。

　大きさは分からないが、作りを見る限りでは子供が手にしてもおかしくないようなおもちゃのようなボールペンだ。

「これですか？」

「そう。主婦向けというか、雑誌で取り上げられたんだ。このボールペン、手帳に挟んで持ち運びが出来るんだよ」

「確かに、働いてるお母さんもいるし、子供でも使えるならいいかもしれません」

「そうか？」

　葵はカタログに顔を近づけて、もう一度よく見てみる。

　問題がひとつあるとすれば、棚に並べた時に小さくて目立たないということだろうか。

　でも、目立たせる為に色があるパステルカラーのボールペンにするというのは冒険だ。

　悩むところだし、毎回この程度のことで即決出来ないことが悔しくもあり、情けなくもある。

「やっぱり、パステルカラーのボールペンにします」

　顔を上げて、申し訳なさそうに竜に伝える。

　竜はぺらりと紙を捲って、パステルカラーのボールペンを見せた。

「これでいいのか？」

「守りに入っても仕方ないと思えてきて。それに自分だったら、こういう色に惹かれそうな気がします。それからシールなんですけど、取り寄せて欲しい物があるんです」

「おお、どれ？」

　葵はページを捲りながら、竜の顔をちらりと見た。

　整えられた眉に優し気な目。綺麗な黒髪は短めに揃えて流してあり、鼻筋は通っていて女子にモテそうな顔立ちだ。

　ずっと一緒にいるけれど、竜のプライベートは教えてもらったことがない。

　訊く勇気もなかったし、話してくれたこともないからだが、この様子じゃ彼女が何人もいただろう。

「これ？」

　顔が上がって至近距離で目が合うと慌てて葵は顔を逸らした。

「そう。これです」

「人気なんだってなあ。このシール。手帳に貼るのに丁度いいらしい。注文できると思うけど、メーカーの在庫次第だな」

「ありがとうございます。お花と星と宝石の形がいいんです。沢山貼るとすごく綺麗らしいから」

　葵はネットで見た情報を元に話をした。

　ショッピングサイトなんかで注文すると、どういうわけか個人で売買していてバカみたいな値段をふっかける人間がいるのだ。この辺りは都心に近いから大型店にもすぐに行けるが、身近にある店の商品で楽しめる方が気楽な気がする。

　それに、このシールなら見た目がとても綺麗なので、老若男女問わずに売れると思うのだ。

「じゃあ。取り寄せられたら連絡するな。他には、いつもの子供が好きそうなキャラシールと、キラキラシールと、着せ替えシールな」

「最新のやつでお願いします」

「了解。消しゴムとかえんぴつは？　メモ帳とか」

「欲しいけど、今日はいいんです。来週発売の新作がすごくかわいいので」

「わかった。じゃあ、今日はこれで」

　その言葉を聞いて、葵はしゅんと寂しい思いになる。

　竜が朝いちばんに来るせいで、同世代とまともな会話をするのはこの瞬間だけだし、酷いと客に恵まれないときだってある。

　竜が次に来るのは明後日だが、その日がもう待ち遠しくなってしまい、胸がとくとくと鳴りだした。

　大きく膨らんだ黒い鞄にカタログを仕舞うと、竜はほっとしたように葵を見つめてきた。

　そして、一瞬戸惑う顔を見せながら口を開く。

「ところでさ。最近、俺の親が言ってたんだけど。葵と俺が見合いするって本当か？」

「え？　知らないです」

「だよな。そうだよな。両親の作り話だよな。わるかったな。変なこと訊いて」

「えっ……。私が知らないだけかもしれないです」

「そんなわけないだろう？　じゃあ、頑張れよ」

　手を挙げて去って行くのを葵はぼうっと見つめた。

　今の話が嘘だとは思えないのだ。竜の言葉が頭の中で繰り返される。

　耳朶が真っ赤に染めあがり、心の中では喜びの声を上げて、言葉にならないほどだった。

「おや、帰ったのか。一ノ瀬さんところの息子さん」

「え……お父さん。いつからいたの？」

「今だよ」

　慌てて頬を押さえながら、父親を見つめた。もしかしたら、竜の声を聞いて顔を出したのかもしれない。さっきのお見合いの話が本当かどうか確かめる必要がある。

　高校生から、いや、いつから明確に好きだと自覚したのかは分からない。何か事件があったわけでもないし、大人になって、店を助けてくれるようになった頃の方が竜のことを男性として見ていた。

　でも、彼への好意がずっとあったことは否定しない。

　何も言えないまま、彼氏も出来ないで個人の文具店の店主になって、処女だの彼氏ナシだのを守っていたが、気にする余裕だってなかった。

　そんな自分に、いちばん好きな人との結婚のチャンスがと思うとまた耳朶が燃えるようにあつくなる。

「お父さん。竜から聞いたんだけど。お見合い考えてるの？　私と竜の」

「あ？　ああ。そうだよ。言わなくて悪かった。うちとしては、ひとり娘を差し出すわけだから、気持ちの整理がつかなくてね。母さんもいないし、この家にひとりきりになるのもそれなりに寂しいものなんだよ」

　葵は一瞬浮かれたことを後悔しそうになる。

　結婚するということは、家を出ることを意味するのだ。竜が美田家に嫁いでこの家の中で過ごすということはまず考えられない。彼とともに自立してふたりで暮らすと考えるのが妥当だ。

　父親が寂しい思いをするのは当然だし、悩んで何も教えてくれなかったことに胸が痛んだ。

「ごめんなさい。お父さんのことひとりきりにしないようにするから」

「お？　すっかり乗り気だな。竜くんとの見合い。あっちもな、葵が良いって話だ」

「……そう、なんだ」

（竜はきっと親の顔を立ててるだけで、断られるかもしれないし）

　浮かれたらダメだと言い聞かせつつ、頬は緩みそうになる。

　竜への片思いは、ひとりきりで美田文房具をきりもりするようになって一層大きくなっていた。

　彼の支えがあるからなんとかなっていたし、雪掻きのような非常時にも助けてくれると分かったときの安心感は代えがたい。

　ひとりきりで頑張らないといけないと肩に力が入っていた葵に、そっと寄り添って力を貸してくれていた。

　形だけのお見合いだとしても、竜にその気がなくて、別に彼女がいたとしても、受けてくれたのは嬉しいものだ。

「どうする？　葵は断ることはないと思うって言ってしまっているんだが」

「うん、私は……、もう結婚してもいいと思うし。竜には助けられているから」

「まあ、竜くんに彼女がいれば、あきらめるしかないけどな。じゃあ、そういうことだから、月末にはどこかのレストランでも借りて話でもしようか。あちらには私から話しておくから、葵は服でも買っておきなさい」

　葵は頷くと胸が早鐘を打ち出した。

　例え形だけでも、竜と結婚を前提としたお付き合いについての話をするのだ。

　彼とそんな真剣な話なんてしたことがないし、ましてや恋について彼女がいるかについても、一度も相談されたことがない。そういう話は嫌いなのかと思うくらい、葵には何も話してくれたことがないのだ。

　幼馴染なんだから、時には笑って彼女が出来たと教えてくれてもいいのに、一度もなかった。

　そういう意味では、恋愛に関しては報告すらされない存在であると思えてショックでもある。だからといって、葵から彼女がいるかと訊く勇気はないのだが。

　父親がゆったりとした足取りで居間に戻っていくと、葵はすっかり心ここにあらずになってしまう。さっきまで竜がいたと思うと余計にだ。

「ママー、早く早く！」

　きゃっきゃっと声のする方へ顔を向けると、鈍く音を立てながら引き戸が開いていく。

（お客さん。ちゃんとしなきゃ。あっ、そうだ、明後日には竜が来るし、新作のメモ帳の発注書を書かないと）

　しっかりしろと言い聞かせて、葵は赤ちゃんと小さな子供を連れた母親の三人を出迎えた。

「いらっしゃいませ！」

　レジカウンターからその様子を見守りながら、ぼんやりと子連れの母親を見つめた。

　時々怒ったり、笑ったり、赤ちゃんをあやしたり。

（家庭……家族……結婚かあ）







──さかのぼること二日前。







「そろそろ結婚したら？　彼女いないんでしょ？」

「そうだなあ、一度も紹介されたこともないし、それっぽい子がいたこともないし」

　両親の詮索に顔を引き攣らせながら、竜はネクタイを緩めて肉じゃがを突いた。

　実家暮らしであることのデメリットは、大人になっても両親の目が光っていて余計な詮索から逃れられないことにある。収入面で困ることもないのでひとり暮らしをしようとも考えたが、それは出来ないことだった。

　傍に葵の家があるからだ。

　営業で週三回会っているだけじゃ満足出来ないし、父と娘の二人暮らしなんて危なっかしくて仕方ない。この実家に収まる限りはあのふたりの様子が近所伝手に伝わる。

　葵の周りにおかしな男はいないし、客に男性客は滅多に来ない。

　問題があるとすれば、大口案件の学校の先生だが、そこまで目を光らせるとなるとさすがに葵に気付かれそうだ。ただ、噂では学校の先生と葵が付き合っている様子はないらしい。

　今日も今日とて、葵の周りに『変な男』がいなくて安堵し、しじみの味噌汁を勢いよく飲んだ。最近味が濃い気がするなと、母親をじろっと睨む。

「なに」

「味噌汁、味濃い」

「うるさいわね。年取ったら味音痴になるのよ」

「ああ、そうなんだ」

「まったく。外に飲みに行くとか、寄り道して帰るとか一度もないし。真面目な子だとは思うけど、ちょっと羽目外さないと肝心なところでどうしようもないことになるわよ」

　竜は味噌汁を飲みながらじろっと母親を睨んだ。

　最近高血圧になったのは、年を取ったせいだけじゃなくて味覚音痴になってきたせいかと肩を落とす。そろそろ医者に行って食事指導を受けさせないと病気になるなと頭で考えた。母親の隣に座る父親は、しれっと味の濃い味噌汁を飲んでいない。

「例えばどういうときに困るんだよ？」

「大事なときよ！　男なら、そういう時が必ずくるの」

　母親は鼻息を荒くして、濃い味噌汁のおかわりをするのか立ち上がる。

「母さんは女だろ。父さんにそういう時はあった？」

「まあ。それなりにな」

　しれっと健康の為にコンビニでサラダを買ってきて自分だけ食べている父親は問題なさそうだが、母親は好きな物を食べてぼんやりしているし、身体の異変に対処出来るのかと訝しげに見つめてしまう。体調管理も甘そうだ。

「とにかく、そんなあなたは結婚しなさい！」

「は？　物事は順序だてて話す必要があるだろ。俺、母さんの味噌汁の味が濃くて健康のことばっかり考えてたよ。話が全然よくわからない」

「そうやってね、私のこと老人扱いしているなら、親の為と思って葵ちゃんとお見合いでもしなさい！」

「葵、と？」

　くらんと視界が歪んだ。

　今聞いた言葉は本当だろうか。

　聞き間違いではなく、確かに『葵』と言ったのか？

「葵と見合い？」

　好きだと悟られてはいけないと、母親のことをまたじろっと睨む。

「そう。葵ちゃん！　美田文房具の葵ちゃんね。もう話はついてるの。あちらも出会いないし、お年頃でしょう？　悪くないんじゃない？　すっごい美人だものね」

「まあ。それはな」

　思わず微笑んだ葵の顔を思い出して赤面する。

　黒髪をひとつに結んだだけなのに、色気が漂うような儚いような感じがして会う度に挙動不審になりそうになる。営業で会っている時は余計なことは話すまいと、必要最低限の用事で済ませていた。

　くりんとした目とぷるんとした唇、綺麗な鎖骨と色白の肌、小柄な葵の背丈は竜の肩にもみたない。仕事着のエプロン姿が似合っていて、家庭的な姿を想像させられる。

　葵に面と向かって『ブス』と言う男は「お前のこと好きだから」と言っているようなものだった。小学校から中学校と同じメンバーがスライド式で持ち上がる中、葵に『ブス』と言ったのは五人。

　玉砕覚悟というより、完全に自爆だ。

　葵の性格は気弱だからそんな言葉を浴びせられた瞬間に、涙を溜めて立ち尽くす。

　気の強い女子がすぐに立ちはだかり、寄ってたかって葵の擁護に回るのだ。

　そうされてもいいから、葵に振り向いて欲しかった気持ちは分からないでもない。自分の存在をアピールしたい、見て欲しい、そんな欲求は竜にだってある。

　でも、竜にはそれすら出来ないし、なにより葵を傷つけることが嫌だった。

　幼馴染の特権を活かして、傍にいても不自然じゃない立ち位置を常にキープしてそして──今まで彼女なし、童貞を貫いてきた。他の女性とは付き合えなかったのだ。

　葵に人生を捧げてきた、と言っても過言じゃないかもしれない。

「悪い話じゃないでしょ？　ご近所でも有名よねえ。葵ちゃんの美人伝説は」

「美人伝説って言いすぎだろ」

「そうだったかしら？　クラスの男子、みーんな葵ちゃんが好きで、親だけがそのことを知っていたのね。それで、仕方ないから美田文房具に買い物に行けば、少しは気に掛けてくれるかもしれないって、親が決めたのよ。でも、今思うと貢がせて振り向かせるなんて、キャバクラね。うふふふふ」

　ご飯を口に頬ばりながら笑い話にするのだが、その話ならよく覚えている。

　ジト目で母親を睨むが、しれっと惣菜で買い込んだから揚げをまた突いて頬張っている。

　父親は同じく、しれっとサラダを半分平らげていた。母親の料理にまだ手をつけていない。

　あの頃、なぜか美田文房具ではクラスの男子と鉢合わせることが多くて、葵は戸惑っていたのだ。それに、美田文房具でクラスの他の男子と放課後に会うものだから、気まずさは倍増して皆、無口だ。挨拶はするものの、適当な消しゴムだけ買って父親の待つレジに持っていった。さっさと居間に引っ込んだ葵に会えるわけもなく、結局、母親に吹聴された作戦は失敗したのだ。

　まさかクラス男子の親全員が仕組んだとは。

「まあ、確かにそういうこと聞くと伝説だなとは思うけど。社会に出れば、普通にいるさ。あのくらいの美人」

「だったらあ。受けてくれるわよね？　お見合い」

　にこりと微笑まれて、竜は頷いた。

　本当は飛び上がるほど嬉しいのだが、両親の前でそんなことは出来ない。

「だって好きだもんな、葵ちゃんのこと。確か、幼稚園の頃からだったか。ずいぶん長い片思いだったなあ」

　さっきからもしゃもしゃとサラダを食べている父親が、ぼそっと言った。ようやく突っつきだした肉じゃがよりサラダの方が減りが早い気がする。

「父さんさ、さっきからサラダばっかり食ってるけど？　肉じゃが作った母さんに悪いと思わないのか？」

「別に。最後に食べるんだよ。長年の夫婦なんてそんなもんだ。なんでも楽しい楽しいって笑ってられるのなんて、最初のうちだけさ」

　そう言いつつ、サラダばかり食べていっこうに肉じゃがを食べる気配がない。母さんは健康を一切気にせず、から揚げを食べているし、夫婦なんだから気遣いくらいすればいいと思うのだが。

「父さん、昔より冷たくなった気がするな」

「俺は変わらないよ。竜が大人になっただけだ。だから、ちゃんとお見合いして、葵ちゃんのことを幸せにすること」

「はいはい。頑張るよ」

「じゃあ、美田さんのところにお電話するから。すーぐしないと、葵ちゃん取られちゃうのよ。あの頃の伝説の葵ちゃんが戻ってきたから、結婚してない男の子のお母さんが目にかけてて。でもこっちは有利よ。幼馴染だからね」

　そう言って、食事中にもかかわらず立ち上がり長年愛用の携帯電話を持ってそそくさと廊下に出て行く。けれど、母親の地声が大きいのは昔からでダイニングにも聞こえてきた。母親の高笑いからは、話がうまくいっていることが窺える。

「美田さんも、何かあったらいつでもうちの息子使ってくださいねえ！　すぐ駆けつけて助けますから！　じゃあ、こんな時間に失礼いたしました。よろしくお願いいたします」

　ぎしぎしと廊下が鳴り、ダイニングのドアが開くと母親の満面の笑みを見て、見合いの話がまとまったのだと実感する。

「葵ちゃんに話してみるって、それでいいようなら食事でもしましょうって。良かったわね」

「ああ」

（マジか……。俺、葵と結婚するかもしれないなんて、考えたことなかった）

　惣菜のから揚げを取ろうと箸を伸ばすものの、ぼんやりして何度も落とす。面倒くさくなって思い切り突きさすと、母親に手を軽く叩かれた。

「こら。そういうことしたら嫌われるわよ。せっかく箸使いは綺麗に教えたのに」

「ああ。そうだっけ」

「そうよ。とにかく、あちらのお返事があったらすぐに動けるように、新しいスーツでも買って、美容院に行ってきなさい。多分断られないから」

「なんでだよ」

「だってえ。きっと今、葵ちゃんも彼氏が欲しいころだから。お母さん分かるわあ」

「ああ、はいはい」

　目を輝かせている母親を適当にあしらうと、竜は皿に盛られた肉じゃがを食べて、ごはんを掻き込む。から揚げをもう一つ口に入れて麦茶で流し込むと、お腹が満たされた。

「良く噛まないと身体に悪いぞ、竜」

「仕事で早食いが癖になったんだよ。父さんこそ、少しは母さんのこと心配してあげないと、太るものばっかり食べてるけど？　ごちそうさま！」

　さっさと立ち上がり二階へ駆け上がると、部屋に飛び込んだ瞬間ににんまりしてしまう。

（葵が俺の嫁！　嘘だろ）

　ベッドに突っ伏して顔を枕に押し付けた。頬から火が出そうで頭の中は葵の笑顔で満たされている。

（返事が来るって言ってたから、明日にも来るかもしれない）

　緩みっぱなしの頬を元に戻すことも出来ずに、竜ははっとした。

　押し入れに隠してあるエロ本をどうしようか。漫画のヒロインが『葵』ばかりで、結婚して見つかったら、ただの変態になってしまう。

（処分だ。もう俺は妄想しなくていいんだから）

　すぐに顔を上げて押し入れを開けると、ぎっしりと詰まった本が眼前に広がる。

　さよなら、と思いつつ、竜は紐を持ってきてすぐにそれらを縛った。

　ぎゅっぎゅっと力強く本を縛っていくと、人生の大半を共にした『仮想の葵』との別れを惜しむ心がある。けれど、売るつもりはなかった。仮想の葵といえど、竜の為の葵だったのだから。ひっそりと実家に隠しておこう。

　全部本をまとめる頃には夜中になっていた。

（さよなら、俺の人生。俺は本物と結婚する！）

　目にじわっと涙を溜めつつ、疲れてばたんとベッドに寝込んでしまった。

　しかし、翌日に返事はなく、愕然とした竜は仕事のついでに（見合いの話が本題だが）葵に訊いてしまったのだ。

　そして、月末、竜の願いは叶った。葵との見合いはセッティングされ、都内のレストランで葵の普段見ない清楚なワンピース姿に、くらりと眩暈がした。

　化粧もしていて、まつ毛がいつもより綺麗にビューラーで巻いてあるのにも胸が高鳴った。

　俯いているので、その長いまつ毛が余計に印象的で、そっと目を移動させると口元はピンク色のグロスが誘うように塗ってある。

　けれど、見るからに恥ずかしそうで、顔を上げる様子がない。

「では、はじめましょうか。いつも話しているし、お付き合い出来そうかの話だけよね」

　下世話な母親がそんな言い方をしたものだから、葵は頬を真っ赤に染めた。

「母さん、やめろよ。近所付き合いがあっても、葵の気持ち考えたことないだろ」

「でも、もうふたりとも仲良しだし。付き合ってるも同然よ」

「母さん！」

（今日ばかりは、もっと言ってくれ。俺、葵を前に今さら恋だの結婚だの言い出せない）

　良い人になって、葵を助ける紳士になる。

　竜の頭の中の作戦はそうだった。それしか方法がなかったし、面と向かって『付き合おうか？』なんて言えたら、今ままでどれほどのチャンスがあったろう。

　それが出来なかったから、年齢＝彼女ナシ＝童貞なのだ。

「葵ちゃん。こんな息子だけど、仕事の成績は良いみたいだし、どうかしら？　まずはふたりだけで食事でもどう？」

　母親が前のめりになって葵の顔を覗いた。

　葵は真っ赤な顔をして、今にも泣きそうなくらい目を泳がせている。可哀そうになってきて、竜が止めようとしたときだ。

「いいんじゃないですか。葵はこのとおり、母親に似て引っ込み思案だから」

　葵の父親が竜の動きを制するように口を開く。

「葵？　竜くんとは長い付き合いだし、何度も助けてもらってる。悪くないと思うぞ」

「う……うん」

　それ以上何も言わないので、葵以外の全員が彼女を見つめた。

　きっと、葵の父親だって娘がモテるくらいの情報は得ているだろうし、竜がそのひとりであることくらいは分かっているだろう。その上、葵が誰とも付き合っていないとなれば、父親も心配したくもなるはずだ。

　竜は、ほんの少し申し訳なかった。寄ってたかって葵の意思を無視しているようで。

　彼女の人生はいつだってそうだったのではないだろうか。気弱だからという理由で周りが手を差し伸べて助ける。その意見に左右されて、葵の意見は無視されてしまう。

　結局、葵から好きな男子の名前が出たことはないし、噂にもならなかった。そのせいで、余計に周りの女子が葵のガード役になって、『良い子』になろうとしたのだ。それを葵は嫌だと拒絶するわけもなく。

「葵、嫌ならいいぞ。お互いに若いし、付き合ってる人とかいたら悪いだろ」

　竜の言葉に、葵は小さく首を振ったが、俯いたままだった。

　個室の中は静まり返っていたが、葵の性格を知らないものはおらず、彼女が困っているのだとすぐに分かり、母親も口を噤む。

「お父さんが言うなら。竜に気を遣わせたくないし」

　葵が顔を上げてポツンと言うので、その場の誰もが安堵した。

「俺はいいよ。いつも会ってるし」

「いいの？　嫌じゃない？」

「そこまで深く考えてない。今までどおりの仲でいればいいだろ」

　竜が言うと、竜の母親が「でもぉ」と割って入る。

「友達から夫婦になるっていうのは、それなりにお互いのことを好きにならないと乗り越えていけない課題があってねえ。友達夫婦もいいけど、母さんとしては可愛い孫が見たいわけなのよねえ」

　母親の言った言葉に、一同が静まり返ってしまった。

　まだ結婚もしていないのに、何を言い出すのだと竜が赤面する。葵とそんな如何わしいことがすぐにできるわけがないし、しばらくは家にいて愛でて甘やかして、ふたりきりの時間を過ごすのだ。

「確かに、まあ、それはそうですね」

　葵の父親まで恥ずかしそうに顎を摩りながら言うものだから、葵は小さく身体を縮めた。

「そうよね。竜、ちゃんと付き合ってから結婚しなさい」

「母さん、非常識だろ。葵の性格分かってて言ってんのか」

　思わず声が荒くなる。

　葵はそういう下品な話題とは全く無縁だ。式を挙げたら純白のドレスを着て、そのまま部屋に居てもらうだけでもいいのに、『セックス』なんて野蛮なことをさせるわけにはいかない。いや、そもそも──童貞の竜が、世界で一番大好きな葵を前にしてそそり立つのかという問題もあるわけだが。

（落ち着け。普通の男なら、ここで一度休憩しようと提案し、葵に声を掛けて、そして見合いごとなかったことにも出来るはず）

　竜が脳内で即座に答えを出して、口を開いた時だ。

　葵が顔を上げて、おずおずと言い出す。

「じゃあ、あの……お付き合いから」

「そう！　決まりね！」

（うそ……だろ。俺と子作りしろなんて言われてるんだぞ？　いいのか？）

　頭を抱えたくなるような思いになりつつ、顔は微動だにせず眉をぴくんと動かしただけにとどめた。

　長年葵を前にして様々な非常時があったせいか、気持ちが顔に出るということがない。

　冷めたような顔をしていると言われるが、今日だけはその方が良かったんじゃないかと思える。本当はテーブルの角に頭を打ち付けて、現実を確認したいほどなのだ。

　葵と本当に結婚する。しかもその前に付き合おうという甘い展開についていけず。

「美田さんはいいのかしら？　ひとり娘さんでしょ？」

　母親は竜の気持ちを察するのか、ずけずけと話を進めていく。

「構いません。私の代わりに店番させたりして、恋愛の心配まで気が回らなかったので」

「わかりました。でも、今後も仲良くお付き合いさせてください。葵ちゃんが結婚したら、美田さんひとりになっちゃうものね」

「私はいいんですよ。葵、緊張するのも分かるが、少しは話しなさい」

　焦るように葵の父親が背を押すので、ぱっと葵の顔が上がり、竜と目が合う。

　いきなりだったので、思わず逸らしてしまった。

「あの、デートはいつがいいですか？」

「それなら、俺が決めるから。葵は何も心配しなくていい」

「はい」

「どこか行きたい？」

「都内を歩きたいです」

「分かった。行こう」

　葵はぎこちなく竜と話して、また視線を落とした。

　いつもなら感じない距離感に寂しさを感じつつ、いきなり結婚しろと言われて本当は嫌なのかもしれないと考える。竜は最後まで、葵にとっての良い人でいようと決めた。

「親の決めたことだから、断っていいんだぞ」

　葵からは何も返事はなく、代わりに母親から小突かれた。

「じゃあ、美味しいお料理もあるし食べましょう。葵ちゃん、最近どうしているの？　ずっとお店にこもり切り？　駅前にヨガ教室あるの行ったら？」

「暇がなくて」

「そう……。良かったら、おばさんと行きましょうね」

「はい」

　竜は不思議な感覚だった。あんなに好きな子が、目の前で妻になると分かった瞬間に逃げたくなったのだ。逃げるというより、葵の傍で『良い人』として守らないといけない気分に襲われた。こんな風に助けて、感謝されるだけでも竜は満足だし、キスがしたいなんて考えたこともない。偶然街を歩いて微笑まれても、今だってどんな顔をすればいいのか分からない。

　葵のことが好きすぎて、長年ずっと想っていたせいで、触れることが出来る関係に、恐れおののいていた。

「竜？　ぼんやりして、疲れたの？」

　母親が言うので、小さく頷いた。

「こんな風に面と向かって葵と話すことないから。これまで仕事のことばかりだったし」

　竜は冷めた口調で言うと、葵が悲し気に笑った。

「そうだよね」

「幸せにするとか、家庭とか結婚とか、想像出来なくてさ。葵とはずっと──友達だと思ってたから」

「私も同じ。竜はずっと友達とか頼れる人とかそういう人だと思ってた。ごめんね、付き合いたいなんて言って」

　葵は目に涙を溜めて泣きそうだった。さっき葵の方から見合いをＯＫしてくれたことを思い出して、竜は慌てた。

「ほら、ハンカチ。持っとけよ」

「ありがとう。私泣いてましたか？」

「いや、泣きそうだったから。泣かれたら困る」

「いつもありがとう。なんだか私にもったいないですよ。竜にはもっと良い人がいると思います」

　その言葉が竜にようやく現実をもたらした。

　突き放されて、他に彼女が出来るよと言われて、いつもの幼馴染の立ち位置に戻る。

　竜にとって、葵はそれほどに女神さまだったのだ。
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　隣を歩く竜を気にしつつ、葵は表参道を黙々と歩いていた。

　おしゃれな店が立ち並び、道行く人も皆綺麗な恰好だ。自分の服装が野暮ったく思えてきて、いつも店にこもっていることが悔やまれる。ニットにロングスカートなんて、ありきたりな恰好じゃ、竜の隣を歩いたらいけないような気がする。

　竜をちらりと見れば、トレンチコートが似合っていて身体に合ったジーンズも素敵だ。こういうところには良く来るのかと質問出来ればいいのだが、葵にその勇気はなかった。

「葵？　その先にカフェがあるんだけど」

「行きます」

「ならんでたら、別のところにするか？」

「なんでも嬉しいです」

「分かった。ケーキが美味しいところと、ホットケーキが美味しい店、どっちがいい？」

　竜の優しい声音は聞きなれているのに、すっと耳に入ると途端に胸が高鳴る。

　昨日、金曜には竜に発注書を渡して仕事の話をした。

　その時は問題なかったのに、ふたりきりでカフェなんて言われるとデートなのだと意識させられる。いっそのこと、牛丼のチェーン店にでも連れていかれて、いつも行くんだと笑ってくれた方が気楽だったかもしれない。

　葵は視線を落として、何か話題はないかと頭を巡らせるがお見合いの席で言われたことが少し気にかかる。竜は親に言われたから見合いをして、気を遣って付き合ってくれているんじゃないかと思えたのだ。

　だったら、ここできちんと見合いの話はなかったことにしようと言うのが幸せなのかもしれない。でも、竜のことを好きでようやく想いが通じたのだ。

　やっとのチャンスは逃せなかった。

「あ、あった」

　声に呼応するように顔を上げると、立て看板が置いてある。女性客がするする入るので竜が急げとばかりに足を速めて入っていく。

　後に付いていくと、はっとした。

（手を繋ぐなんて、まだまだ先の話よね？　友達だったんだから。……もしかしたらずっと友達かもしれないけど）

　後に付いて入ると、竜は店員と話して葵のことを見つめると微笑んだ。

「席空いてるって。人気なんだ、ここ」

「はい」

　葵は必死に笑みを作る。ぼんやりしていると、余計なことを考えそうになるのだ。

　もしかしたら、急に別れてくれと竜が言い出して見合い話がなかったことにならないかとか、そもそも、あの見合いは両親の顔色を窺う為だけだった、とか。

　この優しさはすべて嘘なんじゃないか、とか。

　今まで素直に受け取ってきた竜の心遣いが急に別のものに感じられたら、葵は辛くてたまらない。だから、考えないように必死に竜の前で笑った。

　竜は嬉しそうに眦を下げると、そっと手を引く。いきなりだったので葵は力を入れてしまった。すると、竜はすぐに手を離した。

「ごめん、そこまで行こうってつもりで握っただけだ。ごめん。本当ごめん」

「そんなに謝ることじゃないですよ。行きましょう？」

「葵、無理してないか？」

「私、久しぶりに都内に出てすごく気持ちいいです。また連れてきてください」

　葵が歩き出して席に着くと向かいに竜が座った。お互いにコートを脱ぐと葵はメニューを広げて、竜に見せた。

「全部美味しそうですね。食べきれるでしょうか」

「あ、ああ」

「私、これが食べてみたいです。生クリームたっぷりって書いてあります」

「……生クリーム……俺も好きだな、生クリーム」

「竜も？　じゃあ、シェアします？」

「あ！　ああ、いや、まあ、そうするしかないな。多いもんな」

　竜がお手拭きで手を拭きながら、さらに指先一本一本丁寧に拭いだして葵は噴き出した。

「竜、そんな癖があったんですね？　意外と細かいんですか」

「え……ああ、いや……俺の手、汚れてるからな」

「ふふ。私は逆です。さっき竜と手を繋いだから、なんだか手を拭くの勿体ないなあって思ってました。いつもそんなことしないですから」

「あっ！」

　竜の悲鳴にも似た声に、葵は首を傾げた。

　何かおかしなことを言ったろうかと、心配になってきて顔を覗き込んでしまう。

　手を繋いだことが嬉しいなんて言って引かれたのだろうか。竜のことがよくわからないせいで胸がもやもやする。

　すると、竜はそっと俯いた。

「どうかしましたか？」

「なんでも」

「仕事で思い出すことでも？」

「まあ、いいから。そういえば、ここのホットケーキはフルーツにこだわりがあるらしくて、美味しいんだって」

　なんで話題を変えたのだろうと思いつつ、葵はうんうんと頷いた。

　注文を済ませると、しばらくしてホットケーキが届いた。葵が積極的に切り分けていく。

　こんな風に楽しい時間が過ごせるなんて思っていなくて、緊張しつつもウキウキしていた。

「美味しそうですね」

「そうだな」

　フォークで一切れさして口に運ぶと甘い味が口に広がり、思わず笑みがこぼれて、竜といることを忘れそうになってしまう。

　気を付けて食べないと、食欲旺盛だとバレてしまって恥ずかしい思いをしそうだ。

　上目でちらりと見つめると、竜と目が合った。思わず逸らしてホットケーキを頬張る。

　視線を感じるような気がして竜を見れば、また目が合ってしまう。

「美味しい……ですね」

「そうだね」

「あれ、竜はまだ食べてないですけど」

「ああ、すぐ食べるから」

　竜は丁寧に切って一気に頬張るので、自分の分をすぐに食べ終わってしまった。

　葵の前にはまだたっぷり残っていて、見られていると思うと恥ずかしさで食べる手が止まりそうになる。かといって、ホットケーキを残すつもりはなく、ゆっくりと食べて上目でちらりと竜を確認しつつ、なるべく早く咀嚼して普段使ってない神経まで使い笑みを絶やさずに食べ終えた。

　皿が綺麗になったころにはなぜかぐったり疲れてしまった。

　こんなに色々と考えてカフェで食事なんてしたことがない。しかも、竜を相手にしていると思うと、身体ががちがちになる上にいちいち様子を窺ってしまう。

　コーヒーが届くと、竜はにこりともせず口を付けた。

　葵は気まずいと思いつつ、何か話すことはないかと考えを巡らせる。どうして見合い話を受けてくれたのか、一番気になるところだが「親の顔を立てて」なんて言われたら立ち直れない。

「葵、思ったよりちゃんと食べるんだな。生クリームもたっぷりだったけど、そういうの本当は嫌いかと思ってた」

「ううん。大好きですよ。コンビニのケーキとかスーパーのケーキとか、ついつい手が出ます。ご褒美って理由を付けて、ケーキ屋さんのモンブラン買ったりしますから」

「ふーん。意外だ。太るから食べないのかと思ってた」

「お店大変だから。お父さんにも内緒です」

「あ、そうなんだ。このことって俺と葵しか知らないのか？」

　葵は首を傾げながら、空中を見つめた。コンビニのお姉さんは葵が甘いもの好きだと良く知っているし、ケーキ屋のおじさんも知っているけれど、カウントはしないだろう。

「うーん。多分そうなります」

「そっか」

「あの、今日はこの後、どうするんですか？」

「ふらふら歩きながら、服でも見て、アクセサリーでも買おうか」

「え……アクセサリー？」

　聞き返すと、竜は水を飲みながら頷いた。

　手慣れている。過去こういうデートを何度もこなしていて、元カノ、もしくは現在進行形の彼女にもアクセサリーを沢山買っていることが分かる。葵が特別というわけではないのだろう。

「じゃあ、行こうか」

　竜が立ち上がるので、葵は少し慌てて後を追った。

　いつもの竜なら葵を気にして行動してくれるのに、まるで視界に入らないとばかりに先を急いでいる。

　やはり親が決めた付き合いだからかと、葵は肩を落とした。

　アクセサリーも後腐れないものがいいと思ったのだが、竜は指輪を選んでくれ、期待してしまいそうだった。

　そして昼の十四時、十分過ぎ。

　まだ真昼間だが、ふたりはお互いの家に帰るべく下りの電車に乗ったのだった。
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　そんな初デートから月日が流れた。

（葵、流されやすいのは昔からだけど、結婚まで周りの言うこと聞かなくてもいいと思うぞ）

　ハネムーンに向かう飛行機の中、竜は寝付けずに葵の寝顔を見つめていた。

　ふたりは海辺の式場で愛を誓った後、近くのホテルで一泊して、その足でそのまま成田空港に向かう予定だった。

　だが、ホテルに宿泊した夜に問題が起こる。

　以前から不安だった、葵を前に男根がそそり立つのか、という疑問に答えが出たのだ。

　その夜、葵は疲れて寝てしまい、起こしてまでセックスしたいとは思わなかったが、そっと葵の肌に触れてみた。

　しかし、ぴくりとも動かない。葵の妄想なら四六時中していたのに、本人を前にした途端に現実を受け入れられなくなっていた。

　今度は葵の頬に触れてみるものの、何の変化もない。そして事件は起きた。

　寝返りを打った瞬間にバスローブがはだけて葵の裸がまる見えになったのだ。

　息が出来ないほどの興奮に襲われつつ、そっと葵を布団に包むものの、身体の中心にある猛りはびくともしなかった。

　女性の裸は直に見るのが初めてで、葵という本物を見てビビったのかもしれないし、そもそも、本当は男性としての機能が失われているのかもしれない。

　ただ、問題はそういうことじゃなかった。

　ハネムーンで葵とセックスをしなければならない。

　少なくとも、そういう雰囲気になるだろうし、結婚して初めての旅行で何事もなく帰宅なんて、葵が傷つくような気がする。

　頭の中ではセックスをするだけがすべてじゃないと分かっている。

　でも、生真面目な葵がセックスしないことに疑問を感じないわけがない。

　隣で眠る葵を見つめながら、今だにキスひとつ出来ない自分が恥ずかしくなり、そっと覆いかぶさって触れるだけのキスをした。

　柔らかい感触と息がかかり、離れがたい。

（今はこれで充分だ）

　竜の頭が蕩けていくと、葵が「ううん」と声を上げる。

　こんなことをしているとバレたら、新婚夫婦でも変態と罵られると思いすぐに離れた。

　ハネムーンだからと、気が大きくなっている。

　唇に感触が残り、胸を高鳴らせながら椅子にもたれた。今はこれだけで満足だが、もし葵の身体に触れて拒絶されたらどうしようかと、頭の中でグルグル考える。

　触れたところが赤くなって痛そうな顔されたら？　そんなことしていいのだろうかと頭を悩ませて思わずスマホを取り出して検索してしまう。

『はじめてのセックス』。

（アホらしい。高校生のときから何度も何度も妄想で練習済みだっていうのに。いまさら）

　深いため息を吐くと、葵がもう一度色っぽい声を上げる。

「ん……んん……」

　その声を聞いただけでもどきりとするのに、身体はぴくりとも反応がない。

（マジか。俺、魔法使いになる予備軍かよ。しかも、奥さんいて）

　なんとか奮い立たせようとするものの、葵を意識すればするほど緊張で何も考えられなくなり、男根は一層萎えていく。

　結婚したからといって、すぐに葵を妻として身近な存在に感じられるわけじゃない。

　彼女はずっと女神なのだ。こうして寝ている姿も神々しいような、触れてはいけないような気にさせられる。

　そんなことを飛行機の座席でグルグル悩んでいると、いつしか竜は疲れて眠ってしまった。







「んっんっ……りゅう……」

　はあはあと息を切らせながら、葵はキスだけなのに淫靡に喘いでいる自分の姿が信じられない。

　舌先が丁寧に口腔を支配するように舐めてきて、口内は唾液に塗れているのだ。

　こんなキスは初めてで、頭の中が蕩けきっている。

　キングサイズのベッドに寝かされて、自然と抱き合うように葵から求めてしまった。

　キスだけなら問題ないかと思っていたら、舌先に口内を舐られる信じられない快感から逃げるように声を上げていた。

「はぁ……はぁ……りゅう……」

　黙って口内を舐られて、余計に煽られるように口を開いて受け入れてしまう。

　さっきから黙々と蹂躙されるように舌を絡めとられ、竜に処女を捧げたくて仕方なくなっている。腹の奥が疼いている、その感覚は初めてだが鎮めて欲しい、なんとかして欲しいと、もどかしさでいっぱいだった。

「りゅうぅ……」

　切なげに訴えると、唇が離れた。竜の熱の籠る瞳を見つめてうっとりしてしまう。

　初めてが好きな人で良かった、結婚相手も処女を捧げる人も、全部理想通りなんて、今まで恋が嫌いで逃げていた自分にはご褒美だ。

「ごめん、疲れてる」

「え……」

「今日、飛行機の中で寝てなくてさ。悪い」

　竜がすぐ隣に寝そべってしまうので、葵はさーっと血の気が引くような思いだった。

「ごめんなさい。私が急にキスしたから」

「違うよ。本当に疲れていて」

「恥ずかしい。おやすみなさい」

　しゅんとして背を向けて眠ると、先ほどの熱がさーっと冷めていく。

　やはり竜は親の顔を立てて結婚しただけだったのだ。うっかり信じて本気で好きになってしまったことが恥ずかしさに上乗せされる。

　毛布を被ると、涙が溢れた。








　　　　◇◇◇






　あの夜のことを思い出して、葵は深いため息を吐きながら窓から朝の青空を眺めていた。

　あっという間にハネムーンから半年が過ぎた。

　竜とはあれきり、一度もセックスをしていない。誘われることもなく、葵も怖くてキスひとつおねだり出来ないでいる。

　男性経験がないせいか、一度の失敗が大きなミスに感じられた。

　あのときキスを自らしたのが一番いけないのか、それとももっとセクシーな下着で誘えば良かったのか、もっと積極的にいけば受け入れてくれたのか。

　どれだけ考えても答えは出ず、触れることすら怖くなった。

　竜は友達の頃の関係に戻ったように、話す時はとても気さくで優しい。思いやりもあるし、理想的な人だ。でも、キスひとつないし、触れられることもない。

　互いの両親から孫が見たいとせっつかれることがないのが救いだが、この状況が五年も十年も続いたら、さすがにおかしいと思われるかもしれない。

「私、処女のままです。キスもしてくれません。そんなに色気ないでしょうか」

　雲を眺めながら、ほおっとため息を吐きひとりごとを言う。

　答えなんて返ってくるわけもなく、ソファに腰掛けた。

　竜とセックスしたい、自分がそれしか頭にない卑猥な女だと思うと情けなさが増す。

　気を紛らわす為にスマホでセックスの仕方を検索するものの、どれもありきたりだった。

（もっと竜が好きそうで、押し倒したくなるようなやつないのかなあ）

　スマホを見ていくと、怪し気な動画を発見した。

『物足りない人妻たち。激烈二十四時！』

（こ、これ！　見ちゃいけないやつ）

　すっと画面を閉じようとしたが、その日は違っていた。

　結婚してから半年以上が経ち、ハネムーンの失敗があったせいだろう。

　もはや葵自身の好みなんてどうでも良かったのだ。竜が見ていそうな、男性が見るエッチな動画を見て、勉強するしかないと思えた。まさか、竜がそのような動画を見ていないとは思えない。

　どんなものかとタップすると、女性が裸で「ご主人様ぁ」と言っている。

　思わず目を瞑りそうになりつつ、薄目を開けて見つめるとなぜかどきどきしてきた。

　あの日、キスだけでも心地よさを覚えたのは、竜が無言でも熱烈なキスをしてきたからだ。

　獰猛さに弱いのだろうか。

『私がたっぷりご奉仕しますので。そのまま寝ていてください』

『お前はド淫乱だな。誰が躾けた？』

『ご主人様が教えてくれました』

『俺の為ならなんでもするな？』

『はい……』

　恍惚の笑みを浮かべる女性は本当に心地よさそうだ。

　そして、自ら男根を口に咥えると懸命に舐め始める。舌もレロレロと滑らかに動き、裏も丁寧に舐めて愛おしそうだ。

　見ていると恥ずかしいのだが、葵は勉強になると思いながら彼女の動作を懸命に見つめた。涎を啜る音、口に含むと上目遣いになって吸い付く姿など、葵はメモを取りたいくらいだ。

　すでにそそり立つそこへ、女性はたわわな胸を押し付け、扱き始める。

『足りませんよね？　私の身体に不満だらけですよね？』

『分かってるならしっかりやれ。全然足りないぞ』

『はい、嬉しいです』

　ぽおっとしながらやり取りを見ていると、なぜか女優に尊敬すら覚えてしまった。

　ここまでしていれば、竜だって逃げなかったのではないか。

　男優も言っているじゃないか。『全然足りないぞ』と。

　ぎゅっと拳を握ると、葵はメモ帳を取りに電話台に走り、すぐに戻ってもう一度再生した。

　そして、女優の仕草を覚えようと丁寧に行動を書いていく。

（こうすれば、竜は私のこと好きになってくれるかもしれないし、セックスしてくれるかも）

　動画を続けて見ていると、女性は男性の上にまたがり猛りを自ら挿入した。

　そして腰を揺らし激しく喘いでいる。男優は寝たままで、女優の顔を見てにやけているだけだ。

（これだわ。疲れているなら、こうやって楽させてあげないと）

『淫乱女め』

　男優の放つ言葉にぞくっとしつつ、その行動をまたメモ帳に書き取る。ただ腰を振ればいいわけじゃないのだ。腰を打ち付けるようにしたり、自身の胸をまさぐるようにしてみたり、竜の視線を楽しませてやらないといけない。

（完璧。これで少しは私のことを好きになってくれるかもしれない）

　動画を見るとほっとして、スマホをローテーブルに置いた。あの女優が纏っていたような、ふりふりのレースの下着はなんというのだろうと、頭の中がモヤモヤしてくる。

　すぐにまたスマホを取り出して調べるとベビードールという下着がヒットした。

　注文すれば先ほどの動画の行為を試すことだって出来る。でも、それで大丈夫だろうか。

　心配になって、葵は『ラブグッズ』で検索をかけた。

　するとずらあっと出てくる男根を模したそれに、どくっと胸が鳴る。昼間からこんなものばかり見ていていいのかと思うのだが、本番で失敗したら大変だ。

　見た目が優しそうな物を選ぶと、葵はぎゅっと拳を握った。

（練習しないと）

　その決意から三日後、ラブグッズが届いて葵は内緒の時間を持ち始めた。







「似合うよ、葵」

「そう？　本当に？」

　試着室を前に、葵は新しいロングスカートとタートルネックのニットを着て俯きがちに鏡の前にいた。

　竜が服を買ってくれるというので、出来たばかりの駅ビルに来ている。人が多く、高校生が目に初々しい。竜とすれ違うと羨ましそうに見つめてくるので、隣に居て肩身が狭くなる。

　もう少し色気もあって大人っぽくて、竜を惑わす美女だったら自信も持てるのだが、まだ竜とはキス以上のことをしていない。

　竜は目を細めながら、葵を見つめて「これは？」とワンピースも見せてきた。

「わあ、可愛い。竜はこういうの好きなんですか？」

「葵に似合うだろうなって」

　シンプルなデザインのワンピースで、襟にわずかにレースの装飾がされている。お見合いの時に着たワンピースに似ているなと思いつつ、試着室で着て見せると、竜が嬉しそうに笑みを見せてくれた。

「これも買おうか」

「家にいるだけだし、そんなにいりません」

「せっかくだし。セール中だから来たいって言ったのは葵だろ？」

「そうですけど」

　試着している服屋は元々の値段が高いから、セールで買えればなと思っていたのだ。

　主婦で何もしないで家にいると、自然と節約したくなる。

　竜は気にしないでいいと言うが、新居のマンションを購入してローンも出来て、それなりに気をもむことも出来たのだ。

　好きなようにお金を使える生活をと思うのなら、葵だって仕事をしないといけない。

　けれど、それはまだ先の話だよ、と竜は言うのだ。まずはふたりの時間が欲しい、子供のことはまだもう少し考えたいと言われて、葵としては少し窮屈さを感じている。

　けれど、週末になるとデートに連れ出してくれて新しく出来た店を歩いたりできるので、ストレスは解消される。ただし、根本的な問題が解決されないことに葵は切羽詰まった思いを抱いていた。

「可愛い。こういうの似合うなと思ったんだ」

「そうですか？」

「うん」

　そう言われて、頭にぽんと触れられると葵の身体がひくっと震えた。

　腹の奥で支えていた異物がずり落ちそうになって懸命に力を込める。頬を染めて竜を見つめた。竜が一瞬困惑した表情を見せて手が頭から離れていく。

　最近の特訓のひとつに『膣トレ』なるものがあり、今もそれをしている。他のおとなのおもちゃとは少し違い、ダイエット目的だったり、エステの為だったりするのだが、経験のない葵にとってそれは『淫具』に他ならない。

　異物が膣に入るだけでもぞわぞわした感覚に苛まれてしまう。それに真剣にやらないと、道具が落ちてしまいそうなのだ。

　身体を震わせながら竜を見つめた。

「着替えます」

「大丈夫か」

「急に触れられて、驚いただけです」

「ごめん。悪かった。ほんと」

　すーっと竜が去っていくので、葵はすぐにカーテンを閉めて目をぎゅっと瞑った。

　よりによってデートの日に試す必要はなかったかもしれない。ただ、長時間耐えることが出来れば、男性の満足度もアップすると細かな注意書きに書いてあったのだ。

（帰らないと。きっと、一日中持たないだろうし、触れられる度にあんな調子じゃ、嫌われる）

　トイレで異物を出すことも考えたが、その後の処理の仕方が分からず、葵はカーテンを開けるなり、竜に告げる。竜は腕組みをして、ソワソワして待っていた。

「あの、今日はもう用事も済んだので帰りませんか」

「いいけど。最近葵、様子が変じゃないか」

「様子、ですか？」

「あ……いや。その……前と雰囲気が変わったというか」

「そうですか？」

　日々の特訓の成果なら嬉しいのだが、竜は今だにセックスをしてくれない。キスはしてくれるものの、その先はないのだ。いくら褒められても、結局は魅力が足りないのだろう。

　しゅんとして試着していた物を竜に渡すと、すぐにレジに向かっていく。

　本当ならこの後にご飯を食べに行く予定だったのだが、帰ろうなんて言って悪かったと反省した。少しでも一緒にいられる方法を探そうと葵は自ら竜の手をそっと握った。

　大きな手を掴むと温もりが伝わる。

「葵？」

「わがままでごめんなさい」

「え？　わがまま？　どこが？　家に帰ったら、ふたりでのんびり出来るだろう」

「そうですけど」

「家で何する？　ケーキ買って帰ってのんびりしようか」

　優しく言われて、葵は静かに頷いた。

　なんでも願いを聞いてくれて、話だってちゃんと相槌を打って聞いてくれるし、同じような趣味だから考えていることもそっくりだ。でも、なぜか夜だけは相性が合わない。

　余計にがっくりきてしまうのは、そのせいだろう。

　荷物をさっと竜が手にすると、葵はもう一方の手をそのまま繋いで歩いた。膣トレをしながらだと、手に意識が集中しつつ腹にも力が入る。

　しっかりやれば、いずれ竜が悦ぶ身体になるのだ。ただ、この状況を耐えきれればの話だが。

　地下のケーキ屋に到着すると、竜の指が絡んでくる。

（んっ）

　たかがそれだけでも反応して目を瞑る。竜はどれがいいとショーケースを覗いていた。

「竜が選んで……ください」

（声……が震えそう）

「じゃあ、葵の好きそうなの選ぼうかな」

　そう言って店員に告げると、葵はそっと竜から身体を離して体温を感じないように距離をとった。男性特有の熱を感じただけでも震えてしまうのだ。

「葵？　どうした？」

「ちょっと、離れてもいいかなと思いました」

「え……」

「あの、その方がいいのかなと思いまして」

「……そうだね」

　一瞬寂し気な顔をしたものの、竜はにこりと微笑み会計を済ますとケーキを受け取った。

　そして、すぐに駅に向かって歩くと葵はようやく安堵する。今日は無理に『膣トレ』なんてするんじゃなかった。竜にバレたらただの変態だと思われそうだし、どう説明すればよかったのだろう。追い詰められているからといっても、やりすぎだと後悔した。

　竜はやはり、葵のことをなんとも思っていないような気がする。この努力も水の泡になるんじゃないかと思えてきて、不安が胸いっぱいに広がった。

　竜は隣を歩きつつ、少し距離を置いているように感じて葵は辛くなってしまう。余計なことを言わなければ、今頃は嫌な思いをさせずに済んだのだ。

　駅に到着すると、葵は竜ににこやかに言った。

「また連れてきてください」

「ああ」

「帰るなんて言って、ごめんなさい」

「あっ、謝らないでくれ。俺が手を繋いだの嫌だったんだろ？」

　葵は首を振った。

　竜との関係はとても心地よくて、触れられる度に気持ちいいと思ってしまう。でも、今日は自分の特訓を兼ねていたので、恥ずかしさに耐えきれなかった。

「本当に、また来ましょう」

　帰りの電車で、もう家まで耐えきれるだろうと思い、葵は竜の手をぎゅっと握った。身体がヒリヒリするような感覚になりながらも、竜のことを考えると必死に道具を落とさないように集中して竜に笑みを見せる。

　いつかその日が来るまでに、あの動画の女優のようにならないといけないのだから。







　竜と葵の寝室ではぴちゃっという卑猥な音が響いていた。

　カーテンを引いた薄暗い部屋の中、ベビードールを身にまとった葵はベッドの上に座り、避妊具を装着した大人のおもちゃを懸命に舐めていた。

　口の中でおかしな味がしても構わず舌を動かして、愛おしいとばかりに目をとろんとさせておもちゃを胸で挟む。

「き、気持ちいいですか？　もっとしますね」

　たわわな胸に挟みながら先端を丁寧に舐めると、はたと気が付いた。

「胸に挟めるようになる前にもっと口でしないといけなかった」

　メモ帳をペラペラ捲りながら、竜のことを想って男根に似たおもちゃを口に思い切り含む。扱くように舐めると、喉の奥が辛くなってきたが、慣れてくると力強く吸い付いた。

　音を立ててさらに舐めると、自分まで卑猥な気分になる。

（もう、あとは本番あるのみなんだけど。竜、最近帰り遅いから）

　ほおっとため息を吐きながら、男根をベッドにのせてまたがる。そしてそっと腰を降ろした。もう何度もやっているせいか、蜜口から滑らかに入るようになっている。

「んっ！」

　淡い痛みを感じつつ、奥に入る感覚を堪えて目を見開く。

　本物ではないのに蜜が溢れだして、はしたないと自分を罵った。これは本当に練習なのかと自問自答し始めて、葵の中の悪魔が囁いた。

『慰めてるっていうんだ』

　はっとして引き抜くと、葵はすぐに着替えておもちゃを投げ捨て、カーテンを開けた。

（もう、こんな時間ばかり過ごしても無駄。竜じゃないと意味がないの）

　その想いは破裂寸前で、胸を締め付けて苦しくなり思わず胸元を押さえる。

　竜の会社の帰宅時間は遅くないし、タイミングを見計らえば拒む理由はないはずだ。

（なのに……）

　葵は下着から服に着替えて、竜のことを考える。頭の中には最近よくない考えが浮かぶのだ。

　竜が大事にしてくれるのは幼馴染だからというだけで、葵のことを好きだとも思っていないのだと。

　その一方で、別にもっと大切な愛おしい人がいて、だから、セックスに至らないのだと思えるのだ。その人がいるから、竜は肉体的に満足しているのだろう。

　でも、何も試す前から悪いことを考えても意味がない。葵は部屋中を掃除して気持ちを切り替えようと、掃除機をそこらじゅうに掛けだした。





第二話







　寝室の分厚いカーテンの隙間から朝日が差し込んだ。顔に僅かに当たり、竜は思わず顔を背けると、目が自然に開いた。そして、隣で眠る『女神さま』の顔をそっと見つめた。

　葵はすやすやと寝息を立てて、口を引き結び穏やかに寝ている。長いまつ毛が時折ぴくんと震えたり、口元が動いたりしていた。朝方になって眠りが浅くなっているのだろうと予想してみると、また楽しくなってくる。

（葵が今日も俺の隣で寝ている。ああ、慣れないな）

　目を擦りながらもう一度確かめた。葵は確かにそこにいて、息をして存在して、しかも竜の妻になっている。もう結婚から半年以上経つのに喜びに満ちて胸がぎゅっと切なく痛む。

　まだ憧れの美田文房具の『女神さま、葵』が抜けないのだ。

　ときどき寝言を言っているのを聞いたときは、興奮して眠れなくなり、葵のことをしばらく見つめていることもある。どんな夢なのだろうとか、もう一度言わないかとか。

　でも、最近の葵はよそよそしくて、こんな風に観察している癖があることがバレたら、一発で嫌われることは分かっていた。

　だから、仕事で忙しくしてなるべく距離を置いて、キスを時々してさっさと寝ている。

　人生を懸けて好きだった人が、竜の隣で息をしていることの奇跡を誰が分かってくれるだろう。葵はいつだって遠い存在で、幼馴染の特権がなければ傍に寄ったらいけないと思っていた。

　でも、今では子作りをしないといけない状況にある。

（童貞でＥＤ気味の俺が子作りか。神様は意地悪過ぎる）

　はあとため息を吐いて、葵を起こさないようにそっと上半身を起こした。

　早めに起きて、葵を少し見ていたいのだ。そして元気をチャージしてから、着替えを済ませて葵を起こす。

　その手順は結婚してから決めたことだ。

　じーっと見つめても飽きず、長いまつ毛に吸い寄せられそうになるほど見入り、口元が動くとごくんと生唾を呑んだ。

　このことがバレたらいけないと思いつつ、そっと額に手を当てて髪の毛に触れる。サラサラの前髪を払うと、また気持ちよさそうな声がして胸がきゅんとしてしまった。

　そろそろいたずらが過ぎると『変態』になりそうだと思えてきて、慌ててベッドから降りると、惜しむようにクローゼットの前に立ち、シャツとスーツを取り出した。

　葵はいつも丁寧に仕舞ってくれて、結婚しても理想的な奥さんというイメージが変わらない。

　その点でも周りに自慢できることなのだが、葵の情報を他人に言うのが惜しくて誰にも言わないでいる。そして、竜は丁寧に畳まれた靴下とハンカチを取り出すと思わず鼻先で匂いを嗅いだ。

（葵と同じ匂いだ）

　満たされて恍惚としてしまうと、はっとして我に返った。

　こんなところを見られたらいけないとさっさと着替えることにする。少なくとも、まだボロは出ていないのだし、葵の前では良い幼馴染として振舞えているはずなのだ。

「ああ、おはようございます。今日も早いですね。竜」

　くるりと振り向くと葵が眠たそうに目を擦っていた。寝間着は見慣れたものの、その下には下着すら身につけていないと思うと、自然と目を逸らしてしまう。

「おはよう。もう少し寝ていていいよ」

「いつもそう言って、ひとりで出て行こうとするから。私がちゃんとごはんを作ります」

「うん。ありがとう」

「和食と洋食とどちらがいいですか？」

「じゃあ、オムレツ食べたいな」

「わかりました」

　にこりと微笑まれると、朝から心臓に悪いくらい鼓動が早くなる。そして、そのまま葵がすっとベットから降りてキッチンに向かうので、思わず抱きしめたくなる。

　新婚夫婦なら、そのくらいしても全く問題ないだろう。いや、少しいちゃついたっていいくらいだ。でも、竜は少し距離を置いておかないと落ち着かない。

　こんな調子でいいわけがないのだが、朝から葵に触れたら最後、もっと触れてみたいとか自分のものだけにしてみたいとか、良からぬ下心が噴火しそうで怖いのだ。

　そんな汚らわしい気持ちで見ていいのかと、自制心を利かせる。

　葵がさっさと行ってしまうので名残惜しい気持ちで見送ると、どこかほっとして着替えを始めた。寝間着を脱ぐと逞しい胸板が現れる。肌着とシャツを着て、ネクタイを締めるとようやく如何わしい気持ちが去っていくような気がした。

（もう少しちゃんとしてから、葵に触れたい）

　心の中が穏やかな海のように静かになったら触れてみようと決めると、スラックスを履いてジャケットを持ってダイニングに向かった。

　キッチンに立つ葵の姿に胸を掴まれる想いだ。

　寝間着姿でいそいそ動いていたかと思うと、握ったフライパンに溶き卵が注がれる。

　後光が見えるんじゃないかと思うほどの一連の動きに見惚れつつ、葵が自分の為だけに作ってくれていると思うと不思議な気持ちになった。

　結婚していることも、一緒に住んでいることも、同じベッドで寝ていることも、すべてが夢みたいでまだ信じられない。だから、こんな風に朝目覚めて朝食を作っている姿は目に焼き付けておきたい。

「あっ。座ってください。ネクタイ曲がってます。直しますね」

「あ……、自分で出来るから」

　咄嗟に言ってしまいつつ、甘えるわけにはいかないと考える。そんなことをしたら、葵を妻だと意識してきっと甘えてしまうだろうし、理性が吹き飛んでしまう。

「ぼんやりして大丈夫ですか？　ごはんできました」

「ああ、今日の仕事のことを色々考えてた」

　何事もないような素振りでダイニングチェアに座りつつ、そっと目の前にオムレツが出されると、頬が自然と緩む。向かいに葵が座ると目が合った。

「美味しく出来たでしょうか」

「うん、いつも上手だ」

　失敗しても褒めるつもりだが、と脳内で付け加えて食べようとしたときだ。葵がすっと立ち上がり、横に立った。何事かと思っていると、葵の方を向かざるを得ない。

　すっと首元に手がかかり、ネクタイをきゅっと直してくれる。

　ほどよく締まり、葵がにこりと微笑んだ。

「これで大丈夫です」

「ありがとう」

「ネクタイが曲がってること多いですよ。ちゃんと鏡で見てますか？」

「いや」

（朝の時間は割と適当だからな）

　しれっとした態度で流してオムレツを掬うと、とろりと蕩けて美味しそうだ。

　口に運ぶとほどよい塩加減で思わず笑みがこぼれる。

　どんどん口に運んでいくと、葵もゆっくりと食べ始めた。このことも密かな楽しみだ。

　寝間着姿で食べる葵は、まさに夫だから見られる光景だ。だから、ちらちらと上目で確認しつつ、オムレツを食べていく。

　寝間着を少しよれさせながら食べる姿も色っぽい。なぜだろう、最近動作すべてに色気を感じてしまう。

（俺、欲求不満なのか。でも、もしも本番でダメだったらどうするんだ？）

　自問自答しつつ食べ終えると、葵が「紅茶でも飲みますか？」と気の利くことを言ってくれる。どこまで出来た子だろうと思いつつ、丁重に断った。

「俺がやるよ。葵も飲むだろ？　朝から急がせて悪いな」

「いえ。働いてないですし」

「まあ、それはそうだが」

　立ち上がると、美田文房具のことが脳裏によぎった。

　今は葵の父親が店主に戻り、のんびり営業している。そんな彼も結婚式では大泣きしていた。こんな風に葵を奪ってしまって本当に良かったのかと、思ってしまうときだってある。もともと彼とも長い付き合いだし、とても人の良い人間だと知っている。

「葵は実家に顔を出したりしないのか」

「ええと、どうしようかなと悩んでいます。文具店のことも心配ですから」

「そうか……」

　目を伏せつつ、竜はキッチンに立ち二人のマグカップを用意して紅茶を淹れると、ぼんやり考えた。ただ、視界に葵が映ると頬が緩みそうになる。

　葵の実家のことを今は考えても答えは出ないだろうと切り替えて、紅茶を持って葵の前に置いた。そして、自分も椅子に座ると飲み始める。

「今日はいつも通りですか？」

「そうだよ」

「夕飯は何がいいです？」

「そうだな。葵が得意なもの」

「わかりました。竜が美味しいって言ってくれたものにしますね」

　幸せを噛みしめつつ、見つめ続けていたい衝動を抑えながら目を伏せた。

　紅茶を一気飲みする。葵をもう一度見ると楽しくなって、仕事に行きたくないと駄々をこねたくなりそうだ。実家暮らしだったが、母親のことはむしろ気掛かりだったし、父親はゴーイングマイウェイの人だったせいか、甘えられる誰かがいるのも久しぶりなのだ。

　紅茶を飲み干すと、すっと席を立った。

「もう行くな。帰りはいつもと同じだから、遅くなるようなら連絡する。いってきます」

「いってらっしゃい」

　ふわっとした笑みを見た途端に、思わず赤面した。慌てて踵を返してジャケットを取るとそそくさと玄関に向かい、急いで靴を履く。頬が緩みだして止まらないのだ。

　スリッパを引きずる音が聞こえてきて、慌てて顔を整える。

　身体を起こし、難しい顔をしてドアを開けると、手を振って家を出た。

「いってらっしゃーい」

　柔らかい声が耳に残り、余韻に浸りながらマンションのエレベーターを降りていく。

　竜は頬を染めながら長いため息を吐いた。

（葵を好き過ぎる。結婚しても何も変えられない）







「はぁ……はぁ……あっあっ！　りゅうっすごいっ！」

　後ろから見る四つん這いになった葵は卑猥で、なまめかしくそして綺麗だった。

　蜜壺に指を三本も咥えて尚、もっと欲しいとばかりに強請るような視線を向けられて竜は支配欲に燃えてさらに増やしてしまう。

「葵は変態だ。こんなに蜜を垂らして物欲しそうな顔して、足りないなんて」

「もっとください。もっとください『ご主人様』」

（このシチュエーション最高なんだよな……。妄想だけど）

　竜は半ば自分の童貞ぶりと変態の程度が、結婚してパワーアップしたんじゃないかと思うほど、リアルな葵を想像できるようになっていた。

　夜中寝付けないとき、うっかり葵の胸元に視線をやってしまった後などは、こんな風に妄想して自分をなだめている。しかし、こんな時でもそそり立つことがない。

　やはり、男として不能になってしまったらしい。こんな状況と妄想を前にして何も反応しないなんて、とがっくり頭を垂れる。

　しかし、妄想は別だ。止まらない。

「くらさい。ごしゅじんさまあああ！　お腹の中がひくひくしていますううう！」

「まだあげないよ、もっとおかしくなるまで啼くといい」

「やあっ！　こんなのだめですぅううう！　あああっ！」

　葵が指を咥え込んだまま身体を痙攣させてぐったり倒れこんだ。

　竜はそれでも更にめちゃくちゃに掻き混ぜて葵の膣を犯していく。

「ひあああん！」

（葵ってあの時、どんな声なんだろ……）

　うっかり現実に戻って考えてしまうものの、一度聞いた吐息は甘かった。けれど、ここまで激しくしたら壊れてしまわないだろうか。

（妄想だからな。これ）

　ぐちゅぐちゅと音を立ててめちゃくちゃにすると、葵の膣からは蜜が垂れてくる。

「見ないでえっ！」

　一瞬、腹の中心がジンジンと熱を持った気がした。ふと確認すると、少し元気になっている。しかし、ここまでめちゃくちゃにしないとダメなのかとがっくりする。本物の葵にこんな無茶はさせられない。

「葵、こっちを向いて足を広げて自分で見せて？」

「はい、『ご主人様』」

「良い子だね、葵は」

　ぬちっと開かれて、指先で嬲ろうとしたときだ。

　竜は後ろから生暖かい葵の体温を感じて、現実に引き戻される。

　そのまま葵を起こしてセックスだと考えるも、竜は身体を固めて目をぎゅっと瞑った。

「りゅう……おかえりなさい。さみしかったなあ」

　寝言を聞いて、余計に胸が痛む。妄想で葵のことをめちゃくちゃにして、しかも『ご主人様』とまで呼ばせているのに、本物を前にすると縮こまってしまう。

　男根も少し元気だったはずなのに、しゅんとなってしまって竜自身も落ち込んだ。本物と一緒に眠っているのに、妄想の葵しか抱きしめられないなんて、きっと知られたら笑いものだ。

「りゅう……りゅう……私のこと好きですか？」

「好きだよ、好き過ぎて何も出来ないんだ」

「ふああい」

「俺がどんなに好きかわからないだろ。葵から変態だって思われるくらい好きなんだ」

　葵の返事は何もなかった。

　起きて聞いてくれればとも思ったが、葵はよく寝言を言うからこんな風に懺悔している。

「葵のこと、妄想じゃ酷いことしてるんだ。一度もしたことないくせに」

　ひとりごとを言うと、虚しくなってきてやめた。

　葵を前にちゃんと言いたいのに、あまりに非現実的なことを妄想しているので言えるはずもなかった。まだ一度も身体を重ねたこともないから、余計に自分が変態に思える。

　葵という美人を前に欲情だけして、ひとり満たされているなんて大人のすることじゃない。このまま続けていたら、嫌われるのは確実だ。

　深いため息を吐きながら、抱き着いてきた葵をそっと枕に戻して触れるだけのキスを額にした。

　口づけをしたかったが、妄想の延長をしているようで、今そんなことをしたら罪悪感で満たされてしまいそうだ。

　隣に寝転ぶと結局寝付けなくなって竜は天井を見つめた。

　このまま葵と何もなく、セックスレスになったら問題になる。孫が見たいと言った両親にどんな言い訳をすればいいのだろう。葵が矢面に立たされる可能性だってある。

（妄想みたいなことしたら、葵は俺を確実に変態って目で見るだろうし）

　そんなことに耐えられる自信がないと目をぎゅっと瞑るが、眠気は襲って来なかった。

　ウトウトすらせず、隣からは葵の規則正しい寝息が聞こえてきて寂しくなる。

　葵の方を見れば、ふわふわの唇に触れてみたくなった。

（だめだ。寝込み襲うとか最低だろ）

　結局二時間程度寝付けずに、竜は布団の中でもぞもぞして過ごした。

　翌朝は眠い目を擦りながら起きると、葵はいつものように朝ごはんを作ってくれ、一緒に食べて、満たされた状態で出社する。

　葵に触れたい衝動から逃げるように家を出ると、すぐにスマホが鳴って『頑張ってください』とメッセージが送られてきた。

　すぐに立ち止まって返事をすると、もはややりきれない思いで満たされる。

　スマホを握りしめ、新婚夫婦なのに夜の営みが全くないことが申し訳なくてたまらない。

　いくら女神である葵でも、キスした時に聞いた甘い声は、間違いなくその先が欲しかったはずだ。もはや、勇気を出して進むしかないのではないか。

　駅まで歩きながら考えて、満員電車に揺られながらも物凄く真面目に考えたが、行き着く先は清らかな葵とのセックス。これを避けては通れない。

　仕事先のまなび文具に到着するとエレベーターに乗る頃には決意が固まっていた。

　七階の営業部に到着すると、カードキーでドアを開けて広いフロアに入る。そして、自分の席に向かう前に、同期の田た畑ばたのところに向かった。

「おはよう、田畑」

「おはよう。今日も出来なくて悩んでるのか？」

　田畑はくくっと笑う。同期で唯一ＥＤであることを打ち明けている相手だった。ただし、女性経験が豊富な田畑は、奥さんにしてもらったらいいと無理難題ばかり言うので当てにはならない。

「もうそろそろ限界だ。妻に悪いし、俺の精神衛生上よくない」

「精神衛生上って。自分で禁欲してるんだから、解禁すればいいだけだろ。まあ、立たないけど」

「そう。それで、どうしたらいいのかと思って」

　竜は真面目な顔で腕を組んで田畑を見つめた。

　彼は椅子に座り、遠くを見つめて考えている。

　珍しく今日は真面目だと思いつつ、名案が思い浮かぶなら助かるとじっと見つめた。

「『まぐろ』になるしかないな。前から言ってるけど、お前は尽くしてもらううちに立つと思う」

「それは、まあ」

　竜は否定しなかった。妄想している時、一度男根が熱を持ったのだ。だから、そういうシチュエーションなら、きっと元気になるだろう。ただし、そんなことを葵にお願いしている自分が情けないし、本人を前にどうお願いするのか想像もつかない。

　つまり、その状況を作りあげるのは不可能ということだ。葵だってＯＫするとは思えないし、万が一ＯＫしたとして、竜がその現実を受け止めきれるか分からない。

　結局、あまりのことにまた緊張して立たないまま終わるのかもしれないのだ。

「お金払ってプロにしてもらって、自信つくまで店に通うとか」

「そんなの裏切りだろ」

「ばーか。半年以上してないのだって、充分そうだろう。そもそも、そういう話が気軽に出来ない時点で、まだそれほど深い仲になれてないってことだと思うけどな。少しくらい話してみたらどうだ？　嫌そうな顔されたら、その奥さんとは合わないということかもしれないじゃないか」

　田畑は真面目な顔で、竜を見てきた。女性経験豊富なだけでなく、さまざまな知識が頭に詰め込まれているような気がする。類は友を呼ぶと言うし、きっと色々な経験をした友人が田畑の周りにはいて、自然と耳に入るのかもしれない。

「でも、言えるわけないだろ。童貞のＥＤなんて。男としての機能なしだぞ」

「女にモテるくせにな。ああ、いやな男だ」

　田畑はじろっと睨むと、短髪の黒髪を掻きむしる。

　竜は葵を想うあまり、周りの女性との交流を遮断してきた。まなび文具に入社してからも飲み会の帰りに告白されたりしていたが、全部丁重に断り、謝罪した。

　好きな人がいるから、と。

　竜の頭の中は葵で満ちている。

　いっぱいではなく、隙間なく満ちているのだ。

　だからこそ、葵を早く抱きしめたかった。

「まあ、無難なところじゃ強引に抱きしめてみるとか、スキンシップ増やしてみるとか？　逃げてばかりじゃ奥さんも冷めてくだろ」

　田畑はにやっと笑い、さっさと試せと言わんばかりだ。

　それは分かるのだが、崇高なる女性に触れていいのか、痛くしてしまったらどんな償いをして謝罪すればいいのか、悪いことばかりを妄想してしまう。

「いきなり抱きしめられて、嫌じゃないか？　俺なんかにされて、気持ち悪くないか？」

「ああ、平気じゃないか。だって結婚したんだから」

「結婚って、そういうものか？」

「そう。妻の身体は夫のもの。気持ちよくしてやれよ。好きにしていいんだ」

　本当にそうかと思いつつ、直属の上司が奥さんとラブラブで、酒の席だとベッドでの情事を話すのを思い出した。少し強引なくらいがいいんだ──がその上司の口癖だった。

　竜の頭の中は葛藤でいっぱいになった。

　田畑が「後は自分で考えろ」と手で追い払うようにすると、竜は肩を落とした。

　親が決めた結婚を、葵は本当に受け入れているのか。

　今まで一度だって、葵が素直に自分の意見を言ったろうか。

　いつも庇ってきたのは竜だ。

　そう思うと、力任せに抱きしめることに、一層の抵抗を感じる。

　でも、子供はコウノトリが運んでくるわけじゃない。

　竜は席に座りパソコンの電源を入れると、葵を頭の隅に追いやって仕事を始めた。

　今日は美田文房具に営業に行く日だ。葵の父親の様子を確認しようと決める。

　少しでも心地よく生活出来る環境を整える為にも、竜は労力を惜しむつもりはない。

　パソコンをスリープモードにしてカタログが詰まったバッグを持って、営業に向かった。

　電車は少し空いていて、悶々と悩みごとを考えてしまう。

　そして、美田文房具に着くと早々に葵の父親から言われたのだ。

「孫は可愛いかねえ。葵の小さい頃の写真見て行くか？」

　遠くを見つめて愛おしそうな眼差しで言われると、竜はもはや逃げ場なしだった。
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「ただいま」

　竜の疲れ切った声を聞いて、葵は慌てて駆けつける。

　いつもより弱った声で、どうしたのかと心配になる。

「どうしたんですか？」

「いろいろとね」

「お話くらいなら聞きますが」

「うん。ありがとう」

　バッグをぼんと手渡されて、竜が酔っぱらっていることに気が付いた。

　どこで飲んできたのかわからないが、連絡もくれずに酒を飲むなどあり得ないことだ。

　これまでどんな些細な寄り道でも教えてくれていたのに──と情けない気持ちで満たされる。

　葵じゃ満たされない思いがあるから、酒に逃げたのかもしれない。そんなことを考えながら、トボトボと竜の後を付いていった。

　すると、竜はすっと寝室に消えていく。

　もう寝るのかと扉を閉めようとした時だ。ぎゅっと腕を掴まれてベッドに押し倒された。

　いきなりのことに驚きつつ、ようやくそのときが来たのだと胸を躍らせる。

　強引に口づけられると、お酒の香りが鼻先を掠めて良い気分じゃないが、なぜか胸が弾んでしまう。

「待たせて悪かった」

「いえ……」

「連絡しなかったの怒ってる？」

「いいえ」

　竜の絡みつくような視線を受け止めていると、胸が跳ねて息も出来ないような気分にさせられる。それに、こんな風に強引にされるとは思わなかったせいか、竜にいつもよりときいめいている気がした。

　あのアダルト動画のせいだろうか。性についての情報があの動画に集約されている。

　葵にとって、あれがすべてにも思えた。でも、腹の奥がきゅんとするのは一体なんだろう。

　ぷちぷちとボタンを外されて、すぐに下着が露わになる。今まで竜とはそういう行為は想像こそすれ、もう永遠にしないものだと思っていたせいか、胸が高鳴って仕方ない。

　フロントホックを外されるとたわわな胸がぷるんと揺れた。同時に、竜の顔が一瞬引き攣る。手がぎゅううっと胸を鷲掴みにして、そのまま動かない。

「いた……」

「ごめん！」

　手がすーっと離れていくと、今度は切ない想いで一杯になって触れて欲しくてたまらない。もじもじしていると、竜が恥ずかしそうにもう一度鷲掴みにしてきた。

　ぎゅっと握られて、痛みが走ると同時になぜか心地よさを感じる。

　征服されている感じだろうか、それとも暴力的な感じだろうか。わからないけれど、竜の恥じらいとは全く別に嬲られるように扱われるのが何故か嬉しい。

（私も、頑張らないと……。竜、酔ってるから、ちゃんと出来ないんだわ）

　むくっと起き上がると、葵は竜に抱き着いた。

　そして自ら積極的に口づける。

「んんっ」

「あ、あお……い……」

　なだれ込むように押し通してしまうと、恥ずかしさで蜜がとろりと溢れだした。

　そして、そのまま竜の口内をペロペロと舐めまわすと、竜が困ったような声を上げる。けれどそんなことは気にせず、徹底的に『勉強したこと』の実践を開始した。

　この日の為にどれほどひとりで自慰にふけったろう。真昼間から竜を想って、ひたすら好かれる為にずっとおもちゃで我慢していた。そう思うと、口づけるだけでも鋭敏に反応してしまう。

「ふあぁあ……りゅう……」

「あお……い。なっ……俺が……」

「寝てて？」

「葵……？」

　強引に押し倒すと、葵はスラックスをくつろげた。ベルトを取るのに少し手間どりつつ外すと、男根を引き抜く。まだ萎んだそれを口に咥えると葵は懸命に扱き始めた。

「あおい……？　お、おい」

「疲れているなら、私が」

　涎塗れの口で答えると、竜が切ない声を上げ始める。男根がゆっくりと起き上がると、葵はそっと口から取り出して、指先で扱きだした。

　竜が苦し気に呻きだして、葵はそっと竜の手を取る。

「好きにしてください」

「ふあっ？」

　竜の間抜けな声が寝室に響いた。葵も、一瞬なんでそんな声を出すんだろうと思いつつ、そのままその手を胸に当てて、先端をいじるように誘導させる。少し触れただけでも、葵はわなわなと震えて、扱く手がおざなりになりそうだった。

「き、気持ちいいです」

「あ、あの……うぁ……あぁ……」

「もっといじめてください。足りません」

　葵は心からお願いしていた。

　この日の為に、どんな言葉が適切か葵の心を素直に伝えられるかメモを沢山して覚えたのだ。竜が好む女性になれているかわからないが、少なくとも、あんな風に身悶える女性を前に嫌いだと罵る男性はいないだろう。

　葵は右手で丁寧に扱きつつ、とろんとした目で竜を見つめてもう一度言った。

「もっといじめて？」

「葵……あの……」

　竜の頬が染まった気がした。

　けれど、すぐに真面目な顔をすると葵の胸をゆっくりと揉み始める。ぎこちない手つきだと思いつつ、触れられるだけでも身体がひりひりして頭が蕩けた。半年のおあずけを我慢したせいだろう。先端を圧し潰されて、身体がひくんと痙攣した。

「あっ！」

　竜の指先が丁寧に扱き始めると葵はさらに頭を蕩けさせた。

「わ、私が、もっとちゃんと満足させます」

　懸命に理性と戦いながら、葵は猛りをもう一度口に含んだ。さっきよりそそり立ち、喉の奥に当たるので、苦しくてたまらない。けれど舌を使い上下に頭を動かして必死で舐めると、更にむくりと立ち上がる。

　葵はそれを確認すると、すぐに服を脱ぎ捨て竜の上にまたがった。

　そして蜜口にそっとあてがい、ゆっくりと腰を落としていく。初めてで上手く入らないが、必死に蜜口を手で押し広げて痴態に頬を染めながら、男根を挿入した。

「んっんっ！」

「葵……のなか……最高……」

「もっとよくしますので」

「ま、まて、まて」

　葵は竜の猛りを咥えて、自らも自制が出来なくなっていた。初めて呑み込んだのはおもちゃで、それでずっと練習してきたのだ。目の前には大好きな竜がいても、キスしかしてくれなくて、愛情があるのか不安だった。

　でも、今日からはたっぷりと抱き合える。

　そう思うと自然と腰が揺れていた。最奥で熱がひくつく度に身体が戦慄いて応じてしまう。全身が竜を求めているかのように、肌がひりひりして竜がときおり肌に触れると、身体がひくついて、たまらなく愛おしさに満たされた。

「あっ……くうぅう……狭い……」

　竜の悶える声を聞きながら、葵は恍惚の表情を浮かべて満足していた。

　たっぷりとこの日の為にほぐしたおかげか痛みがない。ただただ、快楽にいざなわれて、竜とひとつになれることが嬉しくてたまらなかった。

「あっあっ！　奥までいっぱいです。なかで竜のがひくひくしていますっ」

「葵……のも……すごい……絡んでくる」

　のたうち回るように悶える竜を見おろしつつ、葵は熱が腹の中に満たされていることに満足した。けれど、これで終わりにしてはいけないとはっとする。

　竜の手をすーっと取ると、葵の蜜芽まで誘導した。

「ここを、嬲ってください」

「葵……？」

「だめ……ですか？」

「葵の願いなら」

　ぬちっと音を立てながら弄られると、頭の中が一気に真っ白になる。

「あっあああ！」

「柔らかい……。もう少し、いいか？」

「は、はい。もっとたっぷり」

「身体、平気か？」

「恥ずかしくてたまらないけれど、竜とこうしていたいんです」

　思いのたけを打ち明けると、圧し潰された途端に身体が反応して仰け反るように喘いだ。

　竜も長い指先で丁寧に弄るので、葵は意識がなくなりそうなほどの快楽に沈みそうになる。ぬちっぬちっと部屋に音が立つと改めて恥ずかしくてたまらない。

　竜の指先がもう一度、胸に伸びてきて先端を弄り始めた。

「んあぁあ！」

「葵の蕩けてる顔も可愛い」

「どんな顔でも見ていてください」

「葵……見ていいのか？」

「はい……」

（なぜだろう。竜の要求に応える方が身体がジンジンしてくる）

　もどかしさを抱えつつ、今日は自分から積極的になる日だと葵は蕩ける頭で懸命に腰を揺らして、竜も気持ちよくなってもらおうと腰を使った。

　竜の息が切れ始めて、せわしなく苦し気に喘ぎだす。

「はぁ……あ……葵……はあ……」

　色気のある声を何度も耳に聞きながら、葵は空中で泳いでいた竜の手を握ると自らもいたぶるように腰を打ち付ける。

「あっあっ！　りゅうっ！」

　その刹那、腹の奥に白濁がたっぷりと注がれた。

「うぁあ」

　苦し気な声を聞きながら、葵は初めてのことにぐったりして竜の胸に顔を埋めた。

　しばらく繋がっていると、精の匂いを感じて離れないといけないことを実感する。

「シャワー浴びましょう」

　葵はそっと誘導すると、竜は恥ずかし気に頷いた。

「葵は、彼氏いたのか」

「いませんけど」

「そうか」

「竜はいましたよね」

　葵は微笑むと、竜はそっと顔を逸らして先に浴室に向かってしまう。

　何か言ってはいけないことを口にしたかと思いつつ、初めてのセックスが無事に終了したことに満足して、葵は慌てて後を追った。

　ふたりでシャワーを浴びていると、つい甘えたくなるのだが竜が黙り込んでいるので葵は我慢してすぐに済ませた。

　物足りないわけじゃないが、何かが足りない。

　なんだろうと考えても、その先にあるのが考えてはいけないことだとすぐに考えるのを止める。葵は着替えると、お腹が空いているので竜にも訊いてみた。

「飲んできたみたいですけど、何か食べますか？」

「食べるよ。当たり前だ」

「じゃあ、すぐにあたためますね」

　葵はほっとして、キッチンに立つと竜はソファにぐったりしたように座り、テレビもつけずにぼうっとしている。

　どうかしたのかと思いつつ、帰宅したときから疲れていたから、セックスして余計に疲れたのだろうと思った。もっともっと尽くせば良かったと肩を落とすものの、いざとなると思ったようには出来ないような気もする。

（反省を活かして、もっとうまくなろう。竜のために）

　けれど、セックスはまたその日以来なくなってしまった。







「外に連れ出してくれるの、嬉しい。最近、ひとりで頑張ってること多いから」

「頑張る？　習い事でもしてるのか？」

　思わず口を滑らしそうになって、葵は作り笑顔を作った。

　あの日のことを妄想しながら、ひとりおもちゃを相手に腰を揺らしたり、舐めて扱く練習をする日々。蓄積される虚しさは、独身のころより酷いものだった。

　なぜ夫がいながら、身体を持て余しているのか。触れて欲しいと甘えられないのか、そして、どうして竜はあの日からセックスしてくれなくなったのか。

　自分のやり方がいけなかったのかと猛省した日もあった。けれど、そもそも他人の情事のことも知らないのに反省する材料がない。どうやって改善すればいいのか、どう尽くして気持ち良くすればいいのかわからない。

　それに、竜は帰ってきたら疲れていてすぐ眠ってしまうのだ。だから、セックスを成功させるには寝込みを襲うしかない。でも、そこまでしたら葵は欲求不満だと思われる。

（でも、欲求不満に間違いない。だって、最近触れられる度に思い出してキスして欲しいって思うし、くっつきたくてたまらない。変なのかも）

「葵、そういえば、付き合ったことないって言ってたけど、本当か？」

　街中を歩きながら、竜が言ってくるので頷いた。

「はい。私、竜以外の人とまともに話したこともないです」

「そっか……そうなんだ」

「いけませんか？」

「いや。そうなんだなあって。嬉しくなって」

「そうですよ。竜のことしか考えてません」

　そう言って、腕にしがみつく。あの手この手で夜にセックスをする雰囲気にならないかと考えるのだが、竜はしれっとした顔をしたままだ。

　今日の葵の恰好だって冬だというのに、胸元を強調したブイネックとタイトスカートにブーツだ。寒さよりオシャレを優先し、竜に身体を擦りつけている。

　でも、キスひとつしてくれず、焦りのようなものを感じてしまう。

「葵って、積極的だったか？」

「私ですか？」

　上目で見つめて考えるものの、思い当たることがない。積極的な性格なら今まで彼氏の一人や二人くらいいたかもしれないが、いつも竜や女子の陰に隠れていた。

　それに、男子が苦手でもある。

　平気で『ブス』と言うのだから。

　悪口だって沢山言われたし、泣かされそうになって竜が助けてくれたことは数知れず。

　結局、そういう事が増えていって男性を好きになるきっかけを失った。大学に入れば、いやらしさ満点の眼差しで見つめてくるのにも慣れなかった。

　美田文房具でひっそりと働いていることが、割と性に合っていたかもしれない。

　葵は胸をぎゅっと押し付けて、竜に服が見たいと提案した。

「あれ？　何が欲しいの？」

「見たいだけです」

「いいけど。好きなものあれば、買うよ？」

「いいえ。一緒に見たいんです」

「うん……、そっか」

　葵は手を引き誘導すると、店に入り手を繋ぎながら服を見ていく。こんな風に竜とただ時間を過ごすことも、悪くないのだ。ただ、夜が寂しいだけで。

　可愛いと言いながら服を広げると、竜はそっと葵の手から逃げていった。そして、テーブルの上に置かれていたアクセサリーを見始めると、葵も一緒に見つめる。

「色々あるけどどれが欲しい？」

「でも、外にあまり出ないので」

「俺の為に付けてくれたら、嬉しいな」

「それなら」

　見つめ合って笑うと、それだけで満たされてしまいそうになる。竜の優し気な目元が嬉しそうにしていて、ほっとする。セックスを拒まれると、嫌われているのかと誤認しそうになるのだが、そういうわけではないのかと思えた。

　だからと言って、このまま身体の関係のない夫婦でいるなんて、葵には出来ない。

（今夜こそ……）

　そう意気込むのだが、デートの時間は午後三時を過ぎると必ず終わりを告げて竜はそっと葵から手を離す。そして、電車の中の席を見つけて葵を座らせるとそそくさとスマホを弄りだすのだ。

（嫌われてる……とか）

　嫌な予感がしつつ、ときどき葵を気にして微笑みかけてくれる。

　そう思うと、不安は消えていく。けれど、竜の視線はスマホに向かい、葵の方にはあまり向かうことなく駅に到着した。マンションに着けば少しは話す雰囲気になるかと身体を擦り寄せるものの、竜はすっと離れていく。

　マンションまで歩き、エレベーターに乗ると中層階で止まる。そして新居の角部屋まで歩くと、竜がふっと振り向いた。

「先に風呂に入れよ。俺は後から入るから。そうだ、風呂掃除、俺やるからな」

「はい」

「それから、何か食べたいものあればリクエストしてくれ。なんでも作るから」

「ええと。竜ってご飯作れましたか？」

「いくつかネットで調べてたんだ。簡単なものなら大丈夫そうだから」

　竜は言うものの、今まで自炊経験もないのに大丈夫かと葵は首を捻る。

「私が作りますので。シチューでいいですか？」

「あ、ああ」

　しょぼんと肩を落とすので、葵の方が申し訳ない気分になる。けれど、いつもしていることだし、今日は少しでも竜に甘える時間が欲しいのだ。

　さっさと料理を済ませて、二人きりの時間が欲しい。

　またあの時みたいにお酒でも買って呑んでくれたらと、そんな期待をするものの、竜は家で呑むことはしなかった。

　葵は階下のコンビニに走ろうかと思うものの、いきなり酒を呑ませるなんて不自然かと思い、諦めて部屋に入った。

　竜は疲れたのか、ソファにどかっと座るとため息を漏らす。

　葵も隣に座ろうと思うのだが、夕飯を作らないといけないと思いキッチンに急いだ。

「すぐに作りますね」

　葵の言葉に返事はなく、代わりに竜の寝息が聞こえてくる。

　あまりのことに驚きつつ、葵はそっとソファに近寄って本当に寝てしまったのか確かめることにした。目を閉じて、口を開けて寝ている。

「うそ……疲れてたのね」

　可哀そうなことをしたと思い、すぐにソファに掛けてあったブランケットを竜に掛けた。

　夕飯になったら起こそうと思うが、今晩強引にセックスは無理そうだ。

　深いため息を吐きながら肩を落とすと、葵はがっくり疲れて竜の隣に座り肩に頭を乗せた。温もりが伝わるだけでも心地よい。そのことを言葉にして伝えることが出来ればいいのかもしれない。ただ触れられるだけでも充分嬉しいこと、スキンシップが嫌いじゃないこと、竜のことをいつも考えていること、結婚する前から竜のことを好きだったこと。

　言いたいことは沢山あるのに、言葉にはならない。

　今日だって、本当は竜に言いたいことを言えればもしかしたらそれだけでも満足だったのかもしれない。服を見て楽しむことより、アクセサリーを買ってもらうことよりも、なにより、竜との会話が大事だったと思うのだ。

　それなのに──。

　買ってもらったアクセサリーを思い出してバッグを見つめた。

（いつ付けるんだろう。竜と買い物に行かない限り、外にあまり出ないのに）

　ひとりでどこかへ出かけるタイプでもなく、友人が沢山いるわけでもないせいか、買ってもらったアクセサリーが空しいものだと気が付いた。

　もっと大切なことを竜と話さないといけない、そう思いながら葵は竜に身を預けて目を閉じた。







「またレスに逆戻りか」

　田畑の不躾な言葉が竜の心を抉った。朝っぱらから言うことじゃないのだが、お互いに営業回りに出てしまう為、真面目な話をするなら朝か夜しかない。

　帰宅は早くしたいから、結局朝にセックスについての相談をしている。

　周囲の目を気にしつつ、竜は「声を小さく」と促したが、田畑は「はいはい」と聞いていない素振りを見せた。

　大雑把な性格なのは分かっていたが、さすがに真面目な相談をしているのにその対応だと嫌になってくる。田畑はデスクチェアにどっかり腰掛けて、足を組んでにたっと笑うばかりだし、「一回ヤッたときはどうだった？」としつこい。

　竜は椅子に腰掛けながら、いつの間にかがっくり肩を落としてジト目で田畑を見つめていた。

「田畑、レスじゃない。まだ二週間だ」

「レスだな。俺だったら三日も持たないが、一ノ瀬は平気なんだろ。れっきとしたレスだ。そろそろ真面目に薬か病院に通院だな。俺は女性を悦ばせる方が好きなんだ」

「なあ、それなんだが」

　竜は改まって、あの時初めての夜のことを口にしようと決意した。

　職場で何を言っているんだと思いつつ、かいつまんで話せば問題ないだろうと重々しく口を開く。

「妻が、めちゃくちゃエロいんだ」

「良い事だろ」

「いきなりご奉仕モードってあり得るか？」

「初めてじゃないんだろ。どっかで経験済みだ」

「経験済みって……。でも、付き合ったことないって言ってたぞ。嘘吐く意味もないじゃないか」

「じゃあ、経験ありって言われた方が良かったか？」

　田畑に言われて、女神である葵の処女性を強く願っていたことに気が付いた。どこかで遊んで経験したとか、一夜の過ちなんてあってほしくないと思い込んでいたのだ。

　自分との男性以外と関係をもって欲しくない、だから傍にいたともいえる。

　かなり傲慢な想いに気が付いてしまうと、言葉が出なくなってしまった。

「処女だって言った方が丸く収まるだろ」

「そうだな」

　田畑の言う通りだと思い、それ以上の追求は葵にもしないことにする。それでなくてもお互いにお見合い結婚なのだ。親が言った通りの相手と結婚したことを、まだ葵の口から良かったとは聞いていない。

「じゃあ、手っ取り早く奥さんと風呂にでも入れ」

「まあ……、頑張るよ」

　良い案だとも思ったのだが、素顔じゃ出来ないことに気が付いた。

　あの日、なんとしても抱きしめようと決めた日は酔いに任せて葵を押し倒した。そうでもしなければ、葵の柔肌に触れていいのかわからないからだ。白くきめ細やかな肌を見ても逃げ出さないほど酔っていれば、問題はないことが分かった。

　ただし、酒に酔うのは、それはそれで問題が多い。

　酔った途端に理性が吹き飛んでしまうし、半分くらいの記憶がない。

　それに、毎回毎回、葵を抱くのに相当の酒を飲まないといけないことになる。

　ましてや、風呂場でとなると自分の命が危ない。

　田畑の意見は却下だ。

　もしも素顔で抱きしめることが出来ればと思うのだが──。

（夫婦で一緒に風呂って当たり前じゃないか）

　思いつき、竜は顔を上げた。

「どうかしたか？」

「風呂、いいな」

「だろぉ？　じゃあ、俺は外回りに行こうかな」

　田畑は立ち上がると、黒いバッグを持って営業部を去って行った。残された竜は決意を固めて、帰宅してすぐに風呂に入れるように、葵にメッセージを送っておいた。








　　　　◇◇◇






「ただいま」

「おかえりなさい」

　玄関先で出迎えると、竜はせわしなくネクタイを緩めながら靴を脱いだ。ジャケットを預かるとすぐに風呂場に直行してしまう。

　後を追うと、竜がぼそっと言った。

「一緒に入らないか」

「え……はい、入り、ます」

「先に入ってるから」

　竜に言われて、葵は胸を高鳴らせる。風呂に誘われるということは、そのままセックスをする可能性がある。それに、直接的な言葉じゃ誘いにくいからごまかしているのかもしれない。

　だとすれば、断る理由は何一つない。

「すぐに」

　ぱたぱたと寝室のクローゼットに向かって走ると仕舞った寝間着を取り出した。

　待っていて良かったとしみじみ思いながら、浴室の前で服を脱いでいくと緊張で身体がギクシャクしてしまう。すべて脱ぎ終わる頃には恥ずかしくて思わず身体を手で隠し、洗面台で太っていないか、変なところはないかとチェックをした。

　裸をまじまじと見つめられるかもしれないし、ろくに動かないせいか体型が崩れていそうで恥ずかしくてたまらない。

　そっと浴室の戸をスライドさせて開けると、湯舟に浸かる竜がいた。

　身体をタオルで覆いながら、葵はそっとタオルを取りシャワーを浴びる。そして、同じように湯舟に入った。向かい合わせになると、竜から手まねきされる。

「はあ。疲れたなあ」

「はい」

　竜の方からぐっと腕が伸びてくるが軽くふれてくるだけだ。葵の身体を見るでもなく強引に覆いかぶさるでもなく、のんびりした声を出す。葵は拍子抜けした感じがして、竜の方に行こうかと迷ってしまう。

　ぎこちなく腰を浮かして葵は言った。

「そちらに、行ってもいいですか？」

「ああ」

　葵は勇気を出して言うと、竜の身体にもたれるように座った。身体を密着させて体温と心臓の音を感じると自然と胸が躍る。

　すると、ふわっと胸が手で覆われた。

　思わず声を我慢すると、先端を捏ねまわされる。

「やぁ……」

「少しいい……だろ？」

　むちっと圧し潰されて、身体が戦慄いてしまう。自分から行って良かったと思う反面、こうでもしないと触れてくれないことには切なさを覚える。長い指先で先端を弄ぶように弄られて葵は耐えきれずに声を上げる。

「んっあっぁ！」

　背中で猛りがひくっと動いた気がした。このまましてしまいたい、そんな衝動に駆られるのだが、竜の指先が以前よりもスムーズな気がして心地良くてたまらない。

　胸を鷲掴みにされると、また声が上がり葵はたまらず竜の方を涙目で振り向いた。

「わ、私もなにかします」

「だめだよ」

「でもっ……あっあぁ！」

　むにむにと膨らみを揉まれてしまうと、触れられるだけでもちりちりして湯舟に浸かっていられないほど身体が火照りだす。暑くてたまらないと首を振っていると、秘丘を指が這いまわる。すぐに蜜芽を見つけ出して弄られると葵は目を剥いた。

「やぁっ！」

　思わず出てしまう本音に、以前のセックスがかなり作り込まれたものだとバレないか心配になる。

「気持ちいいか……？」

「とてもいいです」

　目の前で指先が花芽をいたぶっているのを眺めていられずに顔を逸らすが、頭の中は卑猥なことで埋め尽くされていく。

　素直に言うと、更に丁寧に弄られて葵は身体を震わせて力なく竜にもたれた。そして、そのまま蜜口に指が入ると異物感に戸惑いつつ、めちゃくちゃに掻き混ぜられてまた、はしたなく口を開けて喘ぐしかない。

　身体がひくついて内壁を擦られる度に腰が揺れて指をきゅっと奥へと咥えてしまう。

　葵の背には熱を感じていた。とても熱くてそそり立ち背中でいたずらに動いている。

　早く欲しいと訴えたいものの、竜は葵の身体を嬲るのに真剣だった。

「もう、我慢できません」

　そう訴えた時だ。そそり立つ熱がしゅんと縮んでいく。

（え？）

　嘘だと思いつつ、葵は慌てて猛りを股にあてがい擦りだした。

「葵……やめ……」

「私が悪いんです」

　必死に腰を使い素股を行うものの、猛りは元に戻ることがない。それどころか、葵の淫乱ぶりを披露してしまったようなものだ。

　腹の中の熱がとろとろに溢れていて、指先で掻き混ぜられるくらいじゃ足りなくなっている。だからといって、もう一度弄ってほしいなんてお願いはもう出来ない雰囲気だ。

　ふたりに一瞬の沈黙が落ちると、竜はざっと湯舟から出た。

「じゃあ、俺身体洗うから」

「はい」

　もはや、セックスに失敗したその後のリカバリーの仕方も分からず、その後の時間が葵にはもどかしさを超えて辛かった。

　妻の裸を見ても、萎えていく。それは好きじゃないということじゃないだろうか。

（そもそも、好かれてたか分からないもの）

　そう言い聞かせると、葵も湯から出た。そして身体を洗っている竜に声を掛けた。

「後でもう一度入り直します。ご飯の用意しないと」

「そっか。ありがとう」

　葵は戸を引いて浴室を抜けだした。

　身体を拭きながらドア越しに竜に話しかけると、少し距離を感じる。

「今日はご飯、お魚にします」

「うん。美味しそうだな」

「ただのホイル焼きです」

　さっさと着替えてしまうと、葵は空しくなって浴室を飛び出していた。

　ダイニングテーブルに料理を運んでいると、竜が濡れた髪の毛を拭きながら現れて、葵はどくっと胸を鳴らす。どんなことがあっても、竜のことは大好きなのだ。

　どんな扱いを受けても、距離を感じてしまっても、結婚が形だけだとしても。

　葵がにこやかに声を掛けると竜は嬉しそうに頷いてくれる。

　竜の為にお酒を持ってくると、嬉しそうにしてグラスに注ぎだした。この当たり前の時間が幸せなのに、どうして足りないと思うのだろう。

「葵、覚えてるか」

　竜が唐突に言うので葵は運んでいた取り皿をダイニングテーブルに置いて、竜の前に思わず座った。大事な話というほどではなさそうだが、竜が葵を探るように言ったので気になったのだ。

「なに？」

「中学生の頃、俺がケガしたこと」

「覚えてるような、そうでないような？」

「その時手当してくれた葵が、本当に美少女に見えたんだよな」

「美少女!?　大袈裟ですっ！　血がいっぱい出てたし──。あ、思い出しました。転んだって聞きましたけど、凄い腫れましたよね」

　葵は当時を思い出して、顔が歪んだ。どんな風に転んだらあんな酷いケガになるのかと思うほど、ざっくりと膝から下が切れていたのだ。素人の応急手当で申し訳なかったが、その後に来てくれた保健室の先生がちゃんと手当の指導をしてくれた。

「痛かったな。あの頃だな、葵が幼馴染じゃなくて、女子なんだなって思いだしたの」

「え……」

「他の男子にも同じことしたら、ヤキモチ焼いてただろうし。葵の制服姿みてなぜかどきどきしてたし。思い出すと、あの頃辺りから、ずーっと、だ」

　竜がしみじみ言うので葵は戸惑ってしまう。

　今まで告白めいたことは一度もない。だから、改めて竜から気持ちを吐露してもらうと、嬉しくなった。このときを待っていたのかもしれない。

　葵は頬を染めながら、少し俯いた。どんな話題にすればいいのか分からなくなってしまったのだ。

「ごめん、唐突にこんなこと」

「いいえ。私もね、中学生の竜は憧れだったんです。あの頃、サッカーしてたでしょう？　女子は皆竜を応援していたから、私は何も言えなかった。あの頃の女子って些細なことで、怒ったりすれ違ったりするから、幼馴染だからって出しゃばるなって言われそうで怖かったんです。だから、竜と話す勇気がありませんでした」

「ふーん。俺の前だと、良い子って子もいたけど。裏じゃ別の顔なんだ？」

「そういう子もいました」

　すっかり風呂でのことは頭の隅に消え去り、中学生の頃の淡い思い出話で盛り上がり始めた。竜が無言のままだったら、食事は気まずかったろうし、葵も余計に力が入って夜中に気合を入れて、やり直そうと思ったかもしれない。

　竜の口から女子として見られていたと聞いて少し安堵する。

　でも、そんな昔から意識していたのかと思うと、意外だった。竜は女子から人気があったし、告白だってされていたはずだ。

　だれともうまくいかないようだったから、てっきり好きな子がいるのだと思っていたが──。

　そう思った途端に、はっとするような考えがよぎり葵は固まった。丁度用意したばかりの飲み物を思わず口に含む。喉がカラカラになってきて竜の方を上目で見つめた。

　はっとよぎった考えは恥ずかしくて口に出来ない。だから代わりの話題を口にする。

「私たち、お見合い結婚ですけど、上手くやれてますよね」

「それなりにな。葵はどう思う？　心配だ」

「まだ、これからかなって思います」

　にこやかに笑みを零して、竜を見つめた。すると竜も目を細めて笑ってくれる。

　やっとお互いの心が少し通じたのかもしれない、そんな気がした。

　だが、まだセックスについての課題が残っていると、葵の胸がちくりと痛んだ。





第三話







　ソファに腰掛けてテレビを見ている時だった。不意に手が触れ合って葵の胸が高鳴った。

　休みの間、竜はずっとキスをして眠りにつくものだから身体がじんじん熱くなっているのだ。以前も真昼間に一度、ベビードールを着て積極的にアプローチしたら、竜は応じてくれた。その成功経験があるせいか、少しでも触れられない時間があると、まるで焦らされているような気になる。でも、キス以上のことがしたいと言う勇気が出ない。

　だから手が触れただけでも胸が跳ねて、思わず潤んだ目で竜を見つめていた。

「葵？」

「ごめんなさい……。私、その……」

「ああ、うん……。そう、だよな」

　困った顔をする竜を見て、昼間から誘いを掛けるなんてあり得ないのだろうと頬を染める。けれど、葵はもう止められずにそっと立ち上がると、竜の前に立って自らキスをした。

「葵……？」

「我慢……させないでください」

　竜の上にまたがり口内を舐りながら訴えるとぎゅっと抱きしめてくれた。

　胸が苦しくなってそのまま息が詰まるような想いにさせられる。

「んっ……んっ……りゅう……」

「そんなに無理しないでいいんだ。こんなことさせて悪い」

「無理してないです」

　素直に答えると、恥ずかしさで頬が染まる。自ら竜に迫ることが心地よい。

　なぜかは分からないが、ただキスに応じているだけだと物足りなさを感じてしまう。

　それに、竜には尽くしてあげたい気持ちがすぐに湧いてきて、頭の中がご奉仕モードになるのだ。

　けれど、あまり直球にそのことは言えず、葵はただ態度で示すしかない。

　そっとキスを終えると、竜の前に膝立ちになってスラックスをくつろげた。そして男根を引き抜くとそのままゆっくりと口に含む。

「んっ……んっ……」

　奥まで一気に咥え込むと葵は満たされてしまい、頬を赤らめた。けれど猛りは口の中で徐々に大きくなっていく。頭を撫でられるとまるで犬にでもなった気分で自虐的な気持ちになる。

　こんなこと──それなのに頭の中は満たされていてなぜか心が震えた。

　そして必死に扱いていると、竜がぼそっと言ったのだ。

「今日は俺も頑張ろうかな」

「え？」

「やってみたいことがあって」

　よく聞こえないと思い顔を上げた時だ。竜は着ていたシャツを脱ぎ去り上半身裸になってしまう。いつもなら服を脱ぐのは最後までしないのに、今日は珍しいと思っていると、竜が言う。

「葵は好きなんだろ？　フェラが」

「あ……あの。そんな……」

「好きって言ったら、もっと気持ちいいことしてやるけど」

「え……」

　咄嗟に手を止めて上目で見つめてしまった。

　どれだけはしたないのだろうと思いつつ、ご奉仕ばかりで与えられることが少なかったせいか、気持ちいいこととはなんだろうと素直に思ったのだ。

「だったら、葵も脱げよ」

「はい」

　突然の命令に葵は頬が染まる。

　厳しい口調なのに、なぜ身体が火照るのか自分でも分からないでいた。

　いつもと違う竜の言葉が、新鮮でなぜか嬉しい。一言一句に身体が震えそうなほど。

　ブラウスを脱いで下着を取ると、同じように上半身裸の竜を見つめた。

「胸で扱け」

「はい」

「俺のこと、ご主人様って言えるか」

　その瞬間、はっとした。

　あの動画と同じようなシチュエーションで、同じようなことが現実になっている。

　好きな人の口からそんな言葉が出ると思うと、ぞくっとしそうだった。

「ご主人様……」

（私、変じゃないかしら）

「よく言えた」

　頭を撫でられるとふわふわと心地よい。いつもは竜のことを夫とか名前で呼んでいるし、ご主人様というと主従関係が生まれたような気さえする。

　竜に支配されるような感覚が芽生えてきて、どくっと胸を鳴らすと、また命令が開始された。

「胸で扱け」

「はい」

　ほおっと快感にため息を吐くと、葵はたわわな胸でまだ垂れた男根をそっと扱き始めた。

　必死に身体中を揺さぶり扱くと、ほんの少し立ち上がり、葵は安堵してそのまま胸をぎゅっと押し付けるようにする。

「足りない。もっとだ」

「わかりました」

　葵は嬉しくなって、指先で扱き始めると猛りが一気にそそり立つ。胸だけでは刺激が不足していたらしい。指先を思い切り往復させると竜は小さく呻いた。

「もう、いい」

　竜の言葉と共に動きを止めると、葵はうっとり竜を見つめてしまう。

　なぜかこの状況が好きでたまらなかった。命令されたり、厳しい口調で言われたりするとなぜかときめいて竜がいつにも増して美男子に見えてくる。

　ソファの背に手をつかされると、尻を突きだす恰好にさせられた。そしてそのまま蜜口にあてがわれると、ゆっくりと熱が侵入してきて葵は恍惚の笑みを浮かべた。

「あっあぁ！」

「はしたない女だ」

「竜……私……もっと言って欲しい」

「え？」

　一瞬素に戻る竜を後目に、葵はうっとりとした顔で天井の隅を見つめた。いつもと違う状況に快感を覚えているのだと自分に言い聞かせるのだが、竜の低音と命令口調に身体が震えるのを否定できない。

　竜はきっと、いつもと違う状況を楽しむために、遊び感覚で思いついたのだろうが、葵には永遠にも思える快楽だった。いつまでもこの状況を楽しんでいたい。

「もっと私に酷いことを言ってください」

「葵？」

「葵じゃなくて、もっと酷い言い方でもいいんです」

　ずんずんと突かれながら、葵は何がいいかと考える。

　メス豚、メス、ブス、最低女、いつもなら気落ちしそうな言葉を言われてみるのはどうだろうと考えた。けれど、あまりに酷いと竜が嫌がるだろう。

「じゃあ、淫乱女」

「そ、それがいいですっ」

　うっかり悦んでしまうと、そのまま最奥をずんと突かれた。

　なぜこんなにも気持ちいいのだろう。

　なぜ酷い言葉に反応して胸がきゅっと切なくなるのだろう。

　理由は分からないが、竜に言われるから嬉しいのは確かだ。

「淫乱女が腰を使わないでどうする？　さっさと腰を振れ」

「はいっ」

　淫猥に腰を上下左右に振ると、もはや意識が朦朧としてくる。

　こんなに乱れたことはないし、言葉を浴びせられる度に蜜がじゅぷじゅぷと溢れてくる。

　部屋がその音に満たされて、葵は余計に卑猥に腰を揺らして振り向いた。

「どうですか？　上手く出来ていますか？」

「足りないだろう？　もっと腰を使え」

　ぱしんと尻を叩かれて、葵は「あっ」と声を上げた。

　蕩けた意識の中で懸命に腰を揺らすと、足ががくがくと震えてきて立っているのが辛くなる。ソファに身を預けるようにすると、尻をもう一度軽くパシンと叩かれる。

「休むな」

「立っていられません」

「じゃあ、そのままでいろ」

　言われるなり、奥をずんずんと突かれて身体を仰け反らせた。

　奥がきゅっと締まり、子宮が揺さぶられる感覚にくらくらして朦朧とする。

　ずんずんと最奥を突かれる度に隘路が締まり、切なく喘ぎ、息も出来ないほどだった。

「あっあっ……あっあっ！　奥まであつい……っ」

「男だと悦ぶ身体だな？」

「ち、ちがいますっ」

　ぎゅっと胸を鷲掴みにされると、葵は身体がしなり快感に耐えきれなくなっていた。

　内壁を熱で擦られる度に小刻みに息をしてなんとか果てないように必死になる。

「あっ……あっんっ！」

「もう、そろそろいいだろう」

　その途端、抽送が早くなり息も絶え絶えになると、葵はいやいやと首を振って淫らに喘いだ。

「ああぁあああ！」

「いいぞ……葵」

　その刹那、腹の中の猛りが爆発して精が注がれる。

「あっ！」

　白濁をたっぷりと受けると葵は恍惚の笑みを浮かべながら身体をひくひくさせた。

「俺の子を孕みたいんだろ？」

「はい。もちろんです」

「まだまだ足りないってひくついてるぞ。これからたっぷり犯してやる」

「竜になら……なんでも、してほしい……」

　今までこんなことを言われたことはないし、竜がこんなプレイをしてくれるなんて予想も出来なかった。これまでは葵のことを気に掛けるばかりで、優しさは充分だが獰猛さがなかった。

　物足りなさを感じていたわけじゃない。けれど、もしも野獣みたいに襲ってきたなら、ほんの少し嬉しいなと思っていた。

　そして今日、なんの疑問も抱かずにその欲求を受け入れてしまった。

「あ、葵？」

　男根が引き抜かれると、竜の少しおどおどした言葉が聞こえてきた。

　すっかりいつも通りだと思って寂しく笑みを零すと、竜が恥ずかしそうに言う。

「こういうプレイってどうだった？」

「好きです」

「嫌なら言ってくれ。同僚が、こういうのいいんじゃないかって言うから」

「竜が考えたんじゃないんですか？」

　一瞬落ち込んだものの、実践してくれたのは竜だ。素直に嬉しい。

　ふたりで精をふき取りつつ、ソファに腰掛けると竜がそっと服を取って肩に掛けてくれた。半裸状態で恥ずかしいので、頬が真っ赤に染まっていく。

　あんなことをした後だというのに、今の状況の方が痴態を晒しているような気がしてたまらない。

「同僚にこういうことに詳しいやつがいて相談してたんだ。どんな風にしたら葵が悦ぶかって。で、こういうプレイならいいんじゃないかってさ」

「そうですけど……。普通でも充分いいのに、どうして」

「それは……。まあ、そいつがエロいからさ。それで、今後もこういう感じで続けてもいいかな」

「……はい」

　むしろ、このプレイオンリーにして欲しいくらいだった。

　命令されて、もっと色々とプレイの幅を増やしていきたいし、ただのノーマル状態じゃきっと竜は疲れてしまう。いつも尽くしているから、自分がこんな風にいたぶられる形で快感に戦慄くのも嬉しい。

「じゃあ、手錠とか、目隠しとか、そういうのもあり？」

「あり、です」

「葵に命令して、無理なこと要求するのも？」

「それはその最中にお願いします。恥ずかしいので」

　頬を染めながら言うと、自分が変態のように思えてきて耳朶まで染まる。

　さっきまで竜のことをご主人様と呼んでいたのだ。幼馴染であり、初恋の相手である彼に、欲情するように蜜を溢れさせて。

　信じられないと思いつつ、どこかで願っていた願望が叶ったことに胸の奥がざわついた。

　これからは、竜のことを『ご主人様』なんて敬うように呼ぶ瞬間が幾度となく来るのだ。考えただけでもぞわっとして、思わず頬を染めた。

「どうした？」

「いえ。あの、私、先にシャワーを浴びてもいいですか？」

「ああ」

　ほっとして立ち上がると、蜜がじゅっと溢れていることに気が付く。慌ててバスルームに逃げるように入ると、葵はすぐにシャワーで身体を流した。








　　　　◇◇◇






　竜との結婚生活も一年が過ぎていた。

　その日は薄曇りで夕方から雪が降ると予報にあったので、竜には傘を持たせて鞄や靴には防水スプレーを掛けた。

　ここ最近の雪は大雪が多いが、まなび文具は革靴で出社と決まっている為、運動靴に履き替えることも出来ない。駅構内は滑るし、階段は人がいて歩きにくい。電車だって通常通りに動かずに苛立つ人も増えるだろう。無事に帰ってくるか心配でもある。

　不安に駆られてテレビを付けるものの、どのチャンネルも大雪の予報についてばかりだった。これじゃあ余計に不安になるだけだと思い、地方テレビ局に回すと、韓国ドラマをやっていて女優が何か叫んでいた。

　これでいいかと肩を落としてソファにもたれたときだ。スマホが鳴った。見れば実家からだ。

　大雪の心配だろうと電話を取った。

「お父さん、今晩大丈夫？　雪酷いみたいだけど」

「ああ、この辺りは雪に慣れてないからな。止んだら雪掻きだ」

「明日、手伝いなら私もするし、竜も仕事の合間になら……」

「いや、雪掻きはいいんだ。ただ、ちょっとな……」

　父親が深いため息を吐いたので、葵は息を呑んだ。

　まさか病気にでもなったかと黙り込んでいると、スマホの向こうでもう一度ため息が聞こえてきた。

「どうしたの？」

　様子を窺うように訊くと、父親が「うん、まあな。決めたんだよ」と意味深に言う。

「なにを？」

「美田文房具の閉店をだよ」

　言われた途端に、葵は息が詰まる思いがした。

　思い出が頭の中に甦り、竜が営業に来てくれた日々や雪掻きをしてくれたことを思い出す。今だって担当は竜のはずだ。

「竜には相談したの？　閉店するほど売り上げがいきなり落ち込んだなら、彼が相談に乗ってくれるはずでしょう？」

「私ひとりで維持するのが難しいんだよ。葵がやってくれたことは助かったし、ありがたいと感じている。でも、学校の担当者と話したり、子供の好きそうな文具を選んだり、私ひとりでは目一杯になってしまうんだよ」

　父親が苦し気に言うので、葵も何も言えなくなる。もともと色々なことをしてみたいというタイプの人でもなかった。年老いてからは体力も落ちて、葵がしてきたことを引き継ぐのが難しくなったのだろう。

「あの、お父さん。私がもう一度仕事に戻れば──」

「そんなわけにはいかないだろう。新婚夫婦なんだ。こんなじっとりしたところに戻ることない」

「そんなの。だって、これまでなんのために頑張ってきたの」

　思わずぎゅっと奥歯を噛んでいた。

　葵自身望んで店主になったわけじゃない。店主になって欲しいと言われたときは、崖ぎりぎりに立ち尽くすような不安でいっぱいだった。

　売り上げを落とさなければいい、そう言われたものの、父親から預かった店は最初から赤字ぎりぎりだった。売り上げを落としたら最後、店が潰れてしまうような危険を感じていた。

　のんびり経営していた父親は気が付かなかったようだが、葵は数字を見ながら何度も何度も胃が痛い思いをしたものだ。

　父親には内緒だったが、胃薬を処方してもらいながら頑張っていた時期だってある。

　それなのに、相談もなく店じまいなんて。

「考え直して。私も手伝うし、竜だっている」

「そんなの無理だ」

「どうして……？　急に弱気になって」

「そうだな。葵がいなくなって寂しいのかもしれない。こんな風に駄々をこねていれば、葵が帰ってくるかもと、思っているのかもしれないね」

「お父さん！」

　さすがの葵も声を荒げた。

　竜と結婚しろと言ったのは父親だ。

　葵にとっては願ったり叶ったりだったが、店のことを放って結婚したことは気掛かりだった。竜だってそれは同じだろう。きっと、仕事の合間に父親の様子を見ていただろう。

　葵だってさすがに怒りたくなるし、竜だって一緒に怒ってくれるはずだ。

　美田文房具の閉店を考え直させないと気が収まらない。

「お父さん！　閉店のこと考えなおして。私がどれだけ頑張ってきたと思うの？」

「分かっているよ。すごく努力してきたのは知っている。近所からも評判が良かった」

「だったら、少しは相談してよ」

　葵はいつの間にか目に涙を溜めていた。父親があまりにも短絡的過ぎるのだ。

　力ならいくらでも借りられると分かっているはずなのに、全くそちらへ考えが及んでいない。

「もう疲れたんだ」

「お父さん……？」

　電話越しに聞こえる声に、葵は違和感を覚えた。

　精気のない声に、葵の活力まで奪われるようだ。

「お父さん……。ねえ、少し休んだら？」

　様子を窺うように言うと、父親が深いため息を吐いた。

　心配になってきて実家に行こうかと思い窓の外を見れば、雪がいまにも降りそうな曇り空だ。

　今から行くのは不安で動けない。最近の雪は大雪だと身に染みているのだ。

「ああ」

「あのね。私はもともと引き継ぐつもりで店を頑張っていたんだし、もう少しゆっくり考えて？」

「もう半年後に閉店にするって決めたよ。閉店セール後はぱーっとする」

「お父さん……」

　さっきまで怒りで満ちていたが、今度は不安でいっぱいになる。

　思えば、父親の身に起きたことは喜びばかりではないのだ。娘が家を出ていなくなり、経営をひとりで切り盛りしないといけなくなった。子供の結婚というイベントは喜びであると共に環境の変化であり心に負担があると聞いたことがある。

　病気の不安だってあったろうし、義理の息子である竜がいくら様子を見にいったところで、本音を吐露するわけがない。

「決めたんだよ。半年後に閉店って」

「お父さん……」

　今日は引き止めるのは無理だと思い引き下がるものの、後日上手く話を付けることが出来るか心配だった。元気をなくしているし、仕事へのやりがいも感じていないようだからだ。

　実家までは電車で三十分程度。顔を見るだけでも行こうかと口を開けた時だ。

「今日は雪だし、竜くんも大変だね。葵は家の中で温かくしておきなさい。外に出て雪に降られたら大変だからね」

「……うん」

　言われたことを守ろうと、葵は静かに頷いた。

　無理に実家に顔を出しても、きっと喜ばないだろう。心配して不安にさせても、今の父親にはよくない気がした。それに竜だって、今日は帰宅が難しくなるかもしれないのだ。

　父親が大丈夫そうなら、そうした方がいいだろう。ただ、すぐに竜には相談すべきだと思った。

「お父さん……。今日はきっと寒くなるから、温かくしてね。明日の雪掻きは竜に行ってもらうから」

「ああ、期待して待ってるよ。前みたいに片付けてくれるとありがたいからな」

「……うん」

「じゃあ、竜くんによろしく。店のことは悪かった」

　そう言って、父親が電話を切ってしまったので葵は肩をがっくりと落とした。

　テレビの韓国女優が何か言っているが、よく分からない。言葉がもともと分からないせいもあるが、疲れて字幕を読む元気もないのだ。

「ああ、どうしよう。竜に色々言わないといけない」

　大雪のことで仕事も大変だろうと思うと申し訳ないが、葵はそっと竜に電話を掛けた。

　メッセージでもいいと思ったのだが、短い言葉じゃ伝えきれそうにない。

　何回かコールしていると、竜の声が聞こえてきた。

「もしもし？　竜？」

「どうした？」

「お父さんから……、美田文房具を閉店するからって、今聞かされました」

　竜が息を呑んだ。葵も自分の言ったことがまだ信じられずに、『閉店』の二文字が頭にちらつくだけで現実味がない。

「嘘だろ。俺、そんな話一度もされてないぞ」

「そうだろうと思いました」

　竜は父親を支えようと気を回してくれていたろうし、父親のことだってよく知っている。

　彼にしてみれば、話してくれないことが悔しいだろう。

「お父さん……、疲れたって言っているんです」

「疲れた？　精神的に？」

「はい、たぶん。心配だから雪がおさまったら、会いに行きます」

「俺も行くよ。そんな様子なかったし、会うと笑顔で話してくれてた。ただ、言われてみれば、会う度に元気元気しか言わないのはおかしいよな。すぐに気が付けば良かった」

　竜は気落ちしたように黙り込んでしまった。

　彼を責めているわけじゃないのだが、父親と週に三回も会う機会があるせいか、責任をなすりつけてしまったような気がして、葵も落ち込んで言葉にならない。

　新婚生活が楽しかったおかげで、葵はすっかり竜と二人きりの時間に慣れきり、日中ひとりの時間はセックスの練習をしていた。

　今回のことは、まるでその罰が当たったかのように思えて余計に胸が痛むのに、竜にそのことを言う勇気はなかった。

「お父さん、さみしかったんだと思います。それに美田文房具だって、楽じゃないです。在庫を出来るだけ残さないように発注してもどうしても残るし、でも新商品は出てくるし、お客さんには古いものばかり売れないですし」

「分かるよ。個人商店で上手くやってるところは少ないし、お父さんみたいに、年齢とともに閉店っていう場合も多い。でも、美田文房具は葵のおかげで新しい客も出来たし、学校との繋がりだってある。なくなったら、困る人だっているんだよ」

「だから。あんな風にいきなり閉店なんて言ってほしくないんです。なんとかしないと」

「今は仕事だから、帰ったらゆっくり話そう。俺も今日、美田文房具に足を運べそうなら、回ってみるから。葵は家にいて。じゃあ」

　忙しいのか切られてしまうと、途端に不安になる。

　文房具店に来てくれていた常連には可愛いお客様が増えていた。小学生もぽつぽつ来てくれていたし、葵が発注した商品をとても気に入ってくれていたのだ。

　そう思うと、胸が痛い。

　何も出来ないまま待つのが苦しくて思わず立ち上がると、キッチンに向かって歩いた。

　料理をするでもなく、ぼんやり向かう。すると、なんとなくお湯を沸かして立ち尽くす。

　窓の外を見れば、雪が静かに降り出していた。

　予想よりだいぶ早い降り出しだ。

「竜……帰りの電車大丈夫かしら」

　ぼやくものの、何も行動には至らない。

　深いため息を吐いていると、お湯が沸き始めた。ティーバッグをマグカップにセットしてお湯を注ぐと黄金色がじわりと滲み出てくる。

　見ていてやすらぐものの、心の不安が拭えない。

（どうしよう。今になって閉店のこと考えたら怖くなってきたわ）

　売れ行き悪化の、ただの店じまいじゃない。

　父親の調子が悪くなって、いきなり閉店だと言い出したのだ。

　それに、閉店したら店の文具はどうしたらいいのだろう。

　閉店だと決めても、思うように在庫を売り払うことが出来なければ、店の負担は大きくなる。

　疲れている父親に最後までやり切る力があるとは思えない。

　かといって、葵がすべてやるとなると頭が重くなるようだった。

　閉店をいかに食い止めるかを考えたいのだが、葵の頭には中々浮かぶことなく、雪はベランダを白くしていった。







　竜の帰宅は、いつもよりだいぶ遅かった。

　電車が間引き運転したせいで、人が駅に溢れたそうだ。竜も人混みに圧し潰されながら、普段の三倍の時間をかけて帰ってきた。

「大丈夫ですか？」

　竜が玄関でコートにかかる雪を払いながら、葵に笑みを見せた。

「生きて帰ってこれただけでも良い感じだな」

「そんなに大変だったんですか？」

「入場規制した駅もあったみたいだし──。葵？　それ、ネットのニュースになってるけど知らないのか？」

　言われて葵ははっとした。

　ぼんやりニュースを見ていたが、結局耳に入らないのでショッピング番組に変えていた。ただ流れてくる商品を見て、何も考えないでいるのが楽だったのだ。

「大丈夫か？」

　手をぎゅっと握られて、葵は「大丈夫です」と、頷いた。

「店のこと心配だって電話くれたじゃないか。俺に気を遣うことないだろ」

「ごめんなさい。竜が一日中大変なときに、ぼんやりしていたんです」

　それだけじゃない、竜にも悪いことをしているが、たったひとりの父親にだって、日がな一日セックスの練習をして、背徳的なことをして会うことを忘れていたのだ。

　ひとりで考え込むと落ち込んでしまってたまらない。

「とにかく、明日はすぐに出社は無理だから、少しふたりでゆっくりしよう？」

　葵は小さく頷いた。

　一日中ひとりで待つしかなくて、父親が早まって明日にでも閉店だと電話が来ないかと悪いことを少し考えていた。悶々とした状況が辛くて、竜の心地よい声音でようやく落ち着いてくる。

　雪を払い終えると、コートを脱いでハンガーにかけた。靴も鞄も、スプレーのおかげで水浸しにならずに済んだようで、受け取ると水を弾いていた。

　竜と共にリビングのソファに座ると思わず身を預けてしまう。色々考えてすっかり疲れてしまったのだ。

　ぽんぽんと頭を叩かれてぎゅっと抱き寄せられる。「疲れた」と思わず吐露すると顎を掬われて口づけられる。

「まっ……まって……」

「いいだろ。明日はゆっくりできるし」

　力任せにソファに押し倒されると、強引にエプロンを剥ぎ取られた。着ていたニットを脱がされると、思わず身体が粟立つ。ブラを弾くように取られると、胸が露わになって鷲掴みにされた。

「んっ」

「今日はどうしたい？　自分でお願いしてみようか」

（どうしよう……。こんな時なのに、いつもより嬉しい……）

　腹の奥がジンジンし、蜜がとろっと溢れだしていた。まだキスをされて胸を掴まれるように触れられただけなのに、期待に蜜が蕩けだしている。父親に自責の念があったじゃないかと思っても、豹変した竜を前にすると止まらない。

　それに、今は余計にめちゃくちゃにしてほしかった。

　閉店後はどうしたらいいとか、父親の説得は誰がやればいいとか、真剣なことを考え過ぎて頭がパンクしそうだったのだ。

「お願いは？」

「キス、してください」

「おねだりしてる葵は可愛いよ」

　意地悪な笑みを漏らす竜だが、すぐに覆いかぶさると唇をふさがれる。

　舌先が入り込むと葵のか弱い舌を絡めとり弄ぶようにした。それが心地よくてされるがまま応じていると、舌の裏や歯列まで丁寧になぞられる。

「ふあぁ……あぁ……」

　蕩けていく感覚を覚えつつ、上半身が露わになっているせいで空気が揺れるだけでもちりちりして、身体が震える。それにつられるように、声を漏らした。

「あっ……あぅ……やぁ……」

「足りないのか？」

「まだ足りません。今日は寂しくて」

「仕方ない。たっぷりしようか。身体中に」

　いきなり言われて、どぎまぎしつつ心は高揚している。すでに露わになっている膨らみに吸い付かれると身体がひくついてしまう。先端を舌先で捏ねられて口から声が漏れると、それに応じるように丁寧に舌先で転がされる。

「あっ……あっ……だめ……りゅうぅ」

「震えてるぞ……。まだまだなのに」

「ごめんなさい。もう、身体が……」

「ひとりで気持ち良くなるつもりか？」

　葵ははっとして、首を振った。そんなつもりはないのだが、少し触れられるだけでも身体がひくんとして戦慄いた。自分の思いとは裏腹に勝手に気持ち良くなってしまうので、懸命に堪えるのだが膨らみに手が触れて揉まれると、また快楽の坩堝に呑まれてしまう。

「あっあっ……あぁあ」

「こっちのほうは？　どうせ蜜でたっぷりだろう？」

　すっとスカートを降ろされてしまうと、下着を脱がされて足を広げさせられた。そのまま秘丘に指が這うと葵はひくっと身体を震わせた。

「なにを考えてるんだ？　この淫乱女は」

「ご、ごめんなさい」

「謝っても仕方ないだろ？　事実を言っただけなんだから」

「……はい」

　痴態を晒しながら受け入れると、なぜか心が晴れていく。今まで昼間のセックスの練習のことが辛くのしかかっていたが、今はなぜか違う。

　事実だ、そう言われて逃げ場がなくなった気がしたのだ。竜の口から聞けたから、余計に自分ははしたないことを日常的にする女なんだと認めることが出来そうな気がする。

　ただし、竜の前でだけだ。

　蜜口に指を突き入れられると、つっぷりと入り、三本にいきなり増やされる。たっぷりの蜜で滑るそこはすぐに受け入れ、ぐちゃぐちゃと音を立てながら抜き差しが始まった。

　内壁を擦られて、思わず背を仰け反らせると、葵は淫靡に息を切らせる。

「はぁはぁ……竜……竜……足りません……」

「まだまだこれからだ」

「私、今日は何をされても足りません」

　そう言うと、竜は一瞬驚いた顔を見せた。でも、すぐに厳しい顔になって葵の蜜芽を圧し潰す。

「あっあぁああ！」

「まだまだ余裕があるようだから、たっぷり教え込まないとな」

「ち、ちがうんですっ！」

（酷くされると、もっと欲しくなってる……。今日はそういう日みたいで……）

　じんじんと身体中が火照り、自分の身体の状態に説明を付けるのは難しかった。

　葵だけが納得していればいいだろうと思いつつ、主従関係にあるのだから、葵は報告の義務があると思ったのだ。とはいえ、本音は満たされるまでして欲しいというものだが。

　長い指がめちゃくちゃに掻き混ぜていると、同時に花芽も潰される。

「んああっぁあああ」

　腰を揺らして目を剥いた。今にも果てそうなほどの快楽に獣のように喘いでしまう。

「よがるといい」

　指の抜き差しをされ続けて葵は息が辛くなってきた。そのまま腰を揺らめかせていると、すっと指を引き抜かれる。腹の奥がじれったい感触に苛まれていると、竜はスラックスをくつろげた。そそり立つ猛りが引き抜かれると、葵は頬を染めて顔を逸らす。

「欲しいだろ？」

「……はい」

「素直でいい。どんな風にして欲しいのか言ってみろ」

「奥までたっぷり欲しいです。後ろから」

「分かった……。何度も何度もしよう」

「え？」

　一瞬、おかしいと思った。

　いつもは元気がない状態からスタートだったはずが、今日はいきり立つように元気がいい。何かあったのかとも思うが、竜の身体のことである為にどう切り出せばいいかわからない。

　そんなことを考えているうちに、ひっくり返されて尻を突きだす恰好にされる。

　そのままゆっくりと蜜口にあてがい、挿入されると奥まですぐに到達して葵は身体を震わせた。

　ソファの座面では心もとないと思っていると、竜がすぐにクッションを抱えさせてくれる。口調は厳しくても、優しさは変わらない。

　が、今はそれどころじゃなく最奥で熱が暴走しそうなほど膨れ上がっていて、内壁を擦っている。

「あっあっ」

　せわしない息づかいとともに、腹の奥で蠢くそれを感じながら葵は空気を求めた。

「たっぷり咥え込んだな。もっと奥まで入りそうだ」

「やぁあっ！」

　ずっぷりと入ると、身体が繋がってしまうくらい密接する。竜がそのまま後ろから抱きしめてくるとそれだけで身体が震える。

「足りないんだろ？」

「……はい」

「こんなに深く入ってもか？」

　葵はこくんと頷く。いつもならただそれだけでも果てそうなことなのに、葵は懸命にイクのを堪えていた。竜が耳朶を甘噛みしながら、腰を使うので甘い声を上げる。

「やぁっ！」

「感じてるのに、足りない？」

「私、今だけは忘れたいんです」

「お願いごとなら、ちゃんと言おうか」

「お願いします。竜。助けてください」

　震える声でお願いすると、そのまま抜き差しが始まりぐちゅぐちゅと音が激しく立つ。

　激しいストロークで奥を突かれて身体を戦慄かせていると、胸を鷲掴みにされた。そのまま先端を摘ままれて一気に頂きを昇りつめてしまう。

「あっああああ！」
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　まだ途中だったが、葵はぐったりと竜の胸の中で果てた。でも、宣言通りまだ足りない。

　それに、竜だって終われないはずだ。

　葵は振り向くと潤んだ目で竜を見つめて「もっとください」と懇願する。

　すると、もう一度ストロークが始まる。

　隘路が狭くなり動きが鈍くなるものの、すぐに押し広げられて滑らかな抜き差しに変わる。そして、葵の腹の奥がきゅっと締まると、竜が切なそうに声を上げだした。

「俺だって足りない」

　その刹那、葵の中に熱が飛沫した。

　どくどくと脈打ちながら放たれたそれを受けると、葵は恍惚の表情を浮かべて幸せに満ちていく。

　ほおっと一息ついたときだった。葵の身体がふわりと浮いて、いつの間にか引き抜かれていた男根は、まだ竜の真ん中でそそり立ち、葵を困惑させる。

　どこに連れていかれるのだろうと思っていると、バスルームだった。

　湯は入っているし、ちょうどよかった。電気を付けてふたりで浴室に入ると、足を伝った精を竜がシャワーで綺麗に流してくれる。

　葵がうっとりしたまま竜を見つめていると、すぐに浴槽に入れられた。

「まだ終わってないぞ」

「分かっています。ご主人様」

　葵は上目で見つめて、湯の中で上を向いている猛りに向かい腰を落とした。

　やっと認めてもらえたような気分だったが、今はそんなことを竜と話す余裕がない。

　ゆっくりと蜜口に押し当てて、滑りに任せて挿入すると一気に貫かれる。

「ああっ！」

「うっくっ」

　浴室に卑猥な声があがり、葵は恥ずかしくなって頬を染めた。

　けれど、腰を持たれてしまうとすぐに揺さぶられて休みなく奥を刺激される。

　さきほど果てたばかりで刺激が強く、すぐに隘路が締まる。けれどこじ開けるように揺さぶられて、葵は目を剥いた。

「ああぁ……あああっ！　おかしくなりそうですっ」

「今日はそういう日なんだろう？」

「そうです」

「じゃあ、いいだろ？」

　ずんと突きあげられて、身体が引き裂かれるような刺激を受けた。

　とっくに奥を刺激されているのに、さらに子宮を揺さぶるような感覚に、頭が蕩けるどころか痺れるような感覚すらある。思考もマヒして葵は腰をただ振りたくるだけだ。

「ほら、自分でも気持ちいいところがあるだろう？」

「は、はい……」

　竜は突然動きを止めた。自分で動いてみろということらしい。葵は強引に自ら腰を使うが、さきほどの快楽には遠く及ばず焦れた想いに、思わず竜を見つめた。男性の力任せなやり方の方が葵は好きなようだ。

（こんなことが好きなんて）

　自分でも信じられないと思いつつ、葵は蕩けた頭で懇願した。

「もう一度突きあげてください。私、あれが……好きみたいです」

「分かった。望みどおりにしてやろう」

　はあっと息を漏らしながら、竜を見つめた。彼がこんな力任せなセックスをする人だと思ってなかった。命令も考えられなかったし、結婚してみて竜のことは初めて分かった気がする。

　まだ、きちんと好きと言われたことはないけれど。

　ひとつに繋がることが増えて、その行為が子作りだと認識している以上、嫌いではないと思いたい。セックスの時に好きだと言ってくれた事もあるが、ときどき、嫌いだったらどうしようかと思うのだ。

　こんなことをお願いしているのだって、少なからず竜からの好意があると信じているからだ。

　そんなことを考えていると、思い切り突きあげられた。

「あっああああ！」

「ぼんやりしていていいのか？」

　葵は首を振った。

　この時間が大切だというのに、なんで余計な考えが浮かんだりするのだろう。

「もう一度」

　ずんっと突きあげられて、葵の身体がふわりと浮くほどになる。

「ひあぁああ！」

　腹の奥がひくついて、たまらず葵は竜に抱き着いた。もうこれ以上の刺激を受けたらまともじゃいられない気がした。竜と永遠に繋がっていたいのに、激しく貫かれたくてたまらず、身体が悲鳴を上げてもどうでもいいと思えている。

　痛みはないが、こんな乱暴なことを何度もされていたら、行為の後に痛みが伴うだろう。

　それでも今は、この快楽に浸りたい。そんな思いに至ってしまうほど、葵の頭はとろとろに蕩けてしまっている。

　そのまま腰を持たれると、小刻みに腰を使われる。

「あっうぁ」

「俺も、そろそろ……イク」

　葵の返事を待たずして腹の中に精が放たれると身体がひくひくして、湯が汚れていく。

　堪えるように見つめると、竜は恥ずかしそうに葵を見つめてきた。

「まだ、出来そうなんだ」

「えっ？」

「まだ、いいかな」

　そのまま浴室の壁に立たされて、熱が体内に侵入してきた。

（う、そ……）

「葵もしたいだろ？」

（連続三回なんて……身体が……痛い）

　無茶な挿入のせいで蜜口がひりひりしている。それに貫かれても、もう身体がへとへとで反応するどころかぐったりしている。

　そんな状態で竜を気持ちよくさせられるだろうか。

「ああ……葵の中……いい」

　すっかりご主人様モードではなくなった竜がぼやくので、葵は呆れて振り向いた。

「あの、そんなに沢山は……っ」

「やりたい。俺、なんか自信ついたみたいで」

「自信？」

　よく分からないと思いつつ、後ろからまた抜き差しが始まると葵はまた喘ぐしかない。

　すっかり身体が冷めてしまいそうで、震えると竜はストロークを早めた。

　葵はせわしなく喘ぐと、初めてのときとは大違いだと頭を蕩けさせる。

（竜ってエッチが凄い）

　とろんとした目で考えていると、葵はそのまま意識を手放した。







　朝の冷たい空気を感じて葵ははっと目を開けると、隣には竜がいた。気持ちよさそうに寝ていて、思わず見惚れてしまう。

　長いまつ毛が、ぴくんと揺れて黒髪が少し乱れている。上半身は裸で布団に包まっていた。

　存分にセックスした、というところか。

　でも、葵にはその記憶がない。まさか、記憶のない葵の身体を嬲ったなんてことは竜に限ってないだろうとそっと上掛けを掛け直した。

　すると、竜の目がゆっくりと開いて大きく伸びをする。

「おはよう、葵」

「おはようございます」

　恥ずかしさのあまり毛布で顔を隠すと、竜がくすっと笑う。今さらだと言わんばかりだ。

　それは分かっているのだが、昨夜は何度果てたか分からないし、快楽に呑まれてうわ言だって言ったろう。恥ずかしい言葉を漏らしたことなら覚えている。

　しかも、「ご主人様、お願いお願い」と懇願していたし、本当に卑猥な女に成り下がっていたと思う。朝起きて思い出すと、竜がよく受け入れてくれたなと改めて思うのだ。

「昨日の夜のこと、覚えてますか？」

「当たり前だよ。全部覚えてる」

「あ、あの、そういうのは、覚えているものなんですか？」

「だめなのかな」

　竜が苦笑するので、葵は頬を染めた。出来れば夢の彼方へ忘れて欲しいのに、起きても覚えているなんて。けれど、竜の頭の記憶を消すことは出来ないし、葵だって、竜の獰猛さを思い出すと頬が染まる。

「葵？　俺、葵のことまだちゃんと好きだって言ってなかったよな」

「は、はい」

　いきなり言われて、胸が跳ねた。

　改めて告白となると、葵だってまだ一度もしたことがない。お互いに見合いをして、両親の為に結婚してそれなりの幸せを得て、喜んでもらえればいいと思っていたのだから。

　だから、好きだと言われるとまるで恋人同士のような気分に引き戻される。

「葵のこと、俺、昔から好きだった。ずっと、ずっと、出会った頃から」

「出会った頃？」

　葵は毛布に包まり竜を見つめた。

　出会ったのはいつだろうと思い出すが、あまりに幼い頃で思い出せない。

　三歳か四歳か、そのくらいだった気がする。どれくらい昔か定かではないが、幼稚園は一緒だった。小学校、中学校も同じ。高校も確か一緒だ。

　それで、大学も一緒だ。

「そういえば、竜とはずーっと同じ学校ですね。竜は別の子と仲が良かったし、私は女子とばかり一緒にいたから、気にしたことなかったですけど」

「はは……ああ、それなんだけど。本当のこと言っていいかな」

　竜が横を向いた。綺麗な長くて太い首に見惚れつつ、なんだろうと見つめていると、竜がぼそっと言うのだ。

「俺、葵のことが好き過ぎて、同じ学校受験してた。他のところには行くつもりなかったんだ」

「え……」

　思わぬことに言葉が出ない。葵の通っていた学校は可もなく不可もなく、そんなところだった。葵自身は特別秀でたものがないからそんな学校を選んだのだが──。

「確か、竜って学年でいつもトップクラスなのに学校選びが適当だって先生から呼び出されたって、聞いたことがあります」

「うん。まあ、もっと上を狙えるって怒られてた」

　葵はひくんと顔を引き攣らせる。竜は広い背中を見せるだけで、こちらを向かない。

　きっと余程恥ずかしいのだろう。聞いている葵だって呆れるほど恥ずかしい。

　進学校に行けば、竜の将来は変わったはずなのに。少なくとも、今の就職先じゃなかったかもしれない。大手企業に勤めていたり、ベンチャー企業を立ち上げたり、そんなことをしていたかもしれないのだ。

　竜は、そんな未来より葵を優先した。

「先生にはなんて言い訳したんです？」

「俺の行きたいところに行かせて欲しい、そう言って通した」

「信じられません。ご両親には？　塾だって……」

　そう言った途端に、葵はまた顔を引き攣らせる。

「塾は、帰りが遅くなるから、葵と同じところが良いって」

「うちも、お母さんが勝手に」

「それで、まあいいかって」

「そういう問題じゃありませんっ」

　さすがに背を向けたままの竜に苛立ちを覚えて揺さぶると、そっとこちらを向いて竜が苦笑いを見せた。そのいたずらな笑みに思わず葵も笑みを零す。

「ごめん。ずっと好きだったっていうのは、そういう意味。ストーカーみたいだろ？」

「うん。気が付かなかった」

　葵はくすくす笑いつつ、今まで竜からそこまで好かれていたことに一度も気が付かなかったことが不思議でもあった。グループで一緒に仲良くしたこともなかったし、塾は一緒だったが、帰り道を送ってくれた記憶しかない。ただの幼馴染だよね、と言えてしまうのは、ここまで接点があるのに竜との会話があまりないせいだ。

　それはそれで不思議だと疑問にぶつかる。

「竜とあんまり話したことないと思うんですけど。ううん。話していたけど、仲良しという感じじゃなかったような」

「まあ、それはそうだな。葵は自分がどんな風に見られていたか知らないから」

「私が？　どんな風に？」

　嫌われ者で、実はウザいなんて煙たがられる存在だったのを竜が助けてくれていた、なんて考えてみるが、自分ではなんとかやっていけていたと思う。女子とは会話出来ていたし、なにより地味な方だ。

　本当に、自分がどういう存在だったのかよく分からない。

「その話はまたするよ。それで？　葵は俺のことどう思ってるの？」

「私はもう何度も言ったでしょう？」

「昨日の夜の言葉で信じるわけないだろ」

　竜が不貞腐れたように目を細めていじけるので、葵は咳払いをしてから改めて竜を見つめた。

「私だって、ずっと竜のことが好きです。いつからか分からないけど、大人になって凄く好きになっていました」

「そっか……そっか……」

　竜の顔がにやけていくので、葵の方が照れてしまう。

　竜は学校まで追いかけてきたのだから、念願叶って恋が成就したようなものだ。葵の恋とは違って想いも深いだろう。

「俺たち、両想いだったってこと？」

「はい。学校の頃も、竜が気になってましたから」

「そうなんだ……」

「いつも傍にいたし、他の男子は苦手だったので」

　葵は改めて言うと、竜は嬉しそうに葵を抱きしめてくる。

　いつもより力が強いが、どこか心地よくて思わず胸に顔を埋めると竜が頬を擦り寄せてきた。

　恥ずかしくて耳朶が染まると、そのまま頬にキスされる。

「や、やめてください。朝です」

「好きって聞いて、やめられないだろ」

「そうですけど……」

　じわっと蜜が滲んできて、葵も物欲しげに見つめてしまう。昨夜意識が遠のくほど抱かれたのに、もう足りないなんて信じられない。でも、もう少し普通のパターンも試してみたいものだと、葵は考えてしまう。

　ご主人様、と連呼する度にいけないことをしていると思わされるし、ましてご主人様だと、主従関係が明白過ぎて思い出すと恥ずかしく、普段は記憶の彼方だ。

　だったら、気持ちがはっきりした今ならもうそんなことは気にせずに抱き合ってもいいような気がする。

　葵は自ら竜の胸に顔を擦り付けると、すぐに顎を掬われてキスを落とされる。

　そのまま口腔を舐るキスに変わると甘い息が漏れ出した。

「ふあぁあ……」

「今日は雪だし、もう少し寝坊してもいいよな」

「はい……。あの、普通にしても……いいですか？」

「……葵がそうしたいなら」

　とろんとした目で見つめると、吸い付くようなキスをされて葵は蕩けてしまう。

　もうご主人様、という言葉はいらないし、懇願する必要もない。

　葵は腕を首に回すと自ら舌を突き入れて、竜の舌先に絡めた。唾液が絡むとちゅっと音が立つ。そして、そのまま竜のキスが葵の耳朶やうなじにも這いまわる。

　くすぐったいと訴えつつ、寝間着を脱がされてすぐに下着も剥ぎ取られた。

　朝の光がわずかにカーテンの隙間から入り、ベッドを照らし肌に光をもたらす。丁度太ももに当たるので普段は見せないところまで照らされて、恥ずかしさに毛布で隠した。

「見せて？」

　命令口調ではない甘えた言い方に、なぜかどくっと胸を鳴らす。冷たく激しい口調に感じていたはずじゃ……と葵は思ったのだが、甘えた口調の中にも拒絶を許さないように、瞳をじっと見つめられた。

「……はい」

「葵は、俺がずーっと好きだったってこと、いやじゃないのか」

「嬉しいです。私もだから」

　素直に伝えると、葵の太ももにキスが落とされる。初めての場所への刺激に身体を震わせると、そのまま足を広げられて、寝間着も下着も脱がされてしまう。

　内またを舐められると舌が這いまわるぞくっとした感触に葵は戦慄いた。

「んっ……やっ……まってください」

「どうして？」

　竜は意地悪な目を向けて蜜壺に指をつっぷりと突き入れた。

「あっ！　やあぁ……っ！」

「朝はダメなんてことないだろ？　身体が痛い？」

「少し」

　本当は軋むように痛い。でも、この甘い感覚に溺れてしまいたいし、竜の甘えた声が心地よくてたまらない。ついさっきまで命令されて身体を震わせていたのに、今度は甘える彼が好きになっている。結局、いつもと違う扱いをされればそれでいいのかとも思ったのだが、優しさの中に拒絶を許さない眼差しを感じるので、葵はその瞳に反応しているんだろうと納得した。

　指の抜き差しがゆっくりと始まると、じゅぷじゅぷとすぐに水音が立つ。まるで待っていたかのように受け入れて隘路が締まると、指が強引に三本に増やされた。

　こじ開けるように広げられているものの、滑らかに指が動いている。恥ずかしさでいっぱいになりつつ、葵は息を荒げた。

「どこが気持ちいい？」

「今、触れているところです」

　葵はそっと同じところに触れると、竜の大きな手が激しく動いていて羞恥で頬を染めた。

　長い指がせわしなく蜜壺に入り思わず一緒に触れていたくなる。

「どうした？」

「気持ちいい……」

「葵の中、たっぷり蜜で溢れてる。今日は帰ってきてからもしたいな」

「あ……そんなに？」

「ああ」

　そう言われて指を引き抜かれると、葵はすぐに組み敷かれた。そして、足を広げられるとゆっくりと蜜口に熱があてがわれる。昨夜何度となく繋がって、蜜口が少しひりひりする。

　けれど、そのことは黙っていた。

　ゆっくりと侵入してくると、葵は思わず声を上げる。

「あっ！」

「どうした？」

「ううん」

（昨日から沢山してるから、い、いたい）

　ぎゅっと目を瞑って我慢しつつ、次第に蜜で溢れてくると快楽に変わってきて声も甘いものに変わる。

　ゆっくりと抜き差しが始まると、肌がぶつかる音がして抜き差しが激しくなった。

　パンパンと肌を打ち付けるほど深い挿入をされながら、奥を穿たれて葵はシーツを引いた。

　胸をぷるんと揺らしながら、はあはあと息を漏らすと竜がたわわな果実を鷲掴みにする。

「ひあぁ」

「葵のことをこんな風にしてみたかった」

「え……？」

「いや……なんでもない」

　竜の呟きは朦朧としてよく聞こえず、揺さぶられているうちに忘れてしまう。

　彼からの愛情はよく分かったし、繋がる度に、かりそめの夫婦から本物の夫婦になっていく気がした。

　もっと早く告白していればとそんなことが頭によぎるも、激しく揺さぶられて葵は嬌声を上げる。

「あっああぁ！」

「奥まで絡んでくる。まだまだ足りないみたいだな。葵も」

「ちが……あっ……やぁ……またぁ……っ！」

　腹の奥がどくどくと熱を持ち、切なく疼きだした。今にも弾けそうでもどかしい思いになっていると、竜が激しく貫いてきて頭が蕩けていく。

「うっ……うぁ……葵の中が、昨日より、締まるな」

「はあぁ……はぁ……あぁ……竜……もう何も考えられません」

「俺もだ」

　その刹那、腹の中で白濁が飛散し、子宮へと吸い込まれる。脈打つ猛りにたっぷりと精を注がれると、葵は笑みを浮かべて竜を見つめた。

「私、本当に竜のこと好きなんです。優しくて、かっこよくて、たよりになるから」

　うっとりと見つめて言うと、竜の顔が驚くようにひくっと歪んだ。

「そうなの？」

「だから、今すごく幸せです」

　葵から抱きよせると、竜が口づけてくれる。精の匂いが部屋に満ちていても気にせず、葵は竜に甘えた。やっと通じ合えたのだから。
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　葵との猛烈なセックスを終えた後の仕事は憂鬱だった。

　葵からの奉仕と自身の命令で自信もついて、ＥＤではなくなったようだから余計にそう感じるのかもしれない。

　雪が積り、辺り一面雪景色だが都内に出るとだいぶ雪掻きされていて、アスファルトが見えているところも多い。朝方葵を抱いたせいか、そのあとすぐに美田文房具に行くのは気が引けた。

　父親が突如、店をたたむと言い出して葵が落ち込んでいたから、仕事がてら見に行くと約束したのだ。ただ、昨夜存分に抱き合ったことを思うと、父親とはライバルのような関係じゃないかと思えてきて、うまく話が出来るか不安でもある。

　そもそも本当に結婚に賛成だったのかすら怪しくなってきた。

　一人娘だった葵は、母親が存命のときから、父親に溺愛されていた。

　葵目当てで文具店に向かうとレジで『葵が好きなんだろ？』と見抜かれて、二度と足を運べなくなる弱虫もいた。そんな中でも竜は足繫く通っていたが。

　営業鞄を手に電車に揺られながら、今も押し入れに仕舞ってある『葵日記』を思い出す。

（葵のことを毎日毎日日記に書いてたな）

　美田文房具で買った青地のノートに、タイトルもつけずに日付だけ書き、毎日毎日、葵と話したことや、葵の仕草や、色々なことを書き記していった。

　小学五年生くらいからはじめて、高校生くらいまでやっていたかもしれない。

　触れるどころか、喋ることも出来ないから葵のことを事細かに記して、悦に浸っていた。

　葵がもしかしたら、乱暴に扱って欲しい願望があるかもしれないと気が付いたのは、昔の日記を読み返していて、気が付いたのだ。

『女子から胸を触られても嬉しそう』

　同性だって、いきなり身体に触れられることには抵抗があるはずだ。それなのに、嬉しそうな顔をしていたので、もしかしたら──と作戦を変更した。念のために同僚の田畑にそういう願望のある女性はいるかと訊いてみれば、意外と多い、なんてデータもくれて実行に移せたのだ。

　そして、あの晩に『ご主人様』と呼ばせる葵を目覚めさせてしまったわけだが。

　それに、『葵日記』だけがすべてじゃない。

　大人になれば様々なおもちゃを手に入れることが可能だが、中学生の時分では到底無理だった。だから、当時、適当な長細いクッションを買うとそこに葵の写真を貼って寝る時は添い寝した。

　思い出すと変態だと思うのだが、あの頃の満足度は半端なく、そのクッションがなくては寝られないほどだった。

　母親にはバレないように、普段は写真ははがしておき隠しておく。写真だって、葵を好きな男子のグループから譲ってもらった、隠し撮りしたものだ。一枚二千円。

　女神さま相手に金に糸目はつけられないと、かなりの枚数購入したものだ。

　懐かしいとため息を吐いていると、美田文房具の最寄り駅に到着した。

　寒々しい空気と共に外に出ると、竜はすぐに文具店に急いだ。駅からそう遠くないところだったし、雪掻きの手伝いをしながら話そうかと考えていると、葵の父がせっせと雪をどかしている。

　すぐに駆け寄り声を掛けると、父親が挨拶をした。

「竜くん、こんなときまでお疲れさま」

「お疲れさまです。雪掻きなら俺がやりますよ」

「いや、いいよ。こうして身体動かさないと、気が滅入りそうでね」

　言われて、竜は手を引っ込めた。

　いつもなら取り上げてでもやるのだが、身体を動かしているうちに閉店のことも吹き飛ぶかもしれないし、もう少しゆっくり検討してくれるかもしれない。

　そう思いつつ、立ち尽くしては手持ち無沙汰だと丁度手近にあったスコップを借りて雪掻きを始める。黙々と雪を掻きだすと、父親が言い出した。

「葵から聞いたから、来たんだろう？　閉店のこと」

「はい。それもあるんですけど、元気もないって聞いたので」

「そうだな。葵は可愛いから」

　ちらっと見られて、どくっと胸を鳴らした。昨晩、朝だって抱き合ったばかりなのに、様子を窺うような目をされたらたまらない。

「もう私も限界なんだ。身体だって辛いし、病気だってある」

「それはそうなんですが」

「閉店するのは惜しいが、私の力で存続することの方が難しいんだよ」

「私のちから……」

　その言葉に竜ははっとした。

　竜たちは手伝おうと考えたりしていたが、父親はなんとしてもひとりで切り盛りしないといけないと思い込んでいるようだ。

　竜は結婚したからといって、葵が家庭にどっぷり入らないでもいいと思っているのだが。

「今日は雪で営業どころじゃないだろ？」

「そうですね。新しいカタログを置いていくより、雪掻きした方が喜ばれるかもしれないです」

「そうだろうな。ここはいいから、次の店に行きなさい」

　追い出されるように言われてしまっては、竜も従うしかなかった。

　今日はさすがに客だって少ないだろうし、葵の父親も近所の人の目があれば変なことにならないだろう。

　身体を動かしていれば、嫌なことだって考えなくなるかもしれない。

　竜は引き下がるように店を後にすると、別の店舗へと電車で向かった。

　結局この日は一日中、力仕事をすることが多かった。

　葵には、素直に閉店のことを言うしかないだろう。

　その上で話し合わないと、埒が明かないような気がする。

　帰りの電車でぐったりしながらドアにもたれていると、疲れて眠ってしまった。





第四話







「お父さんは閉店だって言ってました？」

「そう言ってる。自分の力じゃ続けられないって。俺たちの力を借りたくないみたいだ。いっそのこと俺が会社を辞めて──」

「それはダメです。自営業は不安定ですから」

「そうだよな。今の会社、給料は高くないけど、福利厚生はいいから」

「自営業に福利厚生はありませんからね。辞めないでください」

　葵は食事を終えてソファでくつろぐ竜にコーヒーを淹れて持っていく。竜は伸びをしながら、ドラマを見ていた。一日中雪掻きをして汗だくになり疲れたと聞いた時は竜らしいと思ったが、昨夜からまともに寝てないのによく体力が続くと呆れてしまった。

　それにしても、閉店は決まっていると決めつける父親を、何か説得出来ないかと葵はソファに腰を下ろしながら考えた。

　テレビもろくに頭に入らず、思いついたままのことを口にする。

「私がまた店長になるのはどうでしょうか。今、家にいるだけですし」

「ああ、まあそうだけど」

　竜が少し不服そうな声を上げた。

　なぜだろうと首を捻ると、竜がちらりと視線を向けてぼそっと呟いた。

「そのまま実家に帰るなんてことないよな」

「ありません！　私の家はここです」

「でも、子供はどうする？　仕事となると、葵だって手抜きしないタイプだろう？」

「そうですが──」

　視線を落とすと、何も言えなくなった。

　散々たっぷりと愛し合っているのに、まだ子供は授からない。家にいれば竜の予定に合わせてセックスが出来るのは確かだ。

　とはいえ、昼間ほとんどの時間を暇しているし、今は真面目に子作りに励もうとは思えない。

「竜、このままじゃ本当に閉店してしまいます。私がなんとか引き継いで、父親を説得すれば、それで済むんです」

　葵は竜に向き直り真剣に言うが、竜はドラマを見ながら不貞腐れたように答えない。

「竜？」

「実家に戻っても、絶対にこの家に帰ること。それだけは約束して欲しいな」

「当たり前です」

　葵は微笑むが、竜は笑わない。まるで父親と葵の取り合いでもしているかのようだ。

「電車ですぐですし、よっぽどのことがないかぎり、実家に泊まることはしません」

「よっぽどのことがあったら迎えに行く」

「……はい」

「店を手伝うのは賛成だし、閉店にしたくない気持ちは俺も同じだ。でも俺は、ようやくこの幸せを手にいれたんだ。葵が帰ってきたら家にいるっていう幸せを」

「はい？」

　よく意味が分からず首を傾げると、竜がはっとして、立ち上がる。

　見ていたドラマを消してしまうと、「風呂入ってくる」と言って、そそくさとひとりで行ってしまう。その後ろを、葵は付いていく。

　浴室でさっさと服を脱ぐ竜はわずかに鍛えられた胸板が綺麗だ。でも今はそんなことを考えている場合じゃない。葵はすぐに一緒に服を脱ぎだすと、竜が気付いてぎょっとした顔をする。

「葵も一緒か？」

「そうです。店のお話終わってませんから」

「そうだな」

「お店手伝ってもいいですよね？」

「あ、ああ」

　竜が押しに負けるように頷くので、葵はもう一度胸をぎゅううっと押し付けて上目で訊いた。

「私が美田文房具を手伝うことに反対はありませんね？」

「ない。ありません」

　葵がにこっと笑みを見せた瞬間だった。

　身体にそそり立つ熱を感じたのは──。

　慌てて逃げるように離れようとするものの、竜からぎゅっと抱きしめられて風呂場に連れていかれる。

　すぐに湯舟に入ると、キスをされてしまい抗うすべはなかった。

　淫靡な声が浴室に響き渡るなか、葵はうっとりと竜を見つめていた。







　日曜日、竜が不安そうに鏡の前でしきりに前髪を整えていた。葵は化粧をしながら、父親の様子が気になりつつも、開口一番怒り出さないか不安である。

　竜がいれば安心だと思うが、店を存続したいと告げることが父親の負担になるのは理解している。結婚した娘に押し付けたという罪悪感を植え付けてしまうかもしれない。

　でも、葵にとっては文具店がなくなることが辛かった。

　ニットにスカートを履いて、身綺麗に髪の毛も結わいて整えると竜をちらりと見た。

　ソワソワしながら、まだ鏡の前で髪の毛をいじっている。

「そろそろ行きましょう。お父さん、お昼食べると居間で寝ちゃうかもしれないんです」

「ああ、そうか」

　葵はちらりと時計を見ると、午前十時を過ぎていた。着く頃には十一時を過ぎるかもしれない。

　鞄を持って竜を急かすと、先に玄関に向かった。後から竜が来るとふたりで駅に向かう。

　駅まで五分で、電車で三十分。ぎりぎり、というところだ。

　葵はなんとか父親を説得し、今の自分でも店を継げることを証明したいと思っていた。

　竜の会社には美田文房具の発注書があり、以前より発注数が格段に増えていることを言ってくれるそうだ。葵も売り上げが上がったことを言うつもりだ。

　葵が店主になっても悪いことがないと言い聞かせないと納得してくれそうにない。

　電車に揺られていると、竜が黙っていて葵も緊張してしまう。

　なんとか気を紛らわそうとスマホをいじっていると、竜に小突かれた。

「少し寝とけよ。昨日も寝れてないだろう？」

「……はい」

　言われて瞼を閉じると、ゆったりと眠りの世界に落ちていった。

　しばらくして竜の声とともに起きると、実家の最寄り駅に到着していて慌てて降りる。

　すっかり疲れて深い眠りに落ちたようで、竜が心配そうに見つめてきた。

「大丈夫か」

　竜に笑顔を見せるとふたりは改札を抜けて、住宅街に向かって小道をずっと歩いた。駅前は商店街が続いているものの、都内に出ればなんでも買えるため、店仕舞いをする店も多い。

　ただ、この商店街はおかず横丁と言われていて、夕飯のおかずなら何でも揃っていた。

　住民がお世話になることは多々あり、世の中が便利になってもわりと賑わっているほうだろう。

　しかし、葵の住む住宅街となると話は別で、コンビニくらいしか店がなくなる。

　ぽつんとある美田文房具を見つけると、葵は懐かしくてほっと胸をなでおろす。まだシャッターを下ろしていなくて安堵するほどだ。ただ、父親は店先にガチャガチャを出してはくれていない。あれが目当てでくる子供もいるのだが。店内もがらんとしていた。

　店の入り口から入ると、葵は父親を呼んだ。

「お父さん、ただいま」

「葵？」

　立ち上がる音が聞こえてきて、居間の奥から足音が聞こえてきた。そしてのそっと顔を出した父親を見ると、葵はまたほっとする。思ったよりも元気そうだ。

　少しやせたような気もするが、慣れない独り暮らしで食生活まで気が回らないのだろう。

「どうした？」

　よたっとしながら店を歩くので、葵は心配した。以前より覇気がない気がする。

　おじいちゃん、という雰囲気があった。

「身体大丈夫？」

「ああ、冷えてると身体が動きにくいが」

「そうなの。じゃあ、ちゃんと温めて」

「そうするよ。それより、今日はどうした？」

　不安そうな顔をするので、葵は竜を見つめた。

　真面目な顔をして眉間に皺まで作っているので、少し表情が怖い。注意しようかと思うものの、父親の前で言うべきか悩むところだ。

「お父さん、あの、今日は美田文房具の閉店についてご相談に来ました」

　竜が真面目な顔で言うと、父親の顔色が変わった。むすっとした表情になり、竜を睨みつける。

「まさか、竜くんが後を継ぐなんて言い出さないだろうね？」

「いいえ、俺じゃありません。葵です」

「葵？　だって、結婚したばかりだろう。実家に出戻りだって噂されるぞ」

「そんな噂どうでもいいの。噂が心配なら竜のご両親にちゃんと説明してもらえばいいでしょう？」

「だけどな？　新婚夫婦に手伝ってもらっても、申し訳ないだろう」

　父親は案の定、拒否した。

　分かっていたことだ。竜はすぐに説得を始める。

「葵が店主になってから、発注数が増えて売り上げが伸びているはずです」

「だから、葵が店長でもいいのか？　竜くんの家庭のことでもあるんだよ？」

「分かってます。でも、葵が悲しい思いをするのは嫌なんです。女店主として頑張ってきた実績がありますし、成果も残しています」

　父親が明らかに動揺しているのが分かって、葵は見ていて辛くなった。追い詰めるつもりで言っているわけじゃないが、現実を突き付けないと理解してくれないのだ。ちゃんと言って、仕事をさせてもらわないといけない。

　けれど、葵の父親は苦笑いをしながら竜を見た。

「だからって、大事なときに働くことないだろう？　子供はどうする？」

　父親が苛立つように言うので、竜は冷静な言葉ではっきりと言った。

「のんびり待ちます」

　竜の言葉に葵はほっとして、胸をなで下ろす。

　本当のところ、彼はどう思っているのか心配だった。葵が働くと話した時少し嫌がる素振りも見せたし、働くようになれば夜遅くまで抱き合うなんてことも出来なくなるかもしれない。

　仕事が気になって、セックスどころじゃなくなるかもしれず、竜とはまたレスになってしまうかもしれない。実際に不安はある。

　けれど、きっと竜はこの不安を理解してくれているのだ。

「お父さん、私からもお願いします。私、二年間必死に頑張ってきたの。売り上げのことだってどうにか解決してきたし、竜も沢山アドバイスくれるから、きっとこれからだって大丈夫。家庭だってきっと平気だと思う」

　葵が一気に言うと、父親はため息を吐いて腕を組んだ。

　仕方ない、そんな雰囲気を感じ取りながら葵が真剣に見つめると父親がぼそりと言う。

「葵に任せる。ただし、父さんにも相談すること」

「はい。ちゃんと言うから」

「私は早く孫が見たい」

「……分かってます」

（わざと言って困らせようとして）

　呆れたと思いつつ、それくらい口が利ければ問題ないと思い、竜と顔を見合わせた。

　早いうちから手伝わないと、また売り上げが落ちそうだと、葵は父親にガチャガチャの話をしたり、子供向けの文具の話をして、すぐに手伝いたいことを伝えた。

　一瞬、怪訝そうな顔をされるものの、売り上げと聞いて父親も理解してくれ、明日にでも葵は手伝いに来て良い事になった。

　話が通って良かったと竜と顔を見合わせる。

「じゃあ、私頑張るからね」

　父親に宣言すると目を丸くして驚かれた。

　久しぶりの我が家でお茶を飲みながらゆっくりし、街中に出てデートをした。

　服を買ってもらい、カフェでのんびりしていると気が付いたら夕暮れどきだ。

　ちらっと竜を見れば、同じように見つめ返される。

「今日って、別に部屋に帰る必要ないよな。買った服あるし」

「……そうですけど」

「たまには外でもいいと思わないか？　食事のこともあるし」

「……まあ、はい」

　明日から葵にとっては久しぶりの仕事だというのに、おかまいなしで葵は頬を染めた。

　久しぶりだからきっと忘れていることもあるだろうし、お金を扱うから緊張もするだろう。品物の見間違いがないか無意識に肩に力が入るかもしれない。

　前日に身体を重ねるなんて大丈夫だろうか。

　そう悩んでいるうちに手を引かれてしまう。あっと思った瞬間にはホテルの入り口に向かって歩いていた。

　入ったことのない黒を基調にしたホテルで各式の高そうな印象だ。見た目は綺麗にまとめてはあるが、大丈夫だろうかと服を見て確認する。

　竜はぐいっと手を引くとそのまま手を絡めてフロントで受付を始めた。

　部屋は空いているらしく、すぐにチェックインの手続きを済ませてしまう。まさか部屋がすんなり取れるなんて思わず、葵はどぎまぎしながら様子を見ていた。

　カードキーが渡されると、竜は受け取りすぐに歩きだす。手を絡ませてどこか嬉しそうだ。

　いつもの部屋じゃないことに緊張しつつ、葵は後に付いて歩いた。黒一色の壁は煌びやかに光るまで磨かれており、大理石ではないかと思う。いきなりこんな高いところに来て大丈夫かと思うものの、竜も社会人だし、葵も明日から一介の店主になる。

　そう思うと金銭的な心配はなくなった。ただ、いつもそういう行為をするのは自宅の見慣れた場所ばかりだったので、気持ちが落ち着かない。

　部屋に到着すると、ゆっくりと中に入った。

「葵、綺麗だよ。見てごらん」

「はい」

　そっと顔を覗かせると、部屋から夕焼けが見えていた。もうかなり陽が沈んでいて、空の藍色と橙が綺麗に混ざって美しい。

　いつもなら改めて見ないような光景を見つめて、ほっと息を吐いてしまう。

　とりあえず、まずはご飯を食べませんか、そう言おうとしたとき、ふわっと身体が浮いてベッドに連れて行かれた。

　身体を硬直させていると降ろされて、そっと組み敷かれて竜はにやっと笑う。

「さて、今日は優しくなんて出来ないな」

「あの……」

（どうしよう。スイッチ入ってる。これは……）

　戸惑っていると、竜が服を脱ぎ捨てた。葵は見事な肉体を視界におさめつつ、怖さを覚えている。あんな風に乱れてしまうと、収拾がつかないし、一泊する間に何度繋がるのか、身体は持つのか、自制心はどこまで耐えられるのかとぐるぐる考えてしまう。

「さて。服が邪魔だ」

　葵の返事も待つことなく、着ていたニットを剥ぎ取られ下着も強引に取られてしまう。すぐに裸にされてしまうと、葵は思わず身を捩って隠した。

「明日は、仕事が」

「それはそれ、これはこれ」

「どういう理屈ですか！」

「とにかく、足を開け」

　葵は命令通りにそっと開くと心臓が鳴りだした。なぜか言葉に従うとうずうずしてしまう。竜もスイッチが入ると、優しさが陰に隠れて獰猛さしかなくなるから、余計だ。

「もっとだ」

「はい」

　自ら強引に開くと、露わになる恥部が空気に晒されて身体をひくつかせた。

　羞恥で満たされていると、竜は「どうされたい？」といたずらな質問をしてくる。

「あ……この続きを」

「どんな？」

「どんなって」

　葵は緊張して声が震えてくる。こんな意地悪なことを言われているのに、なぜか身体が震えて悦んでいるように、蜜が溢れだしたのだ。

　どうしたらいいのかと悩んでいる合間も、はしたない恰好を見せているのに。

「自分で言うのが恥ずかしいとか？」

「だって、普通は恥ずかしいじゃないですか」

「俺の前でも？　もう恥ずかしがる必要ないだろう？」

　言葉でも追い詰められたようで葵は顔を逸らした。確かにそうなのかもしれないが、葵にとってはまだ恋人同士の感覚が抜けないし、竜のことを想うと裸を見せるだけでもひりひりしてたまらない。

「じゃあ、俺にご報告は？」

「あの……今……すごく恥ずかしくて。まだうまく言葉が出ません」

「そうか。他にあるか？　言えること」

「もう、頭が朦朧としていて……」

「ふーん」

　目を細めて見下ろされて葵はいけないことをしていると思わされる。

　けれど同時に、その物凄く冷たい態度やいつもは見ない傲慢さに身体が震えていた。

「今日も、ご主人様って呼んでもいいですか？」

「他に呼び方がある？」

「いいえ、ありません」

　はあ……と思わずため息を吐いてしまうほど陶酔していくと、竜の視線が肌に突き刺さるような気がした。その感覚に震えて顔を逸らすと恥ずかしさで蜜を溢れさせる。

「まだ……ですか？」

「いや。欲しい時はどうする？」

「ください……。すぐにたくさん」

「今日は素直だな？」

　足を開脚したままで恥ずかしさよりも、屈服した気持ちでいっぱいなのに、なぜか嬉しくなっている。竜を前にしていつもは抱かない感情に震えていると指がいきなり三本突き入れられた。

「ふあっ！」

　じゅぷっと音を立てながら掻き混ぜられると、じれったい思いがいくらか解放された。

　だが、待ち焦がれた分、物足りない。

　めちゃくちゃに掻き混ぜられて、水音が部屋中に響いているのに葵は「もっとください」と蕩けた頭で訴えていた。

「そんなに？」

「足りません……はぁはぁ……」

　蜜がとろりと溢れだして止まらず竜の指を汚していく。

　竜も分かったようで、すぐにスラックスをくつろげた。そして、猛りを蜜口にあてがうとゆっくりと挿入する。熱が腹の奥に侵入した瞬間、葵は一気に頂きに昇りつめるほどの恍惚に満ちていた。

「あっあぁああ！」

「今日はどうした？」

「わかりません……。身体が……ふあぁあ！」

　いやいやと首を振りつつ、熱は一気に最奥まで突き入れられて奥を何度も突かれる。

　じゅぶっと音を立てながら、身体を揺さぶられていると葵は信じられないほどの快楽の海に沈みそうになって、慌てた。

　身体がふわふわして、竜とひとつになっているような疑似的な体験をしているようなのだ。

　いつもはそんなことは感じないし、竜とはセックスの時はほとんど主従関係が出来ていて、頭の中で常に彼を『ご主人様』として自分より上に見ている。

　それなのに、今日に限ってはなぜか応じるほどに蕩けていた。

「おかしい……です。私、何も考えられない……」

「考えることがあるのか？」

　腰を使われながら言われて、首を振った。

　頭の中が竜で満ちているし、言葉を発すると頭に焼き付くような感覚になる。

　膨らみに手が覆いかぶさると、そのまま先端を捏ねられて葵は身体を仰け反らせた。

「ふあぁっ！　くださいっ」

「もっとか？」

「はい」

　自分でもおかしくなっていると思いつつ、嬲られるくらいの方がいいんじゃないかと思えてきて懇願する。これ以上されたらまた気を失うかもしれないのに、なぜお願いしたのだろうと、葵は必死に考えるが分からなかった。

　先端を圧し潰されたり、捏ねられたりしていると、葵は息をするのも辛くなってくる。

　はあはあと淫靡な息を漏らすので精一杯になっているのに、まだ足りないような気分だ。

　いつもと場所が違うせいなのか、それとも色々なことがあって忘れてしまいたいからなのか、葵はもう一度竜に言う。

「もっと、ください」

「おねだりが下手だな。葵」

「お願いします。竜の好きにしてください」

「逃げ場はないし、好きにされることの意味は分かるな？」

「はい……」

　その途端、挿入されていた男根が引き抜かれ、くるんとうつぶせにされて膝立ちにさせられる。そのまま蜜口からいきなり貫かれると、奥にがんがん当たるように激しく打ち付けられた。

「ああぁっ！」

　腰を揺らめかせながら仰け反ると、隘路がきゅっと狭くなり猛りを咥え込んだ。

　そのまま強引に抜き差しされるので、内壁が擦られて葵はまた嬌声を上げてしまう。

　ぐちゅぐちゅと水音が部屋中に響く中、肌のぶつかる音がして深く入っているのだと実感する。奥深くに熱を感じると葵はうわ言のように竜の名前を呼んでいた。

「竜……りゅう……」

「今日はまだまだだ」

「はい……」

　身体を戦慄かせながら答えると、次第にストロークが早くなっていき竜が呻いた。

　内壁が擦られる度に身体が震え、頭の中が蕩けていく。熱が膨張して今にも破裂しそうな緊張感が余計に葵の気持ちを煽った。たっぷりと身体の中まで竜で満たされて、浸食される感じがたまらない。

　抜き差しが速くなる。竜も余裕がないようで葵は淫靡に吐息を漏らす。

「りゅう……奥まで……満たされて……私の身体……がりゅうとひとつになってます」

「そうだよ。上手な報告だ。葵の中で蕩けてる」

「……はい……なにも考えられない……ふあぁん！　あっああ！」

「考えたらダメだろう。俺以外の余計なこと」

「考えてません。竜だけ」

「良い子だ」

　葵ははあはあと息を漏らして、身体中で竜の熱を感じた。ひとつになっている感覚に恍惚としてしまい、あんあんと嬌声が止まらない。

　腹の奥で熱が暴走し始めて一層膨らんでいくと、葵は胸を鳴らした。

「たっぷり欲しいです。ご主人様。身体の奥がまだまだ足りてないんです」

「大切なところを満たしていないね。欲しいんだろ」

　葵はうっとり心地良さに身を委ねて、身体の力を抜いて腰を使うだけになる。

　竜はさっきよりも激しく打ち付けてきて、肌がぶつかる音が激しくなった。腹の奥の熱が今にも暴走しそうで腹の奥で蠢いている。葵はとろんとした表情でその時を息を乱しながら待った。

「りゅう……ください」

　その刹那、腹の奥に熱が飛散する。

　葵も身体を震わせて精をたっぷり受けて、そのまま崩れ落ちてしまう。

　葵が息を切らしながら竜の方を見つめると、すでに次の前哨戦だとばかりに竜は自身の精を拭い終えて、葵の身体を綺麗にしようとしている。

　自分でやろうと思っても、ぐったりしてしまって動けずにいると竜が丁寧に拭いてくれた。しかし、そのまま竜の上に跨る恰好にさせられる。

「まだ、全然足りない」

　竜の尽きない性欲に、今夜も身体は持ちそうにない。

　腰を浮かせてすでにそそり立つ男根を受け入れると葵はまた一気に頂きを昇りつめた。

「あっあぁああ！」

「明日はちゃんと起こしてやるから、安心しろ」

　優しい言葉を掛けてもらいつつ、葵は答える暇もなく腰を揺らした。








　　　　◇◇◇






（身体……痛い。そこら中にキスされてる）

　ううっと呻きそうになりながら、商品を棚に丁寧に並べていく。

　腰を落として座るだけでも筋肉痛で、仕方なく屈んで作業をしている。それはそれで腰に負担がかかり辛いのだが、筋肉痛でそこら中が痛くてたまらないのだ。

　ホテルなんてしばらく行きたくない、そんなことを思いながら久しぶりの店番をしていると、引き戸が開いた。

「おはよう、葵」

「竜？　今日はとくに発注したい物はないですけど」

　葵は顔を上げて、腰をぽんぽん叩きながら出迎えた。

「いいだろう？　近くに来たから、心配でさ」

　ちらっと身体を見つめられて、はっとして頬を染める。

　無理な姿勢で仕事をしていたから、バレたかもしれない。

「今日は、少し遅くなる」

「え……ええ。はい」

「仕事が忙しくなるから、悪いな」

「あの……」

（そんなこと今までなかったのに）

　清々しい顔をした竜を見つめつつ、葵は身体の痛みを堪えながら思わず考える。

　竜の職場は定時に皆仕事が終わり、残業もほとんどない。売れ行きが好調な為、余計な残業はしないでさっさと帰ること、仕事は残さないようにすること、とされている。残業するとなるとむしろ上司の受けが悪いらしい。

　そんな話をもう随分前にしてくれたのだが……。

　葵はそのことを問いただそうと思ったが、竜の方はといえば葵を幸せそうに見つめている。

「どうしましたか？」

「ううん」

「……。そういえば、最新のカタログがなかったんです。竜、さぼらないでください」

「ああ、さぼったわけじゃないよ。断られてたんだ。今持ってる」

　そう言って、大きな黒い鞄からカタログを出すとすぐに渡してくれた。

　父親はきっと、新しいものを揃える意味を感じなかったのだろう。これでまた仕事が再開できると安堵して、カタログを抱きしめた。

　竜はもう少しいるかと思ったが、すぐに踵を返す。

「もう行くの？　お茶でもどうですか？」

「顔見たかっただけだから。じゃあ」

「う、うん」

　葵が手を振って見送ると、竜はさっさと行ってしまった。

　昨夜散々抱き合ったのに素っ気ないなと思ったが、父親のいる文具店で昨晩の話をする人でもない。葵だって話を振られても赤面して終わりだ。

　そう思うと、とくに深い意味もなく寄ったのだろうと結論付けた。

「今日のごはん、何にしようかな」

　葵は呟くと、ふと竜がどこか嬉しそうだったことが気になった。

　仕事の後に何かあるのかと勘ぐりそうになるが、余計な詮索はやめて仕事に集中することにする。

　それから数日、竜の帰宅は遅くなった。どこに寄り道しているかも教えてくれず、仕事をしているの一点張りだ。

　葵にはそれが嘘だと分からないと思っているのだろうが、何年一緒にいると思っているのか。

　葵は文具店から帰宅するとぼんやり考えてしまい、ソファに寝転んだ。

（やっぱり、私相手じゃ不足というか、つまらないのかな）

　一緒の時間が苦痛になってきたと言われたらたまらない。

　葵は悪い方に考えが及んでしまうと、ひとり抱える想いに胸を痛めた。

　分かりやすい嘘なせいか、余計に腹が立っていた。

　分からないようにしてくれたらよかったのに──、残業なんて嘘を吐いて何になるのだろうか。

　そんなことを考えていると、玄関のドアが開いた。

「ただいま」

　竜が帰宅すると、葵は慌てて玄関に向かい竜を出迎えた。

「おかえりなさい」

「ああ、疲れた」

　そう言って、バッグを渡された瞬間にふわあっと漂う犬の匂いに葵ははっとする。

　竜はそそくさと家に入るのだが、洗面所で入念に手を洗っているようだった。

　バッグを鼻の辺りに持っていき、匂いを嗅いでみるとやはり犬の匂いがする。

　遅くなる、そう言っているのは女性の部屋に寄って帰ってきているのではないかと思えてきて、怒りが満ちてきた。ただ、そのまま怒りだしても意味がない。

　それに、間違っていたら大変だ。

　念のためにもう一度バッグの匂いを嗅ぐとやはり獣の匂い。

（うう……。せめて私に分からないようにして欲しかった）

　葵は泣きたい気持ちになりながらも、バッグを抱えているとくるんとした毛が目の前に浮いた。

　思わず手で素早くキャッチすると、すぐに隠す。竜はバレていないと思っているのだから、付き合わないといけないだろう。

「ご飯、今日はなに？」

「え、ええと。お鍋なんですけど」

「早く食べような」

　満面の笑みで言われて複雑な気分になる。

　もしかしたら、犬を飼っている『女』のところでたらふく食べたかもしれないのだ。

　葵に気を遣って、二度も食べなくても良いと思うのだが、竜はダイニングへ向かって椅子に腰掛けると用意していた鍋を開けて嬉しそうにした。

「ただの、鍋です」

「なんでも嬉しいんだよ。明日も鍋でいいからな」

「なんでですか？」

「葵は働いてるし、鍋は切るだけだから楽だろ？」

「余ったら──」

「余るわけないだろ。早く食べよう、な？」

　竜は待ちきれないのか、簡易ガスコンロの火を付けると嬉しそうに身体を揺らした。たかが鍋でここまで喜んでくれるなら、明日も鍋でいいかもしれないと思った。

　けれど、犬の匂いと毛を付けて帰ってきたと思うとやりきれない。

　向かいの椅子に座ると、竜は嬉しそうに目を細めた。

　観察するように見るものの、竜は視線に気が付いて笑みを見せるだけだ。

「〆は雑炊かそれともうどんか、悩むな」

「どっちでも大丈夫です」

「両方入れるか」

　竜があまりに楽しそうにするので、葵は詮索を一旦やめて、竜にお酒はいるかと訊いてみる。

「今日はいらないな」

「え……。いつも飲んでませんか？」

「そういう気分じゃないんだ」

「そうですか」

　いつもはビールを開けて美味しそうに飲むのだが、とまた頭の中で詮索が始まってしまう。すると、竜が鍋をつつきだして食べだした。

　葵もすぐに食べると、竜は幸せそうに葵を見つめてきて目を細める。

「葵と鍋って幸せだな」

「もう結婚してますから」

「うん。そうなんだけど」

　チラ見されて、なんだろうと首を捻る。竜がなにを隠そうとしているかよく分からなくなってきた。箸が止まってしまうと、竜がそっとお椀に取ってくれる。

「ほら、食べてないぞ」

「ありがとうございます」

（いつもと同じ？）

「もっと食べないと」

　さらにお椀に盛ろうとするので、葵は慌てて止めた。

　やはり何もないのだろうかと思いながら頬張ると、カキが美味しくて思わず笑みを零す。

　竜も幸せそうに頬を緩ませていて、時間はゆったりと過ぎていく。

　食事を終えて竜が先に風呂に入ると言うので、葵は片付けながらキッチンとテーブルを往復していた。すると、竜のスマホが視界に入る。

　そっと手にしてみると、女性からメッセージが届いていた。

『待ってますよ　　さおり』

　くらああっと眩暈がした。

　なんでこんなことになっているのか、検討がつかない。さっきふたりで美味しくご飯を食べて幸せだったのに、竜は物足りないから浮気をしている、ということだろうか。

　見て見ぬふりをしていれば、そのうちに終わるかもしれない、そう思った瞬間だ。

　画面に別のメッセージが現れる。

『また来てチューしてくださいね　　あゆ』

　くらりとして思わずスマホを手から落としそうになった。

　ひとりだけでなく、ふたりも浮気相手がいるなんて信じられない。それに『チュー』。こんなに堂々とやり取りしているのも許せない。

　せめてもう少し隠してもいいじゃないかと思うのだが、あゆもさおりも、堂々とメッセージを送ってくる。

　竜の代わりに返事してやろうかと思っていると、もう一件来た。

『またハグしてくださいね　　あみ』

　ハグ、その言葉が視界に飛び込んできた瞬間にスマホを持っていられなくなった。

　なぜ竜は葵以外の女性とハグしているのだろう。

　しかも、それなのに平然と当たり前のように夕飯を食べて、美味しいなんて言っていた。

　その心境はどういったものだろうか。

　あんなに激しい夜を迎えても、実はどこかに女性がいたのかと思うとわなわなと怒りが湧いてくる。

　もうメッセージは来ないかと画面を見つめていると、どうやら落ち着いたようだった。

　さおり、あゆ、あみ、その三人との浮気が確認できた為、葵はスマホで写真に撮ろうと思った。やはり、親の決めた結婚じゃつまらなかったのだろう。

　ローテーブルに置いてあるスマホを取りに行こうとした時だ。

「葵ぃ～。一緒に風呂入ろうよ～」

　呑気な声が聞こえてくる。

　この場合、断るべきなのだろうか。

　葵は考えつつ、今日だけは一緒にのんびり湯舟に浸かる気にはなれなかった。

「明日一緒に入りましょう」

「寂しいなあ」

　竜の甘えた声が聞こえてくるが、葵は知らん顔をした。

　どうせ、お風呂でセックスがしたいだけなのだろうと思うと余計に腹が立つ。

　今まで散々痴態を晒したせいか、この裏切りは酷いと涙が溢れそうになって片付けを済ませると、さっさと寝室に向かった。ベッドに寝転ぶと思わず枕に顔を擦り付ける。

　自然と涙が溢れてきてカバーを濡らした。

　なんでこんなことになっているのか。順調だと思い込んでいたし、竜が浮気なんてするはずがないと信じていた。でも、竜の容姿をもってすれば、ひとりの女性に入れ込む必要はないのだ。これからの結婚生活はそんな竜の悪い癖に悩まされないといけないのだろうか。

「ううぅ」

　涙が止まらない。けれど、竜が心配して見に来て顔を見られたら大変だ。

　目を擦りながらティッシュで拭くと、気持ちを切り替えないといけないと思った。竜はまだ、浮気がバレていないと思っているのだから。

　そそくさと寝間着に着替える。布団にもぐり込むと、風呂から出た竜が寝室に入ってきた。

　頭を拭きながら、ベッドに腰を下ろすとすぐに葵の隣に潜りこんでくる。

「風呂いいの？」

「明日入ります」

「起こすよ。俺の方が早いから」

「ありがとうございます」

　この優しさを、葵以外の三人の女性にも振りまいていると思うと自然と奥歯をぎりりと噛みしめてしまう。気が付かれないように背を向けて眠ると、ぎゅうっと後ろから抱きしめられた。

「疲れた」

　葵は何も言えなくなって、慌てて言葉を探した。

「葵は疲れてないの？」

「疲れました。あの、もう寝ます」

「おやすみ、こうしててもいいかな」

「……はい」

　こういうことを、他にも三人も、そう思いながら目を瞑るものの、眠れるはずもなかった。







「可愛いなあ」

　竜はプードルを見たり、チワワを見たり、柴犬に目を泳がせたりしていた。

「可愛いですよねえ」

　するするっと近寄ってきたのは、この店の店長だ。ポロシャツにジーンズ姿で、エプロンをしている。黒髪をひとつに束ねていて化粧はしていない。竜より年上だと思う。

「さおりにします？」

　店長が言うので、竜は唸った。

　さおりはこの店で一番気になっているポメラニアンだ。目がくりんとしてて愛らしく、一目見て葵とそっくりだと思ったのだが、他の店に行くとそこにも葵に似た犬がいる。

　第二、第三の葵に似た犬に出迎えられて決めかねてしまう。

「すぐには決められませんよね。奥様はなんて？」

「これは秘密なので」

「そうですか。どうぞ、抱っこもだいぶ慣れましたねえ」

　言われて照れつつ、さおりは胸の中で緊張しているようだった。

　だが、そんなところも葵に似ていて可愛いのだ。

　他の犬は抱っこすると甘えてくるのだが、さおりは緊張し続けて困った顔をする。

　可愛いなと思いながら、撫でると嬉しそうに笑ったような気がした。

（似てる。葵に。もうさおりにしようかな）

　そう思いつつ、竜が決めかねているのには色々と理由がある。値段のことはいい。ただ、いきなり買って帰ったら怒られないか、そんなことが頭によぎるのだ。

　葵は犬が欲しいなとぼやいたことはあったが、本当に買ってきたらどう思うだろう、と。

　けれど、さおりの愛くるしく潤んだ目が竜を見つめている。

『わたしを選んで』

　一瞬、そんな声が聞こえた気がした。

　まさか、そんなわけがないとさおりを見つめ直すが、声は聞こえてこない。ただ、くうんくうんと啼いていて、今にも言葉を発しそうだった。

「さおりを買います」

「ありがとうございます。では、お手続きをしますので」

　またさおりを見ると、きゃんきゃん啼いていて嬉しそうに見える。いきなり買って帰ったら、いくら葵でも小言のひとつくらいは言われるだろうと思った。

　けれど、それよりもっと葵が喜ぶ顔が見たくてたまらない。カウンターに向かうと、店長に言われるままに紙に記入を済ませて、竜はその日のうちにさおりを連れて帰った。

　ケージ、服、餌など必要なものも買うとかなりの荷物になったが、嬉しくなると気にならなくなり、そのままタクシーを呼びつけ家に帰った。

　家に到着すると、竜は焦る気持ちのまま部屋に帰り、自宅の鍵を開けた。

「ただいま」

「きゃんきゃん」

　葵が鳴き声に気が付いて駆け寄ってくると、大荷物に目を丸くする。同時にケージに目が釘付けだった。

「犬、買ってきたんだけど」

　恐る恐る言うと、葵は一瞬戸惑いの表情を見せつつケージの中を覗いていた。

　さおりが啼くと葵はびくっと身体を震わせている。

「犬、欲しいって言ってたよな。この子、さおりって言うんだけど」

「さおり、ですか？」

「そう」

　竜が愛想笑いをすると、葵はじーっと竜を見つめてくる。

　玄関に立ち尽くしていることに気が付くと、心なしか葵が自分を訝しい目で見つめているような気がした。

　犬を買ってきただけだが、どこかおかしいだろうかと首を傾げる。

「やっぱり、怒ったかな」

「いいえ。私もひとりの時間が長いので嬉しいです」

　竜が慌ててケージを葵に渡すと、葵はいきなりで驚いたのか目を丸くして、それでもしっかり受け取った。

　大事に抱えている様子を見る限り、気を悪くしたなんてことはなさそうだ。

　葵は小窓からさおりを覗くと、嬉しそうに目を細めている。さおりは緊張しているのか、驚く様子もなく静かだ。

「あ、寒いですよね。中に入ってください。ご飯出来てます」

「ああ、ありがとう。遅くなって悪い。連絡もしてないよな」

「そうですね」

　葵の声のトーンが落ちた気がした。

　いつもなら関係なさそうな声で言うのだが、なぜか不機嫌な気がする。

　犬を買って帰ったことが、やはりよくなかっただろうか。そこまで悪いことだろうかと頭を捻ると、葵はケージを開けてさおりを外に出した。

「さおりちゃんのご飯は？」

「まだこれから」

「さおりちゃん以外にも、あゆちゃんと、あみちゃんのご飯は大丈夫なんですか？」

「店で貰ってるだろう……」

　ふと、なんでその名前を知っているのだろうと顔が引きつる。

　どの店に行っても、犬を飼うことに積極的だったせいか店長と仲良くなってしまって、メッセージのやり取りをしたいと言われていた。

　ただし、そのメッセージがどの店も竜が可愛がっている犬の名前を添えてくるから、厄介だと思っていたのだ。女の子の犬ばかりだったから、メッセージだけ見れば女性からと勘違いされてもおかしくない。

　ちらりと葵を見れば葵はさおりに餌をやっていた。

　手慣れていて怖がる様子もない。指先を舐められまくっているが、嫌な顔ひとつしない。

　それよりも問題は、『さおり』という名前だ。

　どうも嫌な予感がするから、変えた方が良さそうだ。

「葵？　名前だけど、好きな名前付けていいぞ。今の名前はペットショップの店長が付けたんだ」

「そうなんですね。店長って女性とか」

「ああ、まあ、女性だけど」

「へえ」

　素っ気ない返事をされて、ようやく竜は我に返った。葵はそのメッセージを読んだのではないだろうか。店長が女性だと知って、どんな妄想を膨らませるか分からない。メッセージは『さおり』からのメッセージとして送られてきていたのだ。

『あゆ』も『あみ』も同じだ。

　それぞれのペットショップの店長も女性で、犬からのメッセージとして送ってきていた。

「葵？」

　しゃがみ込んでさおりを見つめているので、竜はそっと近づいて顔を覗いた。

　目にじわっと涙が溜まっていて、竜は心臓がバクバク鳴り出して嫌な汗が滲みだす。

　なんとかしないといけないと思いつつ、勘違いをどこから訂正していけばいいのか頭に浮かばない。葵を泣かせたことに恐れ戦き、言葉に詰まってしまった。

「最近、ずっと遅かったのはどうしてですか？」

「あのさ、犬が欲しいってちょっと言ってたろ」

「そうでしたっけ？」

「うん、言ってたんだ」

　ちょっとした会話だった。葵だって覚えてないほどの、些細なやり取りだったし、犬が欲しいという直接的な言い方じゃなかった。

『猫と犬はどっちが好き？』

　その問いに、葵は犬が好きと言ったから、思わずペットショップに足を向けていたのだ。

　だから、覚えているわけがない。

「あのさ、最近遅いのは、ペットショップに行ってて」

「誤魔化さないでください。私だってぼんやりしてません。女の子からメッセージ来てるじゃないですか」

「あの、それは犬からで」

「犬から来るわけないじゃないですか！」

　葵は目を真っ赤に充血させて、涙をこぼした。

　もうこの世の終わりだと思いつつ、最後まで諦めてはいけないと葵の手をそっと握る。

　ここで嘘を吐いたらさらに嫌われると、竜はじっと葵の目を見つめた。

「犬からというか。ペットショップの店長が、営業目的で犬の気持ちでメッセージを送ってきてたんだよ」

「そんなの嘘です！　チューとかハグとか、なんです？」

「それは、犬だから」

　葵がじろっと睨んでくる。

　まだ信じてないようだ。

　店長と三股、いや、葵を入れると四股だから酷い妄想を繰り広げているのだろう。

　メッセージの内容だって、犬目線のものだからかなり積極的な内容だ。

「この子は、さおりって名前だろ？」

　餌を食べているさおりを抱きあげて見せると、葵は言葉を詰まらせた。

「そうですけど」

「別の店に行くと、あゆがいて、他の店にはあみがいるんだ。どこで買うかも迷ったから、ウロウロして帰りも遅くなったし、葵を驚かせたくて黙ってたんだ。嫌だったら返してくるから」

　名残惜しい気持ちだが、さおりを抱きしめてふわふわの感触を確かめる。

「つまり、店長が営業の為にメッセージを送ってきていたんですね？　店長ともなんでもありませんね？」

　葵がジト目で見てくるので、竜はゆっくり頷いた。

　ペットショップの店長は皆女性だが、人間の男性より動物が好きそうな人ばかりだ。

　本当に近づく目的でメッセージを送るのなら、どんな手を使っても送ってくるだろうし、犬や猫でおびき寄せる形ですり寄ってくるはずだ。

　でも、彼女たちの彼氏は竜なんかではなく、ペットショップの動物たちだった。

　葵が心配するのは分かるが、心配するだけ無駄なのだ。

「大丈夫。浮気なんてしないよ」

「でも、隠さなくても。メッセージのやり取りだって」

「ごめん。驚かせたくなって」

　竜が頭を下げると、葵は次第に落ち着いてきてさおりを抱きしめる。

「じゃあ、本当になんでもないんですね？」

「なんでもないよ。ペットショップに寄り道してただけ」

　竜は微笑んで葵を見つめた。

　まだ目は充血していて、心臓に悪い。

　ペットショップに通い出したのは一週間以上前からだから、不安でたまらなかったのだろう。

　竜は葵のくりんとした目を見つめてはっきりと言った。

「俺は葵以外の女性に興味ないからね」

　葵がきょとんとしているので、はっきり言い過ぎたかと思うものの、また浮気を疑われるのはいやだった。この際だからその点ははっきりしておいてもいいだろう。

　その方が、葵が悩まないで済むし、すれ違いもなさそうだ。

　竜にとって葵は現在進行形で『女神さま』であること、そしてそれは学生時代の些細なことから始まって、本当に神様のように触れてはいけないまでに崇めていたことを、もう話してもいいかもしれない。

「葵、さおりの名前だけど。もう少し考えようか」

「はい」

「それからね。葵は俺が浮気するかもしれないって思ってるみたいだけど、それはあり得ないよ。小さい頃から好きだったせいもあるけど、葵は神様みたいな神々しさがあって、触れちゃいけないとか、話しかけてもいけないとか──」

　竜が話し始めると、葵の眼差しがどこか冷ややかになったような気がした。

　おかしい、そんな気がしつつ口を噤むと、葵がそっと口を開いた。

「神様？　私はただの文具店の娘です」

「うん、わかってる。だから、その。例えばなんだけど、綺麗過ぎて目に映ると、逃げたくなる衝動ってわかるかな」

　葵が怪訝そうな顔をしながら首を振った。

　結婚したのだし、もうこの感情を理解してくれるかとも思ったが、葵の反応を見るに『やばい』予感がして口を噤む。

　何か別のことに話を変えようと思い、にこりと笑みを零しながら葵を見つめた。

　ポメラニアンをぎゅっと抱きしめる姿が可愛い。

「ほら、前にも言ったろ。俺がケガしたことがあって。中学二年生の頃。葵が傷の手当てしてくれたこと」

「う、うん」

「あの頃から葵のことが好きなんだよ。断言する」

「私も、その……竜のことは、助けてもらってばかりだったから意識していました」

「そうなんだ」

　心に湧水のようにたゆまなく水が溢れだす。ああ、と声を出して喜びたいが、竜はおかしな気持ちに苛まれないように、にっこりするだけだ。

　あの頃は片思いだと思っていたのに、もしかしたら、葵も想ってくれていたのかもしれないと思うと胸がはち切れそうなくらい苦しい。

　葵は恥ずかしそうに頬を染めながら視線を逸らすと、さおりをぎゅっと抱きしめながら話し始めた。可愛さが爆発している。

「あの、私も、奥手で話すのも苦手だったから、竜が傍に居てくれたり、仲間に入れておしゃべりしてくれたりしてると、すごく嬉しかったです」

「もうずいぶん昔の話だけど」

「……はい、そうなんですけど」

　昔と言いつつ、竜にとっては鮮明に思い出せる。あの頃の葵はまさに美少女だった。前髪はぱつんと切って、いつも三つ編みをしていた。他の女子より足も長く、スレンダーな美人だったのだ。運動会の写真は親に頼んで葵の写真を撮ってもらったし、何かにつけて傍に居た気がする。

　ただ、美人の葵にはクラスで人気の男子もアピールしていて、竜はそーっと見守ることが多かった。修学旅行はもちろん違う班になってしまうし、席替えしても離れていることが多かった。幼馴染だから、一緒に遊んだりする権利くらいはあったが。

「懐かしいな」

「昔の話なんて覚えてないですよね。私、いつも誰かの陰に隠れていた記憶があって、気が付くと竜に助けられていました」

「そうだっけ」

　そうだとも、と言いたいところだが、それを言ったらおしまいだ。

　竜がその頃から葵を狙っていたのは事実だし、恋が分からないだけで離れたくはなかった。中学に入って恋が分かっても、葵にアピールできることなく、困った葵をただ助けることが多かった。静かで美人の葵は、良くも悪くも利用されそうになることが多かったからだ。

「全然覚えてないですよね。それで、ええと。ずっと昔から、竜は頼もしいなって」

「ふーん、そうなんだ。もしかして俺より先に葵は俺のこと好きだったのかな？」

「そう……なのかもしれません」

　恥ずかしそうに頬を染めてもじもじする姿を、目の奥に焦げ付くほど焼き付けると、竜はしれっとした顔を見せる。

　このまま普通にしていれば『神様』発言はなかったことになる。

　それどころか、葵の方が昔から好きなのだから、竜より好意が重いのではないかとも思えてきた。このまま葵が本音を吐露してくれれば、女神だと打ち明けられそうな気がする。

「好きな人も出来なかったし、竜がいると安心だったんです」

「それって、俺は友達だったってこと？」

「わかりません……。高校生くらいの頃は竜を意識していたと思うけど、私のことなんて好きになると思えなかったから、どんな想いで見ていたのか、今となっては」

「ああ、そうなんだ」

　竜はへらへらっといつの間にか笑っていた。

　おかしなことに、竜は長年の恋の相手ではなく友達以上恋人未満のような曖昧な関係だったらしい。

　葵は恋愛に対して鈍感なのか。その容姿を持て余していたなとは思った。ただ、長年想っているなら好きかもしれない、と想ってくれていてもいいと思うのだが、自信はなかったらしい。

　なぜだと頭を押さえたくなる。

「高校生の頃の俺ってどんなだったかな」

「モテてたし、人気があったし。私、バレンタインになると竜に渡して欲しいってお願いされることが多くて、お家に届けてました」

　竜の顔がひくっとなる。

　そんなチョコの存在はひとつも知らない。

　葵からチョコが貰えなかったことが悲しいと毎回毎回嘆いて、両親に笑われる日だった。

　しかし、本当は葵がせっせと葵以外の女子からのチョコを持ってきてくれていたのだ。

　当時の自分は、女子から見てすごく嫌な奴だったんだろうなと、竜は思いを馳せた。

　そういえば、時々見知らぬ女子から睨まれたことがあったなと思い出す。葵一筋だったせいでどうでも良かったが、さすがにバレンタインのチョコを無視するのはいけないだろう。

　しかも、葵が運んできたチョコを。

「ああ、そうなんだな。でも、俺、親からそんな話聞いたことない」

「そうなんですか？　凄い量だったからどうしてたのかと思ってました」

「うん……たぶん、親が俺に黙って全部食べてた」

　それ以外に考えられないと竜は言い聞かせる。

　そして、そういったエピソードをひとつひとつ精査していくと、この結婚が竜の両親の企てたものじゃないかと思えてきた。

　小さな頃から葵一筋で、他の女子には目もくれず、学校選びすら葵が基準。そんなことを見ていた親が、適齢期になった竜がまだ行動できないのを見てわずかに希望があればとお見合いをセッティングしたのかもしれない。

　そうだとしたらそれはそれで嬉しいのだが、年頃の男としてはいかがなものかと、また顔が引きつりそうになる。

　せめて互いの気持ちのすり合わせくらいはしっかりしないと、と竜は葵にソファに座るように言った。

　葵は抱いていたさおりを降ろすと、腰掛けた竜にすぐに身を預けてくれる。

　すっかり、ペットショップのことは許してもらえたようだ。

「そういえば、クラス替えの時に私が孤立しそうになったの覚えてますか？」

「中学三年だろ」

「はい。そのときに、竜がすぐに声を掛けてくれたのが凄く嬉しかったです。三年生は大事なときだし、ひとりで過ごす自信なんてなかったから」

「当たり前だろ」

　葵には言えないが、あの頃、女子から聞いた話だと、葵は『美人』というだけで無視されそうになったらしい。それを主導したクラスのリーダーは、葵の奥手な性格に付け込むつもりだったらしく、すぐに女子たちに『無視しろ』と言い渡したそうだ。

　けれど、竜は男子を引き連れて葵と話して、仲良くしてくれそうな女子とつるみだした。

　結果的に、男子が絡んだことで無視されなくなって葵は三年生を無事に終えたのだ。

「あの頃から変わらないですね」

「葵は女神さまだからな」

「それ、どういう意味ですか？」

　ふざけてるのだろうと適当に返事をして返したようだが、もう隠さないでも平気だろう。

　葵は中学生の頃、男子の間で近寄れない女神さまと崇められていた。

　それほど美人だったのだと。

「葵は気が付いてないだろうけど、中学生の頃、男子の間じゃ葵は羨望の的だったんだ。誰からも『女神さま』なんて言われてさ」

「嘘です。仲良くしてくれたのは竜だけだったような気がします」

「当たり前だろ、神様と気安く話せるか？」

「うーん。そういうものですか？」

　葵は分かるような分からないような曖昧な返事をする。

　ここで細かく説明したら、葵はドン引きするかもしれないからやめておく。ただ、葵は身体付きも顔も綺麗に整った美人だった為、思春期を迎えた男子たちの間で迂闊に触れられない存在だったのは事実だ。

　葵にその感覚が分かるかは別として、男子は皆で『葵さま』と崇めていた。

「葵と話したい男子はたくさんいたけど、緊張してしまって無理だったんだよ。幼馴染の俺でも、あの頃の葵は綺麗すぎて、近寄って良いのか悩んだ」

「え……？　竜が？」

　葵が顔を上げて驚くので竜はどうしたものかと思いつつ、本音を打ち明ける。

「まあ、みんなで葵さまって言ってたから」

「葵さま？　私がですか？」

「まあ、そのくらい綺麗だったし」

「嘘ですよ。隣のクラスの菊池さんの方が綺麗で人気でした」

「葵は神様で、あっちは人だから」

　さらっと言ってしまうと、葵の頬がかあっと染まっていく。言わない方が良かったろうかと思いつつ、竜はさらに続けた。菊池はモデルをしていて男子の中には菊池の方が好きな奴もいた。それは事実だ。だが、葵は崇められていた。

「高校生の頃にもけがして、葵が傷の手当てしてくれたろ？」

「ええと。たしか、体育祭の時ですか？」

「そう。葵が保健委員だから」

「そういえば、そうだったような気がします」

　忘れたのかと落ち込みつつ、竜は続けた。

「あの頃は、もう思春期真っ只中で葵が手当てしてくれるだけで、緊張して」

「そうなんですか？」

（保健室に二人きりだったから、うっかり押し倒したくなったとは言えないけど）

「まあ、女子としても意識して」

　葵が言葉に詰まるので、竜は先を続ける。結局のところ、竜の片思いが人生の大半なのはもう分かってほしい。

「つまり、俺の人生のほとんどは葵なわけで」

「はい……。なんとなくわかりました」

　葵がにこりと微笑んでくれると、竜も暴露した甲斐があった。

　そして思わず口を滑らせる。

「葵の日記を書いてたんだよな」

「え？　日記……ですか？」

　葵が首を捻った。

　ははっと笑いながら竜は先を続ける。

「葵の観察日記だよ」

「はい……？」

「ほら、記録しないと忘れるだろ」

「はあ……。忘れる……」

「だからな？　葵のことは大体日記に書いてある」

「竜が、私のことを？」

「そうだよ」

　場が静寂に支配された後、突然ぱしんと頬を平手打ちされた。

　何が起こったのか分からない。が、言ってはいけないことを言ったことは確かだった。

　葵の日記のことを、本人に伝えるべきじゃなかった。

　頬を摩りながら謝ろうと言葉を探すが、葵がじとっと嫌悪の眼差しを向けてくる。

「その日記は捨ててください」

「はい、そうします」

　葵が初めて怒った……、という謎の感動があるものの、そんなことを考えているうちに本気で怒らせたら大変だと思って、竜はすぐに頭を下げた。

「ごめん、すぐに捨てる。思春期の過ちだ」

「本当ですか？」

　じろっと睨まれると、真正直に本当のことを言えない。実は今でもときどき、葵のことを手帳にメモしていたし、服装とか髪型なんかを書いておく癖は抜けないのだ。

　だから、実のところ過ちは継続している。

「ごめん。あの頃はどうしたらいいのか分からなかったし、葵は女神さまって言ったろう？」

「すぐに捨ててください」

　葵がそっぽを向くので、がっくりと頭を垂れる。

　せっかくの告白タイムだったのに、竜は本音を言い過ぎてしまった。

「でも、竜がそんなことしてたなんて可愛いですね」

　ふふっと笑いだす葵。

　右往左往する思春期男子が面白くてたまらないのか、それとも、成人男性の暴露が面白かったのか検討がつかない。

「竜は私の憧れですから。いつも頼ってばかりだったし、話せる男性は竜だけでした」

「ああ、まあ、その。それも、俺が幼馴染だから近くに居れただけで」

「でも、やっぱり嬉しかったです」

「そっか」

　じわああっと広がる葵の言葉を竜は何度も頭の中で反芻する。『嬉しかったです』。そう言われて、この世に存在してて良かったと思えるほどだ。

「俺、葵のこと大事にする。さおりのことみたいな誤解がないようにするから」

「はい」

　葵の笑みがまたじわっと心に染み渡る。

　こんなに嬉しいことはないだろう。

　竜が今まで長年の片思いをしてきたせいで、童貞を卒業出来ず、ＥＤになり、とにかく男としての最低からの結婚生活だったのに、今では心も身体も満たされている。

　親が決めても上手くいくことがあるものだと、思わずにんまりしたときだ。

「実は私も、竜には黙っていたことがあるんですけど」

　葵が恥ずかしそうに俯きながら言い始めるので、竜はそっと葵の顔を見つめた。

　いつもより目が潤んで可愛いく見えて、胸がばくばくと鳴ってしまう。

　葵が顔を上げたので、竜は努めて笑顔を見せた。
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　竜が笑みを見せてくれるので、葵はほっとした気持ちでちゃんと告白しようと思えた。

　胸が鳴り響いて耳朶を染めていく。

「あの、実は、私も結婚の話は嬉しくて。形だけでもいいから傍にいたいって思ったんです」

　一気に言うと、竜がしばらく黙り込む。

　先ほどの会話を思い出すと、当然の反応だ。女神さまとか神様とか、そんな風に見られていたとは思わなかった。いつも優しかったし、同じように普通の女子として扱われていると思い込んでいた。むしろ、地味でダサいくらい思われているかと思っていたほどだ。

　竜を見つめていると、はっとしたように我に返る。

「あの、それっていつから？　さっきも言ってたけど、そこが重要でさ」

「ごめんなさい。私、竜を本気で好きになったって自覚したのは、文具店の店主になってからで」

「なんで？」

「心細かったから……。女店主なんて言われても、私は何も知らないし誰かに教えてもらってどうにかやっていこうって時に、竜みたいに気心知れた人が近くにいてくれて、本当に安心出来ました。大雪の日まで心配だって来てくれて、あっという間に雪掻きをしてくれて。それで、この人ならなあって」

　葵は照れながらも、本音を伝えた。

　初めてする告白に戸惑いつつ、竜も言ってくれたのだからと思わず必死に伝えてしまう。

　けれど、竜はバツが悪そうに頭を掻きだした。なんでだろうと葵は首を傾げる。

「あの時は……。まあ、本当は上司から行く必要ないって怒られたんだ。でも俺、気になって仕方なくて。それに営業担当ってことなら、葵も受け入れてくれるかなと」

「じゃあ、他のお店ではやってないんですか？」

　竜は困ったように頭を掻く。そしてか細い声で「そう」と言った。

「そうですよね。普通、営業の人はあんな大雪で雪掻きだけの為に来てくれませんよね。なんで、そんなこと気が付かないで、嬉しくなっちゃったんでしょうか」

「葵も、ちょっとは俺のこと気にしてたんじゃないのか」

　言われた途端に顔から火が噴き出しそうだった。

　葵が今まで竜を意識しない日はなかったような気がしてくるし、沢山貰っていたバレンタインチョコには密かに胸を痛めていた。女子のファンが多くて、声もかけられずにいたときもあったし、卑下したときも多い。

　そう思うと、ずっと昔から彼のことが好きだったって言葉は当たっている気がする。

（……でも、いったいいつから？）

　突然ふわっと抱きしめられると、葵の胸がどくどくと鳴りだした。

　今まで感じたことのない早さで、竜のことがずっと前から好きだったと納得すると、余計に恥ずかしく思える。結婚生活が始まっているのに、いまさら竜のことを好きでたまらないと気が付いてしまった。

　竜と同じく、人生の大半で彼を追いかけていたことにも気が付いてしまって、つい先日の雪掻きでそれを自覚しただけなのだと思い知る。

　顎を掬われてキスされると、身体中が火照りだした。

　親たちに孫が欲しいと言われたことが、ふっと頭によぎる。これまで深く考えずに抱き合っていたせいか授かることはなかったが、改めて真面目に考えて、葵はぽつんと呟いた。

「子供が……欲しいです」

「もう少し先だよ。葵はまだ文具店のこともあるだろ？」

「あ……」

　言われて、はっとする。

　後先考えずに口にしてしまったと赤面しつつ、竜と気持ちまでひとつになれたことが嬉しくてその先の幸せを望んでしまう自分に気づいた。

「どうした、葵？」

「両方頑張ってもいいですか？」

「え？」

　竜の顔が一瞬戸惑いを見せる。なんのことだか分からないのだろう。

「子供も仕事も、両方がんばります」

「お。おお」

　竜が照れた顔を見せつつ、どこか戸惑いを見せている。

　勝手に決意してしまったのだからこの反応も仕方ないが、きっと反対はしないだろう。

　それに、何から頑張るべきか考えるのはこれからだ。
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「発注書はこれでおしまいです」

　葵が紙の束を手渡すと、竜が一枚一枚確認していく。美田文房具は葵が女店主に戻り、昼間は忙しくしていた。以前と同じようにシールやボールペン、メモ帳など、可愛いものは口コミで売れていく。

　ガチャガチャは子供に人気で、もう一台増やして収入アップを図っていた。

「もう少し仕入れても大丈夫じゃないか？」

　竜がうーんと唸りながら言うが、葵は首を振った。

「油断すると、在庫が増えてしまうもの。セールしようにも、個人商店だから目に留まらないし」

「そうか。まあ、利益が出ないと意味ないからな」

「そういうことです。お客様には、品揃え豊富な店は提供出来ないけど、その代わりにカタログの小さいものを置いているんです。それで発注できますって添え書きして」

　葵が言うと、竜が納得して発注書をファイルに仕舞う。

　その代わりに、新商品のカタログを出してきた。

「今、このキャラグッズが売れてる。どうする？」

「うーん」

「多分売れる。小学生の間で人気らしいんだ」

　どこにでもある消しゴムにキャラクターの絵が描いてあるだけだから、一過性のものではあるが、売り切ってしまえば問題ないような気もする。

「本当に売れますか？」

「夫を疑うのか？」

「だって、ここは私の店です」

「そうだよな。仕方ない。今回は保留な」

　ぱたんとカタログを閉じて黒いバッグに仕舞うと、葵はメモだけしておいた。

　人気であるなら、取り寄せ対応できることをアピールするくらいはしたいものだ。

　目立つポップを作っておこうと決める。

「ところでさ？」

「はい？」

　顔を上げると、竜が頬を恥ずかしそうにぽりぽり掻いている。

「両方頑張るって言ってたろ？」

「子作りと店ですか？」

　葵はちらっと見た後に、視線を落とした。

　どうせ賛同しかねるとか、無理だとか言い出すのだ。あの晩の後、竜はなぜか子作りには否定的でもう少しふたりでいようと甘えてきたのだ。でも、葵は竜が長年想ってくれたことや、自身も長く片思いしていたと思うと、途端に愛の結晶が欲しくなったのだ。

　もう誰にも竜を渡せなくしたい、そんな衝動だ。

　そんなことは竜には言えないが、親たちだって孫が見たいと散々言っていたのだし、早いに越したことはない。

　竜の気持ちだって分からないわけじゃないが。

「あのさ、別にいいと思う。だって、葵っていつも難しいこと乗り越えてきたからさ」

「ほんとうですか？」

「うん。俺もがんばろうかな」

　照れたように言うので、葵は思わずレジカウンターから降りてサンダルを履き、竜に抱き着いていた。

「私、どっちもがんばります」

　竜の頬に擦り寄ると、わずかに髭があたって痛い。けれど、わざと擦りつけてその感覚を堪能した。

「あの、俺でいいんだよな？」

「はい。竜しかいません」

　葵がすりすり顔を擦り付けていると、竜が「あっ」と悲鳴を上げた。

　そして強引に身体を引き離される。なんだろうと思って上目で見ていると竜が頭を下げた。

「こんにちは。お義父さん」

「やあ。昼間から仲がいいね。新婚だもんな。私は邪魔だな」

「いえっ！　俺が邪魔なんです。さっさと帰ります。葵。じゃあ、夕飯は俺が作るから」

　そう言ってさっさと帰るので、葵は肩を落として見送る。

　振り向いて父親を見つめた。竜が来るときはいつも居間に引きこもっているくせに、今日はタイミング良く出てきておかしい。

「お父さん。わざと邪魔したでしょう？」

「当たり前だろう。店先で抱き合って」

「見てるのはお父さんだけ！」

「のけ者にして」

　フンと鼻を鳴らすのだが、どこか楽しそうでもある。

　最近は店で父親が楽し気にすることはなかったし、買いに来る子供たちもめっきり減ったせいかやる気もなくなっていた。こんな風に茶目っ気を出すのは久しぶりだ。

　父親が孫を見たらもっと元気になるかもしれないと期待をしながら、葵は早速、ポップ作りを始めた。

　画用紙を持ってレジカウンターでマジックを滑らせているときだ。

　店先が賑やかになって、子供の声がし始める。葵は自然と零れる笑みを漏らしつつ、そっと引き出しを開けた。そこには近所の産婦人科の事前のアンケートがある。

　竜には黙っているのだが、今度産婦人科に行く。

　子供を授かったわけではなく、体調を一度診てもらいたいと思って足を運ぶのだ。ひとりで二年も文房具店をきりもりして、その間に身体の不調もあった。いざ子供が欲しいと思ったときに、自分が苦しい思いをしたくないのだ。ただ慎重すぎると思われそうで、竜には言えずにいた。

　小学生が学校に行っている昼間に店番を父親に任せて行くつもりだ。

　両立すると竜に宣言したのだから。

　ガヤガヤにぎわう子供が来て、葵ははっとした。見たところ小学生くらいの子に見える。

　そそくさと傍に寄って、竜が持ってきたカタログを見せてみることにした。

「ねえねえ。最近このキャラクターって流行りなの？」

「ああああ！　これ探してたんだよ」

　男の子が大きな声で言うので、葵の耳がきーんとなる。

「お願いします。これ店に置いてください」

「学校でも人気？」

「はい！」

「じゃあ、お店に置こうかな。その代わりお友達呼んでくれないと困るけどね」

「大丈夫、友達全員連れてくるんで！」

　うんうん、良い子だと思いつつ、強かなやり方を見つけてしまって葵は苦笑いする。

　カタログを見せて、どれ？　と訊くなんて反則ワザかもしれないが、この子たちは以前から通ってくれているし、美田文房具にとっては常連なのだ。

　これとこれと、と教えてくれるのだが、文具が膨大になったので後は任せて欲しいと言った。さすがに数種類に絞れないかと思いつつ、学校で誰も持っていなさそうなものをセレクトするあたりは慣れているなと思う。

　嬉しそうに帰るので、葵も嬉しい気持ちでその日は帰宅した。

　その晩は、竜に思い切り抱きしめられ、そして昼になれば彼は優秀な営業マンになる。

　うっとりした毎日が過ぎていき、葵はこの生活も悪くないなと思い始めていた。







「旅行に行かないか？　疲れてるだろ」

「いいですね」

　葵がソファで竜にもたれていると、唐突に言われた。普段ならどうしたの？　と訊くところだが、何も訊かないでいた。

　子作りも頑張ると決めてから抱き合っているのに、妊娠しないことに葵が少し滅入っているのだ。さすがにコウノトリが来ないとまでは言わないが、葵の知識は浅いもので、何回かセックスすれば子供が出来る、という程度のもの。それが、あんなに激しく抱かれているのに、月のものは毎月くるのだ。

　なぜ？　検査もしたのに？　どこか悪いのか？　と日に日に義務感のように抱きしめられているのを、竜が察したのだろう。

「人間って妊娠しにくい生き物らしいし、気晴らしもいいだろ」

「でも、いとこはぱっと出来たって言ってましたけど」

「いとこと葵は別だろ」

「友達はもう三人目が欲しいって人もいます」

「その子は結婚も早いんだろうし、妊娠もしやすいんだろ」

「とにかく、温泉でも行って身体を温めないといけません」

「そうだな」

　竜が呆れた顔をする一方、最初葵は意気込んでいただけに今は落ち込んでいた。人間には発情期がないせいか、子供が出来るまでずーっと発情していないといけないと思う時もある。

　だが、そんなものは無理なわけで。

　竜の激しい夜を受ければ性欲に蕩けるものの、脳裏に子供が欲しいという欲求を常に抱くとなると、だんだん息苦しさを覚えてくるのだ。性欲が旺盛な竜じゃなかったら、もしかしたらお互いに仕事がある、なんて冷めていたかもしれない。

「明日、宿の予約取れたから」

「……はい」

「大丈夫か？　俺は毎晩葵とデキて嬉しいし、そんなに慌てることないと思うけどなあ」

「そうですけど」

（慌てる必要はないけど……）

「とにかく、今晩も葵がいるだけで俺は幸せだしなあ」

「……はい。そうでした」

　竜の脳内を聞かされて、存在しているだけで嬉しいということがどういうことか、じわじわと理解してきた。ましてや結婚して子作りまでとなれば、竜からすれば焦る必要が一切ないことはよく分かる。竜の妊娠についての考えを聞くと、『葵の遺伝子が俺と合わさると思うとぞくぞくが止まらない』とおかしな事を言うので、変態だと思いつつ、いい父にはなるのかもしれない。

　そう思うと、余計に焦ってしまう時もあるのだが。

　翌日の朝いちばんで部屋を出て、ホテルに向かう。奮発したのか、眺めも良い広い部屋を用意してくれた。バルコニーから見る景色は雪化粧をしていて、部屋付きの露天風呂からは煙が立ち込める。

「綺麗ですね」

「最高だろ？　同僚が、ここがいいって教えてくれたんだ」

「ありがとうございます。特別なこととかないのに」

「特別か……」

　竜の目がにやっとしたので、一瞬後ずさりする。

　備え付けのソファは広々としているし、外には露天風呂。バルコニーだってあるし、ベッドはダブル。食事以外に部屋から出なくてもいいのだし、竜は最初からそのつもりかもしれない。

「そういえばさ」

「はい」

　竜が改まった口調で言いながらソファに腰掛けるので、葵も隣に座る。今さら何か言うことがあるのかと、じっと見つめていると竜がおもむろに口を開けた。

「俺、葵が初めてなんだよな」

「はい？」

「信じてくれないかもしれないけど。俺、童貞こじらせて、ＥＤになりそうになってた」

「えっ？」

　一瞬、意味が分からなくなって息が出来ないほどだった。

　葵の記憶の中では彼はモテて人気で、社会人になってもそれは変わらないと思っていた。そのルックスの良さや優しさだって知っているから余計にだ。まさか、そんなわけがないと言いたいが、竜の顔が真剣だ。

「嘘でしょう？」

「嘘言うわけないだろう？　葵が悩んでるから、何か解決方法はないかなと思って秘密を告白してるんだ」

「……私が、竜の初めてで、私は竜が初めてで」

　混乱しそうな中、ひとつ分かったことがあった。

「俺、葵のこと好き過ぎて他の女子のこと考えられなくてさ。童貞守っちゃってさ」

「それは、きっと私も同じで……」

　ぽつんと呟く言葉が恥ずかしくてたまらない。

　最近女神の暴露があったばかりで竜の愛しい思いは理解しているつもりだが、葵が思うよりずっとこじらせた想いを抱いていたようだ。

「だから、葵がひとりで悩む必要ないからな」

「……はい」

「俺たちの悩みだろ？　遺伝子合体」

「その言い方おかしいです」

「俺の憧れだからな。好きな人と細胞レベルで──」

　葵はいつの間にか竜をどついていた。妊娠を合体とか細胞とか、そういう言い方にしないでほしい。ロボットの合体技で済むなら、こんな悩みなんてないのだ。

　単純に、妊娠したいのだ。その感覚だけは竜と違うようだ。

「とにかく、細胞レベルで繋がれるイベントなんだから、ほったらかしにするわけないだろ」

　そのまま顎を掬われると、舌が割り入る。

　葵も積極的に絡ませて、竜の言葉を頭の中で反芻した。

『細胞レベル』。

　考えると恥ずかしくなっていつもより早く蜜が溢れだす。じわっと下着を汚すと思わずもじもじしてしまう。竜が吸い付くようにキスをするので息をするのも苦しくなってくるのだが、葵はしがみついて応じた。

　葵は立たされて開け放たれた窓に手をつかされる。ジンジンする腹の奥が今すぐにも貫いて欲しいとまた蜜を溢れさせて下着を汚していく。スカートを捲られ、下着越しに秘丘を撫でられると濡れていることを確認される。

「今日も良い感じだ」

「あの……さっきの話で」

「え……俺の童貞？」

「ちが……ううん、なんでもないです」

　そのまま蜜壺に指を突き入れられると期待したのだが、着ていたニットを捲られて、下着を剥ぎ取られると、先端を摘ままれる。すぐにピンと立ち上がり、そのまま押しつぶされて葵は窓にもたれて嬌声を上げた。

「あっあぁあ！」

「外に聞こえてたりして」

　耳朶で囁かれてぞくっとして身体を震わせる。いつもなら言わないような意地悪な言葉に身体がすぐに火照りだして振り向いた。

「だ、だめっ」

「でも、続きをしないとこの部屋から出られない」

「どうして？」

「だって、俺が許さないから。子作り旅行だからね」

　ふるふるっと震えつつ、甘美な誘惑とも思えて囁きが耳に焼き付いた。

　先端を捏ねまわされていると、下着がぐちょぐちょになっていく。頭の中では排卵日は今日だったような気がするが、蕩けて霞がかかってしまう。

　本当に子作り旅行だったら、たった一泊だけでも身体が持つか心配だ。

　ふにふにと膨らみを揉まれていると、耳朶を甘噛みされて舌先で舐められる。

「あっふぁ……やぁ……」

「写真撮る、とか。色々してみたら、出来るかもしれないよ？」

「関係ないと……思いますっ」

「でも、気持ちよくなると締まりもよくなるのは本当だろ？」

　こくんとうなずくと葵は思わず、竜の誘いを受けそうになる。そんな風に外側から何かやって子供が出来たら楽なものだ。

「知ってた？　奥でイクと男の子。イカないと女の子だって」

「へっ！」

「知らないだろ？　ふか～い繋がりが必要なんだよ。葵の快感を存分に引き出さないと意味がないんだ」

　両方の先端を同時に扱かれて葵は息を詰まらせる。

　ニットを脱がされて半裸になると、窓に自分の卑猥な姿が映し出されて思わず頬を染めた。

「知らな……あっ！　そこっ……んっんっ！」

「気持ちいいのかな？」

　こくんとうなずくと、そのままスカートを脱がされる。そして布越しに蜜芽を圧し潰されると快感に戦慄いた。

「あっあぁあ！」

　とろとろの頭で焦らされて葵は思わず振り向いて竜に懇願する。

「もう、我慢出来ない……です」

　涙目で訴えたせいか、竜が一瞬戸惑いの顔を見せるのだがすぐに下着を脱がして竜も裸になる。そして、蜜口に猛りをあてがい一気に貫かれると、最奥まで到達して子宮を揺さぶるように腰を使われる。

「あっあっ！　もっと奥までください」

「中が蜜で溢れてるんだよ。とっくに奥まで届いてる」

「で、でも……」

　ぐちゅぐちゅと激しい水音を奏でながら、抜き差しされるとようやくいつものような激しさを感じて葵は卑猥に腰を揺らす。同時に蜜芽を摘ままれてたまらずに窓に身を預けると外からまる見えだと気が付いた。

「ここ、二階でしたよね？」

「そんなこと考えてる暇ないだろう？」

「あっあぁあ！」

　激しく腰を打ち付けられると、頭の中が蕩けてきて何も考えられなくなる。淫猥に響く声も、二階で誰かから見えるのかもしれないと思う恥じらいも、すべて吹き飛んだ。

　むにっと蜜芽を摘ままれると、葵は一気に頂きを昇りつめる。

「ひあっ！」

「凄い締まる。この次は外だ」

「はい……」

「それから、ベッド、ソファの上。フルコース」

「そうしてください……、そうしてくれないといやです」

　潤んだ瞳でお願いすると、竜が熱が籠ったように抜き差しを早めた。

　最奥をずんずんと突かれまくり、もう何も考えられないほど蕩けると、隘路が切なく男根を締め上げる。

「あっんっ！」

　激しく奥まで貫かれる度に深い繋がりを感じて、身体の芯まで愛されていると実感する。

　ふるふると快感に震えていると、胸を鷲掴みにされて先端を摘ままれる。

「あっ！」

「こっちも足りないだろ」

「やぁ……やぁ！」

「男女の産み分けなんて信じてないけどさ、そういう噂があるなら思い切りイク方がいいのかなって思うだろ」

「でもっ……。お、おくぅ……、そんなに何度もしないで……」

　ずんっと深いところを打ち付けられて、幾度も果てそうになっているのに緩急をつけられるものだから、腹の奥でじれったい思いにさせられている。そのくせ、快感はいつもよりずっと感じていて、腰が勝手に揺らめき離れたくない思いでいっぱいだ。

「奥までとろとろだ。絡んで、締めてきて」

　ぴんぴんと膨らみの先端を捏ねられながら言われて、葵は息が止まるような快感にまで追い詰められる。すぐにでも果ててしまえたらと思うのに、どこかでそれを拒絶して竜の嬲るような行為をたっぷりと受け入れたくてたまらない。

　むにっと先端を圧し潰されると、葵はまた嬌声をあげて部屋に響いた。

「あっあぁああ！」

「締まる……」

「だめ……。もっと一緒に繋がっていたい」

「葵……」

「私の身体、フルコースで堪能するんですよね？」

　葵は振り向きおねだりすると、竜がこくんとうなずいた。

　すると、抜き差しが早くなって奥がきゅっと締まる。強引に動かすので内壁が擦られてそれだけでも快楽にいざなわれるというのに、最奥で感じさせられると葵は声も出ないほどになっていた。

「はぁ……あっあっ……はぁはぁ」

「葵……葵の、奥……いつも最高」

「もっと、もっと深くきてください」

　葵はうわ言のように懇願していた。腹の奥では熱が爆ぜそうにどくどくと脈打っている。

　それを感じているからこそ、葵は淫靡なおねだりを続けた。

「たっぷり奥に欲しいから」

　そう言った瞬間、口留めだとばかりに胸を鷲掴みにされて先端を弄りまわされる。

「あっあぁあ！」

「物足りないなら、こっちで満足させるから」

「ち、ちがっ……んっああぁ！」

　むにむにと摘ままれて、葵の頭の中は蕩けて何も考えられなくなってしまう。さっきまでおねだり出来るくらいの余裕はあったのに、息をするのも辛くなってきた。

　腹の奥は一層締まり、竜も切なげに呻き始める。

　熱が膨張して腹に満たされて、動く度に葵は身体をひくつかせて喘ぐ。

　竜のせわしない喘ぎ声を聞いたときだ。

　その刹那、葵の腹の中に熱が飛散した。たっぷりと注がれて葵は腹の奥に呑み込まれるのを感じて胸を高鳴らせる。たらりと精が伝い落ちるが、ぐったりしてふたりで繋がったままだった。

「風呂に入る？」

「その中でもしてくれますか？」

　甘えておねだりすると、竜の顔が真っ赤に染まって固まってしまった。





エピローグ







「赤ちゃんの面倒見ながら、仕事なんて偉いわね」

「保育園落ちたんです」

「この辺、他に預かってくれるところなかったかしら？」

「一時保育がありますけど、そこも定員オーバーで争奪戦で」

「そおう」

　竜の母親が心配して見に来てくれて店先で立ち話をしている。

　妊娠、出産してさすがに店をたたむだろうと周囲は思ったらしいが、子供の顧客が付いているので難しくなったのだ。他の店にはないものを『取り寄せて』くれるから。

　妊娠を意識してから悩んだり落ち込んだりしたが、無事に授かり、一年半が経とうとしていた。竜との結婚も、あっという間に三年目に突入だ。

　娘の璃り々りはまつ毛も長く可愛い子だ。

　顔は葵に似ているとよく言われ、竜は週末になるとどこかに行くと言い出して子煩悩ぶりを発揮している。ただし、ときどき意味不明なことを言うのだ。

『璃々は俺と葵の子だなって実感する。寝ている姿は俺なんだけど、笑うと葵で。遺伝子合体成功というか。俺だけしか体験できないことなんだなって』

　妻から母に変わると、竜の言葉が若干心配になってきて、冷たい眼差しを向けることもある。璃々は女の子だから、自然と葵に似る部分もあるだろう。

　そのとき、竜がどんな目で璃々を見るのか少々不安がある。

「うちのお父さんも帰りが遅くなってねえ。ごめんなさいねえ。大変な時に昇進なんて」

「いえ、それは嬉しいことですから」

「大丈夫かしら？　そうそう。お菓子持ってきたの。食べない？」

「いただきます」

　葵は時計をチラ見してから、竜の母親を招きいれた。

　話すと楽しく気さくな人で、昔から知っているだけに距離感もお互いに分かって接していた。ただ、甘えるとなると別なのだが。

　居間のこたつに入ると、竜の母親がクッキー缶を広げた。

「貰い物なの。家で食べると怒られるから」

「じゃあ、お茶淹れますね」

　そう言って立ち上がろうとする前に竜の母親がさっさと台所に向かい、お茶を淹れてくれる。こんなことでいいのかと思いつつ、嬉しそうな顔で戻ってくるので安堵した。

　ふたりでクッキーを頬張ると、竜の母親がぼそりと言い出した。

「私も、あの子の為に随分色々やったわねえ」

「なにをです？」

「あの子、葵ちゃんに一途なのにモテるじゃない？　だから、あなたが持ってきた他の子のチョコを私が食べたり、告白してきた子には居留守を使ったり？　中学高校になったらさすがに手を貸したら怒られると思ったけど、葵ちゃんが好きって延々書いてあるノート見つけて、なんとかならないかしらと心配してたものよ」

　しみじみ言われて、葵は頬を紅潮させる。

　親は何でも知っている、それは子供を産んでみて薄っすら思い始めたことだ。

　おむつを替えて、母乳を与え、それが終われば離乳食。傍に付きっきりの状態なのだから、多少部屋に籠ってみたところでも、見た目が変わっても、年を取っても、根本的には変わらない部分があって、何をしているのかくらいは話さえしていれば、予想できそうな気がする。

「彼女もいないし、仕事しかしないっていうから、どうせなら葵ちゃんとお見合いさせちゃえって思ったのよねえ。社会人になっても好きだったみたいだし？」

「そう……みたいですね」

　苦笑いを浮かべてしまい、お茶を啜る。

　子作り旅行で散々甘い言葉を聞かされて、葵は竜がただ『好き』というわけじゃないことが分かった。

　大雪が降ったあの日。

　偶然にも駆けつけてくれたわけじゃなくて、竜は心配でたまらずに、会社を飛び出してきたことや、他の店のことまで頭が回らずに葵の店だけ雪掻きをしていたこと。

　でも、その日を境に葵が竜を男性として見るようになったのだ。幼馴染ではなく、異性として、はっきりと自覚した。

　ぽりぽりとクッキーを食べると、竜の母親がぼそっと言う。

「それで？　うちの子のどこがいいの？」

「えっ？」

「だって。ちょっと変じゃない？　葵ちゃんのことしか考えてないのよ？」

「ええと、一途だからですかね」

　葵は竜の母親に本心なんて言えるわけもなく、言葉を濁してごまかすと、店の引き戸が開く音がした。慌てて立ち上がり璃々を少し見てもらうと、竜が立っている。

　間違えて、おかえりなさい、と言いそうになってしまいそうで思わず苦笑した。

「笑ったりして。どうかしたか？」

「ううん。今、竜のお母さんがいて、竜も来たからおかえりなさいって言いそうになってしまいました」

　竜が笑うので、同じように笑った。

　とても仕事中とは思えない和やかな時間にほっとしつつ、竜の黒い鞄からカタログが出される。葵は気持ちを切り替えて、今度は女店主へと顔を変えた。

　最近売れ行きも上々で、とくに竜が勧めてくれたキャラクターグッズが良く売れるのだ。

　取り寄せて、とお願いする子も多く、定番商品は常に店に並べている。

「竜が教えてくれたキャラクターのもので、手頃なものありますか？」

「色々あるけど──」

　カタログを竜が広げた時だ。奥から泣き声がしだして竜の母親のあやす声が聞こえてくる。

　すると竜の顔色が変わり、ネクタイを緩めると「ごめん、ちょっと上がるよ」と言って居間に入っていく。

　葵は慣れている為、後から付いて行くとすでに竜が璃々の様子を見て、おむつの交換を始めていた。ママバッグに入れてある携帯ミルクを飲ませると璃々はすぐに機嫌よくげっぷをする。

「グッドタイミングだな」

「営業に来ると璃々が泣きますね」

「もっと見たいのにな。最近飲み会やらが多くて。部下から相談されるのも辛いな」

「大丈夫です」

　葵が言うと、竜が寂し気な顔をする。竜の母親はいつの間にか退散して、残されたのはクッキー缶だけだ。さすがに長年竜の気持ちを知っている応援者だけあって、手慣れている。

　璃々はもう少しすれば寝るだろうから、抱きしめて落ち着かせようと背中をぽんぽんと竜が優しく叩きだす。すると心地よいのかすぐに眠ってしまった。

「俺と葵の子だけあるな。ふたりの細胞は優秀だからな」

「もうそれやめましょうか。璃々が心配です」

「やめるわけないだろう？　愛の結晶ができたんだから」

　葵は産後で気が強くなったのか、いつの間にか竜のことをどついていた。

「ほら、仕事の続きです。ここでも出来ますから」

　葵が言うと、竜が寂し気にこくんとうなずいた。

　そっと布団に寝かすと葵は璃々を見つめながら安らかな心地になっていく。

　こんな風に幸せな家庭になるなんて思わない結婚だった。初めは、ぎくしゃくするかもしれないとか、一生気を遣う生活になるのだろうかとか、そんなことばかり考えていたのだが。

　竜がカタログを持ってくると、ふたりでクッキー缶を囲んで新作のキャラグッズを物色し始める。

　目星の物は小さなお客様から情報は得ているが、やはり新商品のチェックは抜かりなくしたいものだ。葵はカタログをくまなく見始めると途端に真剣な眼差しになっていた。

　竜がそっと葵の頬にキスを落とす。

「なんですか？　仕事中です」

「俺のこと忘れてる」

「仕事中ですから」

「いつ思い出すのかなって」

「じゃあ、ちょっとだけですよ。ご主人様」

「葵？」

　葵は竜を上目で見つつ、焦れたように自らボタンを取り出す。目の前で慌てふためく竜を見てくすっと笑みを零した。

　最近は育児に追われてセックスは三か月に一度あればいい方だったのだ。急にキスされて蜜がじゅっと溢れだしてしまっている。煽られたみたいで恥ずかしく、思わず頬を染める。

「ご命令はありませんか？」

「こ、こで？」

　小さく頷く葵は、居間の引き戸をさっさと閉めると璃々から離れて窓際に竜を追いやった。

　カーテンを閉めてもまだ戸惑いを見せる竜に『ご命令』を貰うためにそっとスラックスをくつろげ男根を引き抜いた。だらしなく垂れるので口に含むと竜が切なげに呻く。

『久しぶりにすぐしたい』、なんてことは言えない。ご主人様から葵に命令されないと意味もないし、せっかく勇気を振り絞っているのだから応じて欲しい。竜がそれに気が付いてくれるといいのだが。

「じゃ、じゃあ。葵……。そのまま扱いて」

「はい」

　言われるまま丹念にしゃぶりついていると、するっとネクタイで目隠しをされる。急に視界が奪われて口を動かすのを止めると、ぎゅっと頭を押さえられた。

「勝手に止めたらだめだ」

「すみません。もっとたっぷりするので」

　裏から先端を丁寧に舐めると手の中で竜の猛りがそそり立つのを感じた。それをもう一度丹念に口の中に含んでいると、そっと口から外される。

　葵の下着だけするりと脱がされると、竜の上に跨る恰好になりゆっくりと猛りに向かい誘導された。ぬっぷりと入ると、葵はぐちゅっという音を聞いて、ひとつに繋がることを明確に感じた。

　激しい突き上げをされながら、葵は空気を求めるように掠れた声で言っていた。

「ご主人様ぁ」

「声が大きいよ。お義父さんがいるんだから。ほら、これを咥えて」

　口にハンカチを噛まされると言いたいことが言えずにはあはあと息を乱すばかりだ。

（ご主人様っご主人様っ！）
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　頭の中で連呼していると、竜がそっと目隠しを外した。

「どんな顔をしてるか見ないと意味がない。久しぶりだもんな」

「ふぁい」

　蕩けた顔で言うと、じゅぷっと蜜が溢れだして竜に応えるようだった。目隠しに使われていたネクタイが放り投げられると、葵は声を我慢しながら喘いだ。

　竜の熱が腹の奥を突きあげてきて、久しぶりに感じる征服される快感に戦慄き、身体中を震わせる。

　葵は涎塗れのハンカチを取って、竜に言った。

「まだ満たされないの。ご主人様。私……変態かもしれない」

「ああ、変態だ。俺だけに従順なんて悪い子だ」

　にやっと笑う竜にうっとりしながら、言葉でも征服されて葵は恍惚の表情を浮かべた。

　また子作り旅行に行きたい、そんなことを考えながら葵は満たされる。

　ぐちゅっという卑猥な音が居間に響くと、さっきまでクッキー缶を前に仕事の話をしていたのが嘘のようだ。でも、竜ならなんでもさらけ出してしまえる。

　もう一度、竜に向かって「ご主人様」というと竜は嬉しそうに笑みを称えた。





了　　　







あとがき




　最後まで読んでいただきありがとうございます。『絶倫ＤＴが女神さまと結婚すると』いかがでしたでしょうか。竜が後半へ向かうほど変態になる、葵はしっかりして仕事と育児の両立までする、という終わり方でした。このふたりは離れていても結局同じことを考えていたり、求めていたり、幼馴染から恋心をくすぶらせていたり。著者校正をしているとき、結局同じこと考えてるじゃないか、とツッコンでしまうほど作者でも気が付かないほど、想い合っていてラブラブなカップルでした。とにかくこのふたりの生活がハッピーになってくれれば問題ない！　そんな想いで書いておりました。

　話は変わるのですが、これを書いているとき、ご近所の仲良くしているダンディおじさまが急逝しました。両親くらいの年齢なのに本当にあっという間で、今でもまだ生きているんじゃないかと思うくらいです。この話には竜の両親、葵の両親が登場し、恐らく二十代の両親にしては年取った印象を受けた人もいたかもしれません。葵の両親とそのダンディおじさまを少しだけ重ねて書かせていただきました。本人とは違うんですけど、もっと文章が上手ければな──。

　私の個人的な趣味といいますか、お見合いなのだし、お互いの家族の風景を入れておきたかった。それに、ＴＬ小説とは全然関係ないですが、親がいる風景を改めて見つめなおすのってどうかな、とも思ったんです。小説内でもありますが、気がつくと親が年老いていて、弱っていてというのは私自身の経験談でもあります。

　さて、話題を変えましてお気付きの方はいましたか？　『一ノ瀬竜』の名前が今話題の戦隊ヒーローのレッドにかかっていることを！　こっちも私の趣味が全開ですね。

　そこを掘り下げて書くのはもったいないと思いつつ、私はバンバが好きです。まったくお話に触れてないですね！

　今回ＥＤ＆ＤＴで絶倫ですが、これはトパーズノベルスさまだから書かせていただけたと思っております。ＥＤ＆ＤＴってネガティブが重なっているし、絶倫で巻き返したとしても、変態属性がある。こんなお話、他のレーベルじゃ絶対にプロットの段階でボツです。

　だから、王道も書けない私がのびのび書かせて頂けることが本当にありがたい。それに葵だって、自らご主人様って言ってご奉仕するエッチな子です。

　何度か書いていて思うのですが、私はエッチ女子を書くのが好きなようで、男性からひんひん言わされるだけじゃない方が良いみたいです。ふたりが楽しいなら両方積極的な方がいい！　という性癖なのでしょうか。作者は……。それでは最後に担当編集さま、イラストレーターの、みみんさま、関係各社さまありがとうございました。またどこかで。




二〇二〇年二月吉日


如月きさらぎ一いっ花か








トパーズノベルス

近日配信二〇二〇年三月二七日配信予定







恋は邪魔者～再就職先は元カレの腕の中!?～


【書下ろし・イラスト七枚入り】




　著作：有允ひろみ　　イラスト：小路龍流







　「挿れるよ、琴音の中に……。ずっと、奥のほうまで……、今夜は琴音がもうやめてって言うまで離すつもりないから」







　　　希星は昔亡くなった祖母の家を訪れ、大好きな大鏡の前で祖母を想うと気が付けば異世界へ。そこで魔女扱いされ危機に陥ったところを闇黒騎士と呼ばれているガレットに助けてもらい、さらには結婚まですることになって……！








異世界で愛を紡ぐ（仮）


【書下ろし・イラスト十枚入り】




　著作：ひなた翠　　イラスト：龍　胡伯







　「今宵より、私はそなたのもの。この身、滅びるまでそなたと共に生き、守り抜こう」







　　　琴音はＮＹで失職後、帰国してある企業に再就職を果たす。しかし、同社社長は五年前、突然訳も言わず琴音を捨てた元カレ・誠也だった！　復縁を迫られ、いけないと思いつつもいまだくすぶり続けていた恋心が再燃してしまい……!?








純白の聖女は軍人皇帝の腕に抱かれる（仮）


【書下ろし・イラスト五枚入り】




　著作：沙布らぶ　　イラスト：蘭　蒼史







　純白の聖女は、漆黒の皇帝の腕に狂おしく抱かれ──。







　　　白の聖女として俗世間から隔絶した生活を送ってきたアリーシャは、ある日苛烈な皇帝・ヴァルターから見初められて強引に還俗させられる。皇帝の激しい愛に翻弄されるアリーシャだったが、王宮ではある陰謀が渦巻いており……。
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